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慈悲 あま ね く 慈 愛 深 き ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 


は じ め に 

全て の 讃 美 は アッ ラー に こそ 属し ます 。 私 た ち は 
アッ ラー を 讃 美 し 、 かれ に こそ ご 援助 を 求め 、 お 落 
し を 請 い 、 私 た ち 自 身 の 悪 と 悪行 か ら の ご 加護 を 求 
め ま す 。 ア デッラ ー が お 導き に な られ る 者 は 決し て 迷 
ご かく 。 ま た アッ ラー が 半 わ ゆ せら れる 者 ば 決し 
て 導 か れる こと は あり ませ ん 。 私 は 、 唯 一 の 並ぶ も 
の 無き お 方 アッ ラー 以外 に 真 に 祭 拝 すべ きも の は 無 
く 、 ム ふ ムハンマド (アッ ラー よ 、 彼 と 彼 の 一 族 、 教 友 
た ち 、 そ し て 審判 の 日 まで 彼ら に よく 従っ た 者 た ち 
に 祝福 と 平安 を 与え たまえ) が アッ ラー の し も で で 
あり 使徒 で や る こと を 証言 し ます 。 

さて 本 書 は 抽 著 『 ク ルアー ン と スン ナ に 則っ た ズ 
ィ ク ル と ドア ー と 魔 除 け に よる 治療 』D の ズ ィ ク ル の 
部 を 、 旅 行 中 に も 携帯 し や すい よう に 要約 し た も の 
で す 。 ま た ズ ィ ク ル の 本 文 も 短縮 し 、 そ の 出典 に お 
いて も 1、2 冊 の 文献 を 挙げ る だ け に 留め まし た 。 で 
すか ら 伝 承 し た 教 友 や 出典 の 詳細 を 知り た い 方 は 、 
自分 で 原典 に 立ち 返る 必要 が あり ます 。 





@ 訳者 注 :「 ズ ィ ク ル 」 と は 一 般 に アッ ラー の 唱 念 、「 ド アー」 と は アッ 
ラー に 対す る 祈願 を 示 し ます 。 
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私 は その 美 名 及 び 崇 高 な 属性 に お いて 、 本 書 編 焦 
が 高 黄 な る アッ ラー の た め に 捧げ られ た も の と な り 、 
私 の 人 生 と 死後 に お いて 私 自身 を 始め 、 読 者 各位 や 
出版 関係 者 た ち 、 及 び 本 書 普及 に 携わっ た 方 々 を 益 
する こと を 、 至 高 の ア ッ ラ ー に 祈り ます 。 そ し て 唯 
一 無 二 の アッ ラー こそ が この 件 に 関し て の 援助 者 で 
あら れ 、 その 実現 を 可能 に され た お 方 で あら れ ま す 。 
アッ ラー よ 、 私 た ちの 預言 者 ムハンマド と 彼 の 一 族 、 
教 友 た ち 、 そ し て 審判 の 日 まで 彼ら に よく 従っ た 者 
た ち に 祝福 と 平安 を 与え た まえ 。 


ヒ ジュ ラ 暦 1409 年 サフ ァ ル 月 
筆者 


訳者 序文 

全て の 賞 苦 は 万 有 の 主 ア ッ ラ ー に あり 。 そ し て 預 
言 者 ムハンマド と その 一 族 と 教 友 、 そ し て 審判 の 日 
まで 彼ら に よく 従っ た 者 た ち に アッ ラー か ら の 平安 
と 祝福 あれ 。 

サイ ー ド ・ ア ル テ カ ハタ ー ニ ー 師 の 編 往 され た こ 
の ドア テー・ ズ ィ ク ル 集 は 、 ム スリ ム の 毎日 の 生活 に 
必要 不可 欠 な ドド アー や ズ ィ ク ル の 数 々 を 簡潔 に 、 そ 
し て 携帯 し や すい よう に ポケ ッ ト サ イズ に まとめ た 
小冊子 で す 。 そ の 規模 の 小さ さながら 、 世 界 中 の ム 
スリ ム 一 般 か ら 好 評 を 博 し 、 現 在 ま で 様々 な 言語 に 
客 訳 され て きま し た 。 

さて 今回 この 本 を 日 本 語 訳す る に あたっ て は 、 幅 
広い 購読 層 を 想定 し 、 基 本 的 な 宗教 用 語 や 意味 が 不 
明瞭 に 捉え られ が ちな 人 箇所 に 関し て 、 可 能 な 限り 注 
秋 を 施し まし た 。 ま た 、 原 本 で は 著者 が 引用 し た ハ 
ディ ー ス (預言 者 の 言行 録 ) の 出典 箇所 が 提示 され 
て いま す が 、 こ の 邦訳 に 関し て は クル アデ アーン 以 外 の 
出典 箇所 は 省略 し まし た 。 そ れ ゆ え ハ ディ ー ス の 出 
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典 先 を 御存知 に な り た い 方 は 、 本 書 の 原本 や や 英語 版 
な ど を 照ら し 合わ せ て 参照 し て 頂く 必要 が あり ます 。 
まだ デジ アド ロア 語り ズ ィ イク ジュド テ デー の ポポ に ほ は 
カナ 表記 を 付記 し まし た が 、 そ ぞ そもそも アラ ゼア 語 に 
は 日 本 語 に 存在 し な い 子 音 が 数 多く 存在 し 、 忠 実 な 
音訳 は 不可 能 で す 。 例 えば 「 ア 」 行 は アラ ビア 語 の 
「」「g」 の 2 音 を 立 ね て 表す よう に し 、「 ハ 」 行 に 
関し て は 「c」「」「s」 の 3 音 を 兼ね て 表記 し て いま 
す 。 ゆ え に カ ナ 表 記 は 飽く まで 発音 の 大 ま か な 目 安 
と し 、 可 能 な 限り 原語 で あや る アラ ビア 語 に 親しん で 
頂く こと を お 願い 申し上げ ます 。 

また アラ ビア 語 で は 基本 的 に 、 文 の 最後 や 区 切り 
目 に ある 母音 は 発音 し ませ ん 。 0 「 バ ー 
ラッ ラー ツン ララ みみ 、 ワ レー “| と いう 半 を 館 申 
導電 合 に ルー タン カッ ター ン ジグ タテ) と 
が りか 。 注 た 同様 に リサ ザ サー イジ ど と 、 イ ジー ょ 
いう 場合 や | サー イ が ぶ 。 イン ニー| どなり ます 。 と 
の 辺 の 法則 は 少々 複雑 な の で 、 可 能 な 限り カナ 表記 
の 句読点 に 忠実 に 読ん で 頂く こと を お 勧め し ます 
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( 尚 ク レア ー ン の 音訳 に お いて は 「*」 マ ー ク が 休 
正彰 光 表し で いま す )。 その 他 1 ラン 。 (アジ ビア 語 
の 「s」)」 の 休止 発音 な ども 独特 の 音 な の で 、 出 来れ 
ば ネイ ティ ヴ の 方 に 発音 し て も ら う な ど し て 確認 し 
て 頂く よう お 願い 申 し 上 げ ま す 。 


ヒ ジュ ラ 暦 1428 年 シャ アバ ー ン 月 
2007 年 8 月 
翻 訳者 
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ズ ィ ク ル の 和 
至高 の アッ ラー は 仰せ られ た 。 
53 J し 的 35 さき gz556 * 
「 だ か ら わ れ を 想念 ( ズ ィ ク ル ) せよ 。 そ うす れ ば 
われ も あな た 方 を 御 心 に 留め お く で あろ う 。 わ れ に 
感謝 し 、 恩 を 忘れ て は な ら な い 。」【 雌牛 章 : 152】 
し 55 人 し る TS 導 し 
「 あ な た 方 信者 よ 、 ア ッ ラ ー を よく 唱 念 ( ズ ィ ク ル ) 
せよ 。」 部 放 連 0 


「 ア ッ ラ ー を 多く 唱 信 ( ズ ィ ク ル ) する 男 と 女 、 回 
れ ら の 者 の た め に アッ ラー は 彼ら の 罪 の 赦し と 、 
の 上 な い 報 奨 を ご 準備 な され た 。」【 部 族 連合 章 :35】 
う LJL 9 り ヶ 直ら っ > テ 負 | 2 と うし ちの 955 55 タ 
GO っ SN JL2Y5 
「 ま た あな た は 朝夕 に 魂 を 込め て 謙虚 に 、 思 れ 誰 ん 
で 、 声 を ひそ め な が ら あ な た の 主 を 唱 念 ( ズ ィ ク ル ) 
せよ 。 そ し て ( 主 の 恩恵 を ) お ろ そ か に する 募 の 仲 
間 と な っ て は な ら な い 。」 【 高 壁 章 : 205】 


「Y 
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預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) ① は 言 
3 

「 主 を 念じ る 者 と 念じ な い 者 と の 差 は 、 あ た か も 生 
者 と 死人 の それ の よう で ある 。」 

また 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言 S6。 

「 支 配 者 の も と で 最も 優れ か つ 清 ら か で 、 最 も あな 
た 方 の 位階 を 上 げ 、 ま た 金貨 や 紙幣 を 施す こと より 
も 更に 優れ 、 更 に は 敵 と 遭遇 し て あな た 方 が 彼ら の 
首 を 討ち 、 彼 ら が あな た 方 の 首 を 討つ こと 以上 に 優 
れ た 行為 を 教え て や ろう か ?」 教 友 た ち は 「 ぜ ひと 
も 。」 と 答え た 。 預言 者 は 言っ た 。「 至 高 の ア ッ ラ ー 
宗 も る こと 沈 dl し くべ こう 言っ 人 だ ! 貞 の デ チッ 
ラー は こう 仰せ られ て いる :『 わ れ は し も べ で が われ を 
思う その 思い の 通り に あり @、 彼 ら が われ を 念じ れ ば 
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訳者 注 : 預言 者 へ ムハンマド の 名 が 言及 され た 時 に 彼 に 祝福 と 平安 を 祈 
願 す る の は 、 155 頁 の 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
の た め に 祈願 する こと の 徳 」 章 で 触れ られ て いる 通り 、 徳 の 多い 行い 
で す 。 ア ラビ ア 語 で は 「 サ ッ ラ ッ ラ ー フ アラ イヒ ワ サッ ラム 」 
と 言い 、 こ れ が 最も 一 般 な 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あ 
れ ) へ の 祈願 の 仕方 で す 。 
訳者 注 : 例え ば 何ら か の イ バ ー ダ ( 柴 拝 行為 ) を 行っ た 上 で 、 ア ッ ラ 
ー が それ に 報奨 を 与え て 下さ る と いう こと を 有望 に 考え る 者 は 、 ア ッ 
ラー が その 通り に 叶え て 下さ り ま す 。 一 方 それ に 懐 疑 的 な 者 は 、 ア ッ 
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SO) 








彼 と と も に ある 。 も し 彼 が われ を 彼 自 身 の 中 で 念じ 
れ ば 、 わ れ も 自 分 自身 の 中 で 彼 を 念じ る 。 も し 彼 が 
集団 で われ を 念じ る の で あれ ば 、 わ れ は 彼ら より よ 
い 一 団 (天使 た ち ) に お いて 彼 を 念じ る 。 も し 彼 が 
われ に 手のひら 分 だ け 近 付け ば われ は 片腕 分 だ け 近 
付く だ ろう 。 そし て も し われ に 片腕 分 だ け 近 付け ば 、 
われ は 両 腕 分 だ け 近付く だ ろう 。 も し 彼 が われ へ と 
歩い て きた ら わ れ は 彼 へ と 走っ て いく だ ろ 2。』」 
アブ ドッ ラー プン デブ スル ( 彼 に アッ ラー の ご 満 
悦 あ れ ) は こう 伝え て いる 。 

「 あ る 男 が 言っ た 。『 ア ッ ラ ー の 御 使い よ 、 イ スラ ー 
ム の 制約 は 私 に と っ て 多 す ぎ ま す 。 で すか ら 私 が 尊 
守 で きる 範囲 の こと を 教え て 下さ い 。』 す る と 問 言 者 
は 言っ た 。『 あ な た の 舌 を 、 ア ッ ラ ー の 唱 念 で も っ て 
載 か さ な い よう に し な さい 。』」 

預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ 
3 

「 ク ルアー ン を 読ん だ 者 は 、 一 つの 善行 を 行っ た と 


ラー も それ 相応 の も の を も っ て 応じ られ ます 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 仰 ら れ ま し た :「 ア ッ ラ ー に 対し て 希望 的 
な 観測 を も つこ と な し に は 、 こ の 世 を 去っ て は な ら な い 。」( サ ヒー 
フ ・ ム スリ ム ) 





13 


され る 。 そ し て 一 つの 善行 に は その 10 倍 の 報奨 が あ 
る 。『 ア リフ ジー ム ミー バム 』 は 一次 字 で は な く 、 
アリ プ で 一 文字 、 ラ ー ム で 一 文字 、 ミ ー ム で 一 文字 
な の で ある 。」 

ウ ク バ ブン アー ミル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あ 
0 に 4 記 言 る だ 。 

「 私 た ち が 軒 下 に いる と 、 ア ッ ラ ー の 御 使い (後に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 出 て き て 言っ た 。 『 毎 
朝 プ トゥ ハー ン や アル テア キー ク @ に 出かけ て いっ 
て 、 そ こ か ら 罪 を 犯す で も な く 親 類 関 係 を 切る で も 
な し に 、 大 き な コ ブ の 2 頭 の 雌 賠 肝 を 得 て 戻っ て 来 
た い 者 は いる か ?」』 そこ で 私 た ち は こ う 言 っ た 。 『 ア 
ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 た ち は そ れ を 望み ます 。』 する と 
預言 者 は 言っ た 。『 あ な た 方 の ある 者 は 朝 モ スク へ 行 
き 、 学 あの で は な い の か ? ま た は ク グル デー ン の 2 所 
を 読む の で は な い の か ? それら の 方 が その 者 に と っ 
て 、2 頭 の 雌 胎 肝 よ り も 優れ た 物 な の だ 。3 人 節 は 3 
頭 よ り 優れ 、4 節 は 4 頭 よ り 優 れ 、( そ し て 彼 の 読ん 
だ ) 節 と 同数 の 双 膨 よ り 優れ て いる 。』」 

また 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 


⑤ どちら も マデ ィ ー ナ 近郊 の 渓谷 の 名 称 。 
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言っ た 。 

「 ア ッ ラ ー が 唱 念 さ れ な か っ た 場所 に 座っ た 者 は ア 
ッ ラ ー か ら の お 角 り を 受け 、 ア ッ ラ ー が 唱 念 さ れ な 
か っ た 場所 に 横たわっ た 者 は アッ ラー か ら の お 各 め 
を 受け る 。」 

また 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
こ ウ 第 言 民 。 

「 ア ッ ラ ー を 念 唱 し な い 所 に 座り 、 聞 言 者 へ の 祈願 
を し な か っ た 者 た ちら は 、 ア ッ ラ ー か ら の お 符 め を 受 
ける 。 も し アッ ラー が 望め ば 彼ら を 出し 、 あ る い は 
彼ら を 攻 す の で ある 。」 

また 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言っ た 。 

「 ア ッ ラ ー を 念 唱 せ ず に 集まり の 場 か ら 立 ち 上 が る 
者 た ち は 、 ロ バ の 慣 (つま り 無 益 な こと ) か ら 立 ち 
上 が る こと と 同じ で ある 。 それは 彼ら に と っ て 損失 
SO | 

1. 目覚 め の ズ ィ ク ル 
GE TE 3 科 CT 折る 表 40)- 
アル ハム ドゥ リッ ラー ヒッ ラズ ィ ー アハ ヤー ナー 
ッッ グ マー デマ ー ク チー ワウ ゴジ タイ ヒト アメ シッ 
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ョ ュー ルル 。 
「 私 た ち を 死な せ た 後 に 生き 返ら せ 、 ま た 死後 、 か 
れ の 御 許 に 私 た ち を 復活 させ る お 方 アッ ラー に 称え 
あれ 。」 
8 人 まさ うる NIL))-2 
うー 針生 4 YY る すし | So HP 
GO 半 しら Eh di abNI。 
ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワ ハ ダ フ ラー 
シャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム 
ドル 。 リツ プリ デア ラー タッ リリ ジャ イイ ンマ 洲 
ディ ー ル 。 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー。 ワ ル ハ ム ド ッ リッ ラ 
ek テー ゴイ ジーパ イタ テッ テー。 アタ テー 
の 。 ナジ Wu。 が ラジー カウ が が ジー みゆ 
ワタ イッ ラー ピッ ラー ヒル アリ ー イ ル ア ズ イィ ー 
AN ジッ ピピ デア ツィ ル サー。 
「 唯 一 で 並ぶ も の 無き お 方 アッ ラー 以外 に 真 に 系 拝 
すべ きも の は あり ませ ん 。 主権 と 讃 美 は か れ の も の 
で 、 か れ は 全能 で す 。 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。 全て の 
讃 美 は アッ ラー に あり ます 。 ア デッラ ー 以 外 に 真 
拝 す べき も の は 無く 、 ア ッ ラ ー は 倍 大 で 、 至 高 至 大 
の アッ ラー の 他 に いか な る 威力 も 強大 な る も の も あ 
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り ま せん 。 主 よ 私 を お 赦し 下さ い 。」 
は 9 の 3 の (テー その dL Jl あ は)-Y 
(68 
アル ハム ドゥ リッ ラー ヒッ ラズ ィ ー アー ファ ー ニ 
ーー ッッ テテ イヤ 
ーー デル ィ ナ リー ビオ ネオ ィ イル すそ せ 。 
「 私 の 体 を 守り 、 私 の 魂 を 私 に 戻し 、 か れ の 唱 念 の 
仕方 教え た アッ ラー に 称え あれ 。」 


ろ ッ る 。 る っ 3 6 ら 2 ッ ン る 
J パ ン 5Y 5 MULE テ っ っ つき ら ン 5 に | コテ は の あー 
Ne vo 


みみ ニー ン 


1 と じ あ d 衝 こう StUs で EE5 25 
まう と SMD せみ 5 


| 
6 tlaoU ra っ 


o 


9322 よ ED の LA な あら 
ン ン る く HE 
0 う 計 こ Besbdl ば りこ ご BI を じ 紹 


侍 oe を 。 ン ン タ 
しそ デジ も たっと 1 55。 夫 
を らち YU っ 
9 か Eee か ae 02 と まっ 


の 6 半 


2 を を ば EzwsoMl ab 用 る 掃 こ 全く 
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Je っ っ に 旋 ol ot 
32tuh Npe02E2lat220 3 
に al EY oe Pd5 au 
JIU 才 Ce に た っ 151 は 人 放 の ug 

まあ もし 2 
イン ナ フィ ー ハル キッ サマ ー ワ ソー ディ ワル デ 
ルディ ソン ディ テー アイ ィ ッ テイ リ ワリ ンチ ハ ー》 
プ デ ー ヤ ー デ ティ ッ リ ツウ リル アル パー プ ゲキ デッラ 
ズィー ナ ヤズ クル ー ナ ッ ラ ー ハ キヤ ー マ ン ワ 
グ リー ダッ ツ デラ テー ザジ ュー ビビ E ぁ 4 ツ 和 寺 
タフ ァ ッ カル ー ナ フィー ハル キッ サマ ー ワ ー テ 
イィ ピル アル ディ ラッ パナ チー マー ハハ テク クタ み 
ザー ター ディ タン メ プ ハー ナカ ファ きず 
ーー アサ ザー パシ ナー ルキ ラッ パナ ー イシ ナカ マヤ 


 。 トウ ドウ ケッ ンチ キー クジ プア ァ アカ ド デハ イタ 
ゲ が ヤー リッ ザー リサ ミー ザ ナ ミン デン ッ ザ サー 
が が ーー ゴリ ナナ テナー ず サキ デザ デザ ピ あー 
ディ ギン ペ ホ ザ サー ディ ー リル イー ツー 弓 アル 
ーー ス 半 m テッ ピグ ツァ アー マヤ アテ チー 


タイ ナー ブ ァ グ プ ィ ル ラ ザ ナー は ー パ ナー 
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け 玉 ダナ オル チャ ザー 学 す イア ー デ ティザー 
ワ み ウ ワッ ワ ァ ナー マ ア ル ア プ ラール ネ ラ ッ パ バク 
oe ほ ププ オチ ナー サー か アー ツー デ 
ジー ル U カ サ サー トド み シ スィ チー 生玉 
マル キヤ ー マ テ ディ イン ナカ ラー トゥ フリ フル 
ネー デ ャ ッ ド が 導 ゲ デス あ ジ ャ ー ツ テグ の A チョ プ 
人 
ミリ ン ミン クム ミン ザ カ リン アウ ウン サ 
つつ の アド ッ グ クム ミッ アデ オツ ヴ ツァ アッ ダス 
オイ オー すす の ハー ジャ ルー 7 ウル クリ ジョ ュー ミネア 
ディ ギー リサ E ふ ササ ウー ズー ジィ ー サビ ピー リ 
ーー が あー が ルー ササ グ デ ィ ル ー < の ルッ 
ヴイ ラッ チチ ブン ナム すず イ イデ アー ディ モネ ツア 
グ 必 ド ルッチ ナ ア プル ジャ シッ チー ディ ン タダ ジグ 
りー ミシン タカ ハデ ティ ハル アシ ハー ル サワ ー バ 
ツ ミン ゴイ ツリ ディッ テ ー ド サッ テー アラ ゴン シゲ 
まま リ ー プ まま デー キチ ッッ 赤 

が ーー す アア ルー ゲイ ルビ サー 
ドゥ * ネ マタ ー ウ ン カリ ー ル ン スン マ マ ア ワー 
フ ム ジャ ハン ナム ワ ビ イ サル ミ ハ ー ド ッ ゥ *※ ラ 
ー キ ニッ ラズ ィ ー ナ ッ タ カウ ラッ パフ ム ラフ ム 
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に ご 


ツジ ォ ャ アナ ー ト ッッ ツ タゲ ジュ リー ミツ タカ ハ テ ィ ハ 
7 wm コッ ーー リ デ ィ ャ ドキ マオ イオー の 所 
ミッ イン ディ ッ ジ シー ヒ ツ 『 マー イシ ング 
デー セ か イル ッ サ ル ア プ テー ルキ ゴン ナ 
アハ リル キタ ー ビ ラマ ン ユウ ミヌ ビッ 

ー ビ 7 マー ウン ズ イ ラ イ テ イ クム アワ 
ウン ズ ィ ラ イラ イヒ ム ハー シイ ー ナ サリ 
ワー っ ツー アア ニュ ニア ルー ザ ボ 。 ビビ デー ヤー デ テ 

ケー サマ ルン リー テン サラ テー イ 力 

ラフ ム アジ ュ ル フ ム イン ダ ラッ ピ ヒ ム イン 

ナッ ラー ハ サリ ー ウ ル ヒ サー ブ ネ ヤー アイ ニハ 

ッ ラ ズィー ナ アー マヌ ス ビ ルー ワ サー ビル ー 

の アー ビ ト トゥー ジック クッ テー アテ アッ アク 

AAw グリ ヴー シ 。 

「 本 当 に 天 と 地 の 創 造 、 ま た 夜 と 昼 の 交 奉 の 中 に 

ED の 
り 、 ま た は 横たわっ て (不断 に ) アッ ラー を 唱 念 す 

る 者 た ち 。 そ し て 天 と 地 の 創 造 に 就 い て 考え る 者 た 

ち 。 彼ら は 言う 。『 主 よ 、 あ な た は いた ずら に これ ら 

を 御 創り に な っ た の で は な い の で す 。 あ な た の 栄光 

を 讃え ます 。 業火 の 懲罰 か ら 私 た ち を 救っ て 下さ い 。 
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T ノル NM に 
ゃ まま 


4 
[ 


主 よ 、 本 当 に あな た は 業火 に 投げ 込ま れ た 者 を 、 必 
ず 屈 辱 で 覆 わ れ ま す 。 不正 の 徒 に は 援助 者 は な い の 
で す 。 主 よ 、 本 当 に 私 た ち は 《 あ な た が た の 主 を 信 
仰 し な さい 。》 と 信仰 に 呼ぶ 者 の 呼び 声 を 聞い て 、 信 
仰 に 入り まし た 。 主 よ 、 私 た ちの 罪 を 赦し 、 私 た ち 
の 罪 業 を 抹消 し 、 信 仰 の 達成 者 た ちと 一 緒 に あな た 
に 有 右 し て 下さ い 。 主 よ 、 あ な た の 使徒 た ち に よっ て 
私 た ち に 約束 され た も の を 授け 、 ま た 審判 の 日 に は 
屈辱 か ら 救 っ て 下さ い 。 本 当 に あな た は 、 決 し て 約 
東 を 反逆 に な さい ませ ん 。』 主 は 彼ら (の 祈り ) を 聞 
き 入 れ ら れ 、 仰 せら れ た 。 『 本 当 に われ は 、 男 で あろ 
うと 女 で あろ うと 、 あ な た 方 の 成 し た 行い を 徒労 に 
する こと は な いで あろ う 。 あ な た 方 は 互い に 同士 で 
ある 。 そ れ で 移住 し た 者 、 故 卿 か ら 追放 され た 者 、 
わが 道 の た め に 迫害 され 、 ま た 奮戦 し て 殺害 され た 
者 は 、 わ れ が 彼ら の 全て の 罪 業 を 抹消 し て 、 川 が そ 
の 下 を 流れ る 楽園 に 入ら せよ う 。』 これ は アッ ラー の 
御 許 か ら の 報 胡 で や る 。 ア ッ ラ ー の 御 許 に こそ 、 最 
も 優れ た 報 世 が ある 。 あ な た は 、 不 信者 が 地上 で の 
さば り は び こ っ て いる こと に 惑わ され て は な ら な い 、。 
これ は 片 時 の 歓楽 で ある が 、 や が て 地獄 が 彼ら の 住 
21 


まい と な ろう 。 そ れ は 何と 悪い 穫 床 で あろ うか 。 だ 
が 主 を 長 れ る 者 に は 、 川 が その 下 を 流れ る 楽園 が あ 
り 、 彼 ら は 永遠 に その 中 に 住む で あろ う 。 こ れ は ア 
ッ ラ ー の 御 許 か ら の 歓待 で や る 。 ア ッ ラ ー の 御 許 に 
ある も の こそ は 、 敬 庶 な 者 に と っ て 最良 の も の で あ 
る 。 し か し 啓典 の 民 の 中 に も アッ ラー を 信仰 し 、 あ 
な た 方 に 下さ れ た も の と 彼ら に 下さ れ た も の を 信じ 
て アッ ラー に 謙虚 に 仕え ん 、 僅 か な 代価 で 啓示 を 売っ 
た だ り し な い 者 が いる 。 こ れ ら の 者 に は 、 ア デッラ テラー の 
御 許 で 報奨 が あろ う 。 本 当 に アッ ラー は 清算 に 迅速 
で あら れる 。 あな た 方 信仰 する 者 よ 、 耐 え 忍 ぶ の だ 。 
忍耐 し 、 敵 の 前 に 堅 園 で あや れ 。 そ し て アッ ラー を 時 
れ よ 。 そ うす れ ば あな た 方 は 成功 する で あろ 
う 。」 【 イ ムラ ー ン 家 章 : 190-200 】 
2. 着衣 時 の ドア ー 

ンコ テッ 5 56 つ 叶 DK に Ss 雪 あ 入り )- 

Ji 
アノ も ド み リッ ラー ヒッ マズ ィ ー カサ ザー ニー 
ノー が ( ッ サ ウッ 0 7 サザ カニ ョ ニー ヒビ ミン ガ 
4T りり の が り シン ミミ WW さ ーー リ チー みゆ タダ 。 
「 無 力 な 私 に この 服 を 着 さ せ 、 恵 み 与 えて 下さ っ た 
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アッ ラー に 讃え あれ 。」 
3. 新しい 服 を 着 た 時 の ドア ー 

ゴーラ ビデ テン 0 と 3 36 40D)- 
(する 2 し 作る 作ら うわ 

アッ ラー フン マ ラ カ ル ハム ドゥ アン タ カサ ウ 

グー ニー ビビ デス アル みみ ミン ハ か イリ ME 7 メイ 

ーー 革 デ プ デフ ブフ 。 ザ アデ リウ リーズ 世 あ ミ き 

シン ツヤ ャ ヤッ リ E 7 シャ ヤッ リ マー スニ ア ラテ 


NN ご 


「 ア デッラ ー よ 、 全 て で の 讃 美 は あな た に こそ あれ 。 あ 
な た こそ が 私 に それ を 着せ て 下さ いま し た 。 そ こ に 
ある 良き も の と 、 そ れ に よっ て 得 ら れる 良き も の を 
与え を て 下さ いま す よ うに 。 そ し て あな た に そこ に あ 
る 悪し きも の と 、 そ れ に よっ て 得 ら れる 悪し きも の 
か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 
4. 新しい 服 を 着 た 人 へ の ドア ー 
.(GGGE る | ご ば 2 記 ))-V 
トッ プリー ワ ユ フ リ フッ ラー フ タ ア ー ラ ー。 


① 訳者 注 : つま り そ の 衣服 を アッ ラー へ の 服従 や 崇拝 行為 に 用 いれ ば 、 
それ に よっ て 報奨 が 得 ら れ ま す が 、 そ の 衣服 を アッ ラー へ の 反逆 行為 
や 不服 従 に 用 いれ ば 、 そ れ に よっ て 罪 が 得 ら れる こと に な り ま す 。 
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「( そ の 服 が ) 着 古 され 、 そ の 後 更 に アッ ラー が 新 し 
い 物 を 与え て 下さ いま す よ う 。 ぐ 」 
1 こく は 5 と 3D)-A 
イル ビス ジャ ディ ー ダ ン 、 ワ イシ ュ ハミ ー ダ 
/。 ゲ あま ヤキ ーー デー。 
「 新 し い 物 を 着 な さい 。 人 誉れ 高く 生き な さい 。 そ し 
て 麹 教 者 と し て 死に な さい 。」 
5. 服 を 置い た 時 の 言葉 
・ 人 WI た 1 
サチ デー も 
「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。」 
6. トイ レ に 入る 時 の ドア ー 
1 1311 とう) 
村 上 プーkー イプ サド ーー アン サザ イー ルー 
ズ ビ カ ミナ ルフ ブス イィ ワル ハバ ー イ ス 。 
「 ア デッラ ー の 御名 に お いて 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 男女 
の 悪魔 か りら あな た に ご 加護 を 求め ます 。」 
7. トイ レ か ら 出 た 時 の ドア ー 
.(CE 稼 ))- ハ 


① 訳者 注 : つま り そ の 衣服 が 着 古 さ れ 、 そ の 後 別 の 新しい 衣服 を 得る 時 
が 来る まで 長生 き し ま す よ うに 、 と い 2 意味 。 
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デア デー ナチ ナ が 。 
「 あ な た に お 式 し を 求め ます 。」 
8. ウド ゥ ッ ー の 前 の ズ ィ ク ル 
・ (| ツル ー YY 
みる アー。 
「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。」 
9. ウド ゥ ッ ー が 終わ っ た 後 の ズ ィ ク ル 


タン ン ぁ 


822 の 339 と 54 z3D)-YY 


タ 


テン ン 


(9 とう 9 
シュ ハ の ハ ドウ チッ アー ゴジ テー イッ テッ マー 
ププ ジジ ハゲ ラフ テー ひ 上 ャ サナ サール ラフ リ テッ 
の ドゥ アン ナ あふ ハンマ ダン アプ ドッ プ ウツ 
ラス ー ル ブ 。 

「 か れ に 並 記 者 な き ア ッ ラ ー 以 外 に 真 に 崇拝 すべ き 
も の は な く 、 ム ハン マ ド は 彼 の し も べべ で あり 、 使 徒 
の 0 とき 配 言 し まず 」 

1 ou 140)- い 4 
アッ ラー フン マジ ュ ア ル ニ ー ミナ ッ タ ウ ワ ー ビ ー 
す ナー ジジ ュ アル ニー スチ ルム アル クッ セリ ー シ 。 





① 訳者 注 : 排便 に より 身体 的 に 清め られ た 後 、 更 に 精神 的 な 汚れ で あ 
る 俳 の 融 し を 請う と いう 意味 が 含ま れ て いま す 。 
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1 デ ッ ア シー よ 、 私 を よく 悔 情 す る 者 に 、 そし て よく 
心身 を 清め る 者 と し て 下さ い 。」 
II 半 、do2601ah じ よめ)-19 
(ONIPFHP 
スプ ハー ナカ ッ ラ ー フ ンマ ワ ビ ハ ム ディ ク 。 ア 
sv ドド デ タ ブ プー ゴイ アー の イッ マー アデ ント 
ゥ 。 ア スタ グフ ィ ル カ ワ アト ッ ー プ イラ イク 。 
「 ア デッラ ー よ 、 あ な た に 賞賛 と 讃 美 あ れ 。 私 は あな 
た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な いと 証言 し 、 あ な 
た に お 薇 し を 請 い 、 悔 悟 し ます 。」 
10. 家 を 出る 時 の ズ ィ ク ル 
1(C@LNI5S 2d と さとこ 5。A とう) 
スミ ネッ チー。 グレ ッ カ ルル ト み アラ ッ ラ ジー。 ツ 
ゲー の リウ の ラー アリ リタ イッ テー 蜂 
ダダ デー ッ 
「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。 私 は アッ ラー に この 身 
を 委ね ます 。 至高 至 大 の アッ ラー の 他 に いか な る 威 
力も 強大 な る も の も あり ませ ん 。」 


を を 。 を を と どる を を 2 を を を 2 を チラ を と クラ 7 
ed オト 2F Flot さ Sp 3! で 600)-\Y 
ニー ララ を と そそ 2 る を と 
(GOJ ま ST 
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ナタ ター デーツ グル マヤ ゴジ ジー アリ テース ああ アザ 
デイ ィ イップ 。 デ ウル グッ ラ 、 デ アウ アズ ィ ッ ラ 、 
アウ ウザ ッ ラ 、 ア ワウ デア ズリ マ 、 ア ウ ウズ ラマ 、 
ナツ デン ツェ ハデ プ 、 ア ウサ みこ ハラ デジ ティ イヤ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 自分 が 迷い 迷わ りさ れる こと か ら 、 
また 過ち を 犯し 犯さ れる こと か ら 、 ま た 不正 を 働き 
働か れる こと か ら 、 ま た 無知 に 陥り 無知 に 陥ら され 
る こと か ら 、 あ な た に ご 加護 を 求め ます 。」 

11. 家 に 入る 時 の ズ ィ ク ル 
の (CS づく し を 人 デ に 2 うー1A 
ピス ミッ ラー ヒ ワラ ジュ ナー。 ワ ビス ミッ ラー 
人 世 ーッ ラ ウザ ゲ ュ ナー。 アデ ウー テッ ピナ ー み W 
ッ カ ルナ ー。 
箱 ア ッ ラ ー よ 、 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 私 た ち は 入 
り 、 ア デッラ ー の 御名 に お いて 私 た ち は 出 まし た 。 そ 
し て 私 た ちの 主 に 全て を お 任せ し まし た 。』 こ う 言 っ 
て 、 そ れ か ら 家 族 に 挨拶 を する 。」 

12. モス ク へ 行く 時 の ドア ー 


RU CWUOAOIOO0O NN LM od 
うし どっ スン ちゃり 39 く ちょ 5 9 1 て 0D)- 4 
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Te 全 ン TTP PT や デン 
(どっ と 5 きよ り (まみ に 65 の 5 いい ゃ 9 に 
に に し だ いも まり よい も ま Je 馬 か も デ は 
お 5 も (も ま っ 2 と きよ とけ ば 
・e も は IDDD(( いま る た 5 95 
こう) (も まっ 5 も まっ 5 うく も ば っ 52) (eee 3 も あ 


テラ ンク まぁ 


(まじ も ょ は 
みみ ラー アン マジ ョ ュ ア ル ツィ ー 沈 ル ビー ヌー 
ジン ジ 、 ワ フィ ー リサ ー ニ ー ヌー ラン 、 ワ フ 
en ee 所 mW アジア ォ ー の が りー 
0 ミア プア ァ ッ キー メー テン ミ 
ディー ヌー ラン 、 ワ アン ギヤ ミー ニー 
が ナン で シマー リー チー アル WM 人 
ン Pr 抽 mー タ ダー ンー。 ア ミン の ルプ ィ ー 
ーー ザ サン 。、 ワリ ジュ アル フィ ー ナ ア ス メー メー 
ゲッ 。 アデ アァ アズ イィ リー メー テン 、 ワ テッ 
ズ ィ イム リー メー ラン 、 ワ ウレ ジョ ュ アル リー ユー 
ラン が ジュ アル ジー メー ラー。 デ ッ テ ラテ ー フ シマ 
ナ アデ ティ ピー ー ラ ソサ ジュ アル プ ォ ー アア 
En ーー ジ シン 、 ササ プチ ィ ー かえ あー テー タラ 


| 


ョ ーー 


XX へ ヽ Ni 


Ni 


ューー 


XX ヾ 
Ni 
4 


28 


WV 。 ペ ォ イー デミ ー ーー テ ラル 、 WV ラフィ ー が 
ダナ リー 一 ジン 、 ワ ウ フィ ー パシ ャ サー 台 
この テ ーー タデ テー ツン マゲ ジュ テル リー 江 一 ラッ 
ゲ ィ ー 錠 プ リー で ーッ ジジ ーー ラン ジィ ー イガ 
ザー ミー。 ワ ズ ィ イド ゥ ニー ヌー ラン 、 ワ ズ ィ 
な 志 ーー デー テン 。、 ジジ ズ ィ ド ニー 革 ー テ ー。 
7 ハツ ーー ーー サジ Sr テー 一 ルル 
「 ア テッ ラー よ 、 私 の 心 に 光 を 、 私 の 舌 に 光 を 、 私 の 
聴覚 に 光 を 、 私 の 視覚 に 光 を 、 私 の 上 か ら 光 を 、 私 
の 下 か ら 光 を 、 私 の 右 に 光 を 、 私 の 左 に 光 を 、 私 の 
前 か ら 光 を 、 私 の 後ろ か ら 光 を 、 私 の 魂 に 光 を お 与 
え 下 さい 。 そ し て 私 の た め に 光 を 強く し て 下さ い 。 
光 を 強く し て 下さ い 。 私 の た め に 光 を お 与え 下さ い 。 
私 を 光 に し て 下さ い 。 私 に 光 を お 与え 下さ い 。 私 の 
神経 に 光 を 、 肉 に 光 を 、 血 に 光 を 、 髪 に 光 を 、 放 膚 
に 光 を お 与え 下さ い 。」 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 の た め に 私 の 墓 に 光 を ・・・ 私 の 
骨 に 光 を お 与え 下さ い 。」 

[し し て 発 を 68 増やし 下さ い 。 そ し て 圧 を お 境 や 
し 下さ きり \。 そし て 兆 を お 増やし 下 き い 。」 

「 そ し て 光 の 上 に 光 を お 与え 下さ い 。」 
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18. モス ク に 入る 時 の ドア ー 
(maL 5 の)-Y・ 
こう と TDD 2 
.( 避 徐 う 
2 ザー スス ピッ クー も ル ア デア ズィー る も 、 サ ゼ げ グ ョ 
ビビ セル カリ ー ミ 。 ワリ スル クー ニヒル カ デ ィ ー ミ 、 
ミナ タッシ ャ イア ーー ニッ クツ ジー み 。 ビス キッ マー ド 、 
サッ サタ テー ト み かみ ワッ ザ サダ ターム み ラー テス ネー リ 
ゲー。 デ メッ デ テー プッ ウマ アメ ルフ リー アプ リー ババ 
/ ヽ マデ ィ ク 。 
「 私 は 偉大 な る アッ ラー に 、 そ の 尊い 御 顔 に 、 そ し 
て 原初 より の か れ の 権威 に お いて 、 呪 われ る べき シ 
ャ イタ ー ン か ら の ご 加護 を 与え て 下さ る よう 求め ま 
す 。 デ アッラー の 御名 に お いて 、 そ し て アデ アッ ラー の 使 
徒 に 祝福 と 平安 あれ 。 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の ご 慈悲 
の 扉 を 私 に お 開き 下さ い 。」 
14. モス ク か ら 出 る 時 の ドア ー 


らっし 1 3 て 宙 kAlJ 放 2 EMH5 SL20 ラ る | と))- 


5 ( ぐ テル ou 生 ap| < く ご L 
ネッ テー ビ や リッ パテ ラー トウ み サッ ザ サザ テー 為 


ッ 
が 
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メデ アー ダラー》 ツラ ー。 デ ッ タッ ジー プア マ イツ 
… アス アル カカ ミン ファド みり リク 。 デ アッラー シフ 
ンマ アス イム ニー ミナ ッ シ ャ イタ クター ニッ ラ ジー ム 。 
「 ア テッ ラ ー の 御名 に お いて 、 ア ッ ラ ー の 使徒 に 祝福 
と 平安 が あり ます よう に 。 ア デッラ ー よ 、 私 に あな た 
の 恩恵 を お 恵み 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 を 呪 わ れる 
べき 悪魔 か ら お 守り 下さ い 。」 
15. アデ ゲー ン と "を 聞い た 時 の ズ ィ ク ル 

22 一 ス デ ッ ズ アン (アゲ ー ン を 呼び か ける 者 ) が 言 
う 通り に 、 後 を 次 いで 繰り 返し て 言う 。 た だ し 、 

(CA > とう 242 E どう) 
I2W デア ルッ ジー ゲ ィ イ ツレ の イヤ チラ ル 
ファ ラー ハ ( い ぎ ざ 礼 拝 に 来 た れ 、 い ざ 成 功 に 来 た れ )」 
の 部 分 だ け 、 

.(G⑭L YJS929 と ざ )) 

ラー ハウ ラ ワ ラー クウ ソ タ イッ ラー ビ 
レン 





ぐ 訳者 注 : 礼拝 を 呼び か ける 一 連 の 文句 の こと 。「 ア ッ ラ ー フ アク バ 
ル (?2 回 )、 ア ッ ラ ー フ アク バル (?⑫ 回 )、 ア シュ ハ ド ゥ アッ ラー 
イラ ー ハ イッ ラッ ラー (2 回 )、 アシ ュ ハ ドッ アン ナ ム ハ ン マ 
ダッ ラス ー ル ッ ラ ー (2 回 )、 ハ イヤ ー アラ ッ サ ラー (2 回 )、 ハ イ 
ヤー アラ ルフ ァ ラ ー ハ (②⑫ 回 )、 ア ッ ラ ー フ アク バル (2② 回 )、 ラ 
イジ ー ハ イッ ジッ フー。」 
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「 至 高 至 大 の アッ ラー の 他 に いか な る 威力 も 強大 な 
る も の も あり ませ ん 。」 と 言う 。 
az 条 コ まさ ね うう 人 1 人 MY 4 半 DD)-YY 
.(Cp YY も 2 9 し てこ 2 用 
ワ アナ アシ ュ ハ ドゥ アッ ラー イラ ー ハ イ 
ッ テ ッ ラー ツ ジウ ハ ダフ ラー シャ リー カ 
/ デン ナ あ ハ レン マダ シン アプ ドゥ ゅ クツ ウ 
ーー ナジ ォ オード トル ビッ ラテ ラード ダ ョ MM。 7 
ビ ム ハン マデ ィ ッ ラス ー ラ ン 、 ワ ビル イス ラー ミ 
イー ツー。 
「『 そ し て 私 は 、 並 ぶ 者 無き 唯一 の アッ ラー 以外 に 真 
に 崇拝 すべ きも の は 無く 、 ム ハン マ ド は 彼 の し も 
で あり 使徒 で ある と 証言 し ます 。 私 は アッ ラー が 私 
た ちの 主 で あり 、 イ スラ ー ム が 私 た ちの 宗教 で あり 、 
そし て ムハンマド が 私 た ちの 使徒 で や る こと に 満足 
し ま した. これ を る ろ デ ッ ズ イィ イィ ン の カシャッ ジ / だ ( 信 
仰 告白 ) や の 後に 言う 。」 
24 一 「 ス デ ッ ズ アン の 呼び か け に 答え た 後に 、 預 言 


5 
ツー 


Q 訳者 注 :・「 ア シュ ハ ド ゥ アッ ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー、 アシ 
ュ ハ ドゥ アン ナ ム ハ ン マ ダ ッ ラ スー ルッ ラー」 の 言葉 。 
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者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) へ の 祝福 と 平 
安 を 願う 。"」 
に 全 f<aul05y し 2 て 352 の.0e9 まう を 0)- Ye 
に D し y 5 折 205 所 し 2 
_ GE 
ッ ラ ー フ ンマ ラテ ラッパ バ ハー ズ ナ ヒッ ダ プ アワ デ ティ 
ッッ デ ー ツ アマ ディ 。 ワ リッ サ テー ディ ルル リー ザマ 。 デ アー 
ティ ム ハ ン マ ダ ニル ワ ス ィ イー ラ タ ワル ファ ディ 
ー ラ 。 ワ ブ ア ス フ マカ ー マ ン マハ ムー ダニ ッ ラ 
メイ ィ イー デア ッ タ プ 、( イ ッ サ ナカ ラー トト ゅ プリ ラフ 
ミー デー ド タ J)。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 こ の 完成 され た 呼び か け と 繰り 返し 
続く 礼拝 の 主 よ 、 ム ハン マ ド に 天国 に お ける 高い 位 
階 と 栄誉 を 与え 、 あ な た が 彼 に 約束 され た と ころ の 
賞賛 に 溢れ た 位階 に 彼 を 蘇ら せ た ま え (本 当 に あな 
た は 約束 を 反故 に され る 事 が あり ませ ん )。」 
26-「 デ ゲー ン と アタ ター マタ? の 間 に 任意 の ドア ー を す 


N 


@ 訳者 注 : 12 頁 の 訳者 注 ① 及 び 155 頁 の 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) の た め に 祈願 する こと の 徳 」 章 を 参照 の こと 。 
@ 訳者 注 : 礼拝 開始 直前 の 呼び か け の 言葉 。31 頁 脚注 の アザ ー ン の 言 
葉 を 各 1 回 ずつ 言い ます (た だ し ハナ フィ ー 法 学派 は アザ ー ン 同様 2 
司 ず つ )。 商 、「 ハ イヤ ー アラ ルフ ァ ラ ー ハ 」 の 後に は 「 カ ドゥ カ 
38 
































る 。 こ の 間 に 行 われ た ドド アー は 、 必 ず 受 け 入 れ ら れ 
る 。」 

16. プス デア ァ ン ターン (礼拝 開始 ) の ドア ー 
と 2 多 25 ら LE る ME 2 放 0D)- YY 
に ry っ 9 幸人 ee9E 

.(G2J U2 で Mb GU > し 
ゲタ ラー ブン マン パー イド ジイ モー サブ イチ 
ハタ ー ヤ ー ヤ カマ ー バー アッ タ バイ ナル マシ 
ェ と リキ ワル マグ リプ 。 ア デッラ ー フ シマ ナッ キ ニ 
ーー 4 か ター ヤー ヤ 、 カ マー な チッ カッ サウ 
プル アイ キキ ド み ミキ チッ ダナ ス 。 デア ッ テ ー シ シン マゲ 
スイ ル ニ ー ミン ハタ ー ヤ ー ヤ ビッ サル ジ ツウ 
ル マ ー イ ワル バラ ドッ ウ 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 と 私 の 過ち の 間 を 東西 の 間 を 遠 ざ 
けた よう に 遠ざけ て 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 白 い 服 が 
汚れ か ら 清 め ら れる よう に 私 を 私 の 過ち か ら 清 め て 
下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 雪 と 水 と 才 で 私 を 私 の 過ち か 
ら 清 め て 下さ い 。」 

33・ 393 テ JE て 13355 ・ Aso2 で UE と うう )-YA 





ー マ テ ィ ッ サラ ー ( 礼 振 は まさ に 始ま っ た )」 と いう 文句 を 2 回 入れ 
ます 。 
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.((③2 AI 
スプ ハー ナカ ッ ラ ー フ ンマ ワ ビ ハ ム ディ カ 、 ワ 
ダッ ャ ー ジ スス よみ 、『 か チー テー ジア ジャッド リガ 、 
ジワ ラー イラ ー ハ ガイ ルカ 。 
「 ア テッ ラー よ 、 あ な た に 賞状 と 讃 美 あ れ 。 あ な た の 
御名 は 祝福 に 溢れ 、 あ な た の ご 偉 力 は 至高 で す 。 あ 
な た の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」 
っ 和 ら 8 と 電 こと うこ を の )-Y4 
502 つる の し スーン 5 に ko 
he ある 叶う 


ン 5 ウ 
ン * ンー タン 


は 5 もこ と おこ もう て. 
訓 yjS| っ プー テ Y g み 2. と 9) つ ょ 29 衣 し 
(と YUI ンー と YE 2 の 2 2・ こ It 

2 と E3 こる 2 
ワッ ジャ フト ウゥ ワ ジ ュ ヒ ヤ リッ ラズ ィ ー ファ 
み タラ ッ サ マー ワー ディ ジル アル ダ ハニ ー ブ ァ ン 
の ツー サナ ミナ ルル シュ リキ ー ジ 。 イ ンチ ナチ 
が me デー が あ 相 ー、 アツ ヤー 
"ーー リル アー ラッ ピ ル デア デー テ ミ ー ザ 。 
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ラー シャ リー カ ラフ ワ ビザ ー リ カ ウミ ル 
トゥ ワ アナ ミナ ルム スリ ミー ン 。 ア ッ ラ ー フ 
の デア ダル マリ タ ラー イラ ー バ パ イッシー 
アン トウ ル 。 ゲ リタ ジッピー ツウ アナ デブ プ F ド ゅ 
ク 。 ザ ラム トゥ ナ フ ス イィ イー ワ ァ タダ ラフ トゥ ッ ビ 
ザン ピー ファ ダブ フィ ル サー ズ ヌ ー ビ ピー ジャ 
アー ゲ ナッ ゴイ ジン ナン ラー ヤギ グティ ルッ ズ オオ キー バ 
オッ アー デシ トゥ ッ 。 ツ ハデ ィ ニ ー サリ アラ フサ ニル 
の ジー ーー ディ コー サナ ナル みか 
イッ プー アデ ント み 。 ワ ウス リフ アシ ニー サイ イ 
ナメ ーー 、 ジー リフ チッ ロー サオ イア ムー 
イッ ラー チン トゥ み 。 ラ ッ パ イカ ワ サ ア グイ カ 、。 
ワル ハイ ル クッ ルフ ビ ヤ ダ イカ 、 ワ ッ シ ャ ッ ル 
ララ イサ イラ テイ み 。 デ ナチ ゼ 放 サ ツ イラ イク 。 メ ァ み 
ペー ジグ クタ ワ クタ ア デー ジイ トゥ 。 ア スタ グフ ィ ル 
みみ の チト み ループ イダ イア 。 

「 私 は 天地 の 創造 主 に 、 シルク "を 犯す 者 で は な く 純 


⑨ 訳者 注 : シル ンク と は 、 全 宇宙 の 創造 や 所 有 や 管理 な ど ア ッ ラ ー の み が 
専有 する 性 質 に お いて アッ ラー 以外 の 何 か を か れ に 共有 ・ 参 与 さ せ た 
り 、 あ る い は アッ ラー の み に 向 けら れる で き 箇 拝 行為 を 、 か れ 以 外 の 
他 の も の に 向け て 行う こと 。 イス ラー ム の 根本 教義 で ある タウ ヒー ド 
の 反対 語 で あり 、 ゆ え に 厳 し く 禁 じ ら れ て いま す 。 
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正 な 信徒 6@ と し て 顔 を 向け ま し た 。 私 の 礼拝 、 献身 行 
為 、 生 、 そ し て 死 は 並ぶ 者 な き お 方 で ある 全 世 界 の 
主 ア ッ ラ ー に こそ 捧げ られ ます 。 私 は 実に その よう 
に 命じ られ 、 そ し て 服従 し た 者 た ちの 1 人 で す 。 ア 
ッ ラ ー よ 、 あ な た は あな た 以外 に 真 に 祭 拝 すべ きも 
の が な いと ころ の 王 で す 。 あ な た は 私 の 主 で 私 は あ 
な た の し も べ で で す 。 私 は 自分 自身 に 不正 を 働き まし 
た 。 そ し て 自分 の 罪 を 認め まし た 。 で すか ら 私 の 罪 
全て を お 匠 し 下さ い 。 罪 を 赦 さ れる お 方 は あな た 以 
外 に いな い の で す 。 私 を 最も 良い 人 格 へ と 導い て 下 
さい 。 そ こ へ 導く の は あな た 以外 に いま せん 。 私 か 
ら 悪 い 人 格 を 取り 除い て 下さ い 。 悪い 人 格 を 取り 除 
く お 方 は あな た 以外 に いま せん 。 私 は あな た に 常に 
仕 を 、 あ な た の 御 許 に 馳せ 参じ ます 。 全 て の 善 は あ 
な た の 御手 の 内 に あり ます 。 悪 い 事 が あな た に 帰せ 
られ る こと は あり ませ ん 。 私 は あな た に よっ て 存在 
する も の で 、 あ な た の 御 許 へ と 帰り ます 。 あ な た は 
祝福 に 溢れ 、 い と 高く お わし ます お 方 。 私 は あな た 





① 訳者 注 : ヌー フ か ら イ ブ プラー ヒー ム 、 ム ー サ ー、 イーサ ー ら か ら 最 後 
の 預言 者 ムハンマド (彼ら に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に まで 
至る 全て の 預言 者 が 人 々 を それ に 誘っ て きた と ころ の 、 アッ ラー の み 
に 此 拝 行為 を 向け る と いう 純正 な 一 神 教 の こと で す 。 
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に 罪 の 赦し を 請 い 、 あ な た に 悔 悟 し ます 。」 
と に ル は よく Ko くどう と 宙 D)-Y・ 
2 にし こ (ss0 ら て JI3E くろ 
2 しおり 2 うそ) の bb 扶 162 9 ご IO GL 9 寺 和 
(で まつ と レラ 
アッ ラー フン マ ラッ パ ジブ ラー イー ラ 、 ワ ミ 
km の 本寺 どー グ ゴー と アー ダディ 
ラッ サマ ー ワ ー テ ィ ワル アル ドッ 。 ア ー リ マル ガ 
イ ビ ワッ シャ ハー ダ 。 ア ンタ タ ハ クム バイ ナ 
の すり 間 デイ オイ ー マ ー ご メー アツ ォ ー モ 
フタ リサ フー ン 。 イ ヒデ ィ ニ ー リマ ント ッ ゥ リン ファ 
アディ イーE ミナ チル ハッ き キ ビ イ ズ オニ グ 。 イ シン ザ サガ 
クハ ディ ー マン クタ シャ ー ウ み ゴイ ラー スィ ラー 
ティ ン ム ス タ キ ー ム 。 
1 文 ラ ー。 ポイ クル ひい マー ジー アー ルク アス 
ラー ファ ー グ や の 主 、 天地 の 創造 主 よ 、 不可 視 な る 世 
界 と 可視 な る 世界 を ご 存 知 な られ る お 方 よ 、 あ な た 


① 訳者 注 : 全て 大 天使 の 名 。 ジブリール (ガブリ エル ) は 諸 預 言 者 や 
使徒 た ちら に 対し て 、 ア ッ ラ ー か ら の 産 示 伝達 を 担い 、 ミ ー カ ー イ ー ル 
(ミカ エル ) は 雨 と 作物 を 委任 され て いま す 。 ま た イス ラー フィ ー ル 
は 角笛 を 吹い て この 世 の 終 表 を 告げ び 、 ま た も う 一 吹き で 全て の も の の 
復活 を 知ら せる 役割 を 任 さ れ て いま す 。 
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時 4 見 を 異 に し て いた 
と に 関し て 彼ら の 裁決 を 下さ れる お 方 。 真理 か ら 
反 れ た こと に 関し て 、 あ な た の お 許し を も っ て 私 を 
お 導き 下さ い 。 あ な た こそ あな た が お 望み に な る 者 
を 真っ 直ぐ な 道 へ と お 導き に な られ る お 方 で す 。 
いい きる と すら 355945 55 DD-Y 
DO b ち 全 a0So (する 4 し (しさ るみ 
1G し 5: al os も 2) 
アッ ラー フ アク バル カビ ー ラ ー。 ア ッ ラ ー フ 
アデノ ツレ カビ ピー ラテ ラー。 ナッ ラー ブフ テグ ク ブ ガル カカ 
mn ラ ワラー 。 ルル AF を サッ プー も の スィ ー タ 
ーー ジル の トム ドリ リッ テーE カス イー テラー。 ツ 
ル ハ ム ド ウ ゥ リッ ラー ヒ カス ィ ー ラ ー。 ワ スプ 
/ ッ チッ ジー プク ラグ ケツ M ブス イオ イーター。 
(xa 回 ) アウ ー ズ ピッ ラー ヒ ミナ ッ シ ジャイ ター 
呈 見 ザッ ダ 2EE。、 リ サザ プス ネイ EE、 ウ の の みえ 
イヒ 。 
「 デ アッラー は 位 な 0 。 デッラ テー は 僅 大 な り 。 ア ッ 
ジー は 偉大 か り 。 ア デッラ ー を 限り な く 秀 えま す 。 ア 
ッ フ プー を 限り な く 称 えま す 。 ア デア ッ テ ラー を 限り な く 称 


えま す 。 朝 に タタ に アッ ラー を 称え ます 。」 (x3 回 )「 私 
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は アッ ラー に 、 シ ャ イタ ー ン と その 上 息 と 貴 の 吹き か 
け 、 そ し て その 嘩 きら ゅ か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 
どう っ っ 交 りら 狂う 20 2300)-YY 
130 っ 2 ラン 8 で 4 
の ちと に IO 0 で 310 くう うっ のち とり に] 
ご fA41 05 く 25 ンジ JI こす 002 65 
ET 圭二 2 に れい で 衝 23 IT で 才 り PIT 
とっく と らく 
と くら 入る Ta 
らら 42 てこ 45 に つの 02 く と ん 2 ピ 
NIIY 全 衝 こも RT とう 2 
.(( こ JNI4IY 
アッ ラー フン マ ラ カ ル ハム ドゥ ッ 、 ア ンタ ヌー ル 
ッ サ マー ワー ディ ワル デア ルディ ワ ヴ マン フォ 
ー ヒ ン ヌ 。 ワ ラ カ ル ハム ドゥ アン タ カイ イム 
ッ サ マー ワー ティ ジル デル ディ マジ フォ 
ー ヒ ン ヌ 。 ワ ラ カ ル ハム ドゥ アン タ ラッ プッ 
サマ ー ワ ー テ ィ ワル アル ディ ワ マン フィ ー 





① 訳者 注 : これ ら は 全て 人 を 迷わ せ 、 地 獄 へ の 道連れ に し よう と する 
シャ イタ ー ン の 策略 を 示し て いま す 。 
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ヒン ヌ 。 ワ ラ カ ル ハム ドゥ ラ カ ムル クッ サマ 
ー ワ ー テ ィ ワル アル ディ ワ マン フィ ー ヒ ン 
ヌ 。 ワ ラ カ ル ハム ドゥ アンタ ムル クッ サマ ー 
ジー ディ ワル アル ディ 。 ワレ ラ カ ル ハム ドル 。 デ 
ンタ ル ハ ッ ク 。 ワ ワ ァ ドッ カル ハッ ク 。 ジワ カウ 
ルカ ル ハ ッ ク 。 ワ リカ ー ウ カル ハッ ク 。 ワ ル ジ ャ 
ンジ ナ ト ゥ ハッ ク 。 ワ ン ナ ー ル ハッ ク 。 ワ ン ナ ビ 
ィ ユ テー ナ ハッ ク 。 ワ ムハンマド ゥ ッ ン サッ ラッ 
ジー ズ プ アフ イヒ ツレ サッ ラク ラッツ ハッ ク 。 リッ サ 
ーー プ アプト 攻 ハッ グ 。 ア ウフ アープ ンマ アカ アス ラ 
ム ト み 。 ワ プ アラ イカ タダ ワッカ ルト み 。 ワ ビ ピカ 
アー デン トゥ み 。 が ゴイ テイ カカ アナ ブ プ ト ゥ み 。 7 ゼ ピ 
訪 ハー サム トッ 。 ワ ジワ イジ イカ ハー カム トッ サウ 。 
ファ グフ ィ ル リー マー カッ ダム トゥ ッ 、 ワ マ 
ー アッ ハル トゥ 、 ワ ソ マー アス ラル トゥ 、 ワ マ 
= デア ワン トル 。 ア ジン アル ムカ か ッ デ イム 、 WP ア 
の ケル ム ア ッ ビル 。 ラー ゴイ ラー バハ イッ プー ア 
だ 。 メ ゲンジ オタ アー ビー テー ゴア テー ハハ ゴ ッ 
ゲー アデ アト ゅ 。」 

「 ア ッ ラ ー よ 、 讃 美 は あな た の も の で 、 あ な た は 天 
地 と そこ に ある 者 た ちの 光 で す 。 あな た に 称え あれ 。 
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あな た は 天地 と そこ に ある 者 た ち を 司る お 方 で す 。 
あな た に 称え あれ 。 あ な た は 天地 と そこ に ある 者 た 
ちの 主 で す 。 あ な た に 称え あれ 。 天 地 と そこ に ある 
者 た ちの 主権 は あな た の 御 許 に あり ます 。 あ な た に 
称え あれ 。 あ な た は 天地 の 王 で す 。 あ な た に 称え あ 
れ 。 あ な た は 真実 で あり 、 あ な た の 約束 は 真実 で あ 
り 、 あ な た の 御 言葉 は 真実 で や り 、 あ な た と の 調 見 
は 真実 で あり 、 天 国 は 真実 で あり 、 地 獄 は 真実 で あ 
り 預 言 者 た ちら は 真 実 で や り 、 ム ハン マ ド ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 真実 で あり 、 審 O 判 の 時 は 
真実 で あり ます 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に こそ 帰 
依 b ま ただ 。 あな だ に と こそ 全 で を お 衝 まね し まい た 。 
私 は あな た を 信じ 、 あ な た に 悔 悟 し まし た 。 私 は あ 
な た に よっ て 議論 し 、 あ な た に こそ 裁決 を 求め ます 。 
既に 私 が 犯 し 、 ま た これ か ら 犯 す 過 ち を 、 そ し て 密 
に 犯し 、 ま た 露 わ に 犯し た 過ち を お 赤 し 下さ い 。 あ 
な た こそ は 事 を 進め 遅らせ る お 方 で 、 あ な た の 他 に 
真 に 財 拝 すべ きも の は あり ませ ん 。 あ な た こそ は 私 
の 崇拝 する お 方 で やり 、 あ な た 以外 に 真 に 崇拝 すべ 
きも の は あり ませ ん 。」 
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7 グー (Ph) "9 ドア デビ 
(GE ob も に う ))-YY 

スプ ハー ナ ラッ ビ ヤ ル アズ ィ ー ム 。(X3 回 ) 
「 偉 大 な る 私 の 主 を 称え ます 。」(X3 回 ) 

(Q 逐 01 dco OU1、25 じ こめ)-Y 
スプ ハー ナカ ッ ラ ー フ ンマ ラッ バナ ー ワ ビ ハ 
み デ ィ カ アッ ラー プン マグ フィル サリー。 
「 私 た ちの 主 ア ッ ラ ー、 あ な た に 賞賛 と 讃 美 あれ 。 
ナッ プー よ 、 私 を お 散 し 下さ ゆい 。 | 

1 AI こみ くら)-Ye 
スッ プー フン 、 ク ッ ド ゥ ー ス ッ ラ ッ プ ル マ ラ ー イ カ 
デイ ジッ ルー シズ 。 
「 讃 美 さ れる べき 儲 高 な お 方 、 聖 な る お 方 、 天 使 た 
ちと ジブ プター ケル の 主 よ 。」 


ン 


(っ ご U ジテ で PAPOUY ポ COPYGK ィ OIDS) 届 

1 重く デ っ 2 
メグ ウー プン マー グラ タ カク ラル カッ アッ トッ 、 リ ツリ を ああ アデ 
ーママ ツン トゥ ッ 。 ワ ジ カ アデ スラ テム トゥ 。 ハ シャ ア ラ 
と AM イー ツジ の サリ デー、 ぴ あッ EEー ツチ デ 


選 


訳者 注 : 礼拝 中 の 一 動作 。 立 っ た まま 、 上 半身 を お 辞 儀 を する よう に 
前 方 に 傾け る 状態 。 
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ミー、 7 アサ ビー、 ジ マス クタ カッ ラテ ラ ビ ト E カカ 
[アデ ッ アー よ 、 あな か た の た め に ルク グー〆 グ ( マ 礼 ) し 、 
あな た の み を 信仰 し 、 あ な た に 服従 し まし た 。 私 の 
耳 も 、 目 も 、 脳 も 、 骨 も 、 神 経 も 、 そ し て 私 の 足 が 
運ぶ も の も 、 全 て は あな た を 届 ん で 長 散 し ます 。」 
. (GE202 て 邊 放ち し とら あ 15 9E と の)-YY 
スプ ハー ナ ズ ィ イル ジャ バル ー テ ィ 、 ワ ル マ ラ クー 
ディ 。 ジ ルキ プリ ヤー 、 ツ ルプ アザ マ 。 
「 こ の 上 な き 権 勢 と 王国 、 強 大 さと 僅 大 さ の 持ち 主 
に 称え あれ 。」 
18. ルク グ クー グ か ら 起 き 上 が る 時 の ドア ー 


.(G3 計 知ら の )-YA 
サミ アッ ラテ ラー ブフ リマ シン ハミ ダブ 。 
「 ア ッ ラ ー は 、 か れ を 人 賛美 する 者 の 声 を お 聞き に な 
られ る 。」 
(Cab22 UL US OK 人 ぶ 41302 2)-Y4 
ラッ バナ ー ワ ラ カ ル ハム ドゥ 、 ハ ムダ ン カス 
ィ イー ジン タダ イイ パン みみ パー ラカン ブ ィ ー。 


さ 訳者 注 : 身体 の こと 。 
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「 私 た ちの 主 よ 、 あ な た に こそ 賞賛 ちあ れ 。 こ の 上 な 
く 沢 山 の 、 素 晴らし い 、 祝 福 に 溢れ た 僅 苦 あれ 。」 
2 O っ と と うじ (GE うっ 2NIJ2 KJIEJ)- い 
es. 拓 暗 50de まっ 5 人. 
1CG4122 3 は 15 AE らら と 16 
ミル アッ サマ ー ワ ー テ ィ ワ ミル アル アル ディ 
ジー (アプ ァ ー、 グー う ル ア マー 鐘 つ 
ダ ミン シャ イイ シン が アド ゥ 。 ア デハ ラッ ササ ナー 
イ ワル マジ ュ デ ィ 、 ア ハッ ク マー カー ラル ア 
ゲド ッ 、 リ グッ ル サ ゴー ジラ カ アデ デジ ドッ 。 デア ャ テ 
ーー アテ アデ 。 
ジー ラー あり デイ イ リサ マー マチ ァ アク " タ 
ー ヤン ファ ウ ザル ジャ ッ デ ィ ミン カル ジャ ッ 
ドウ 。 
「 あ な た へ の 讃 美 は 天地 と その 間 に あ る も の 、 そ し 
て あな た の 望む その 他 全 て の 物 を 満た し ます 。 讃 美 
と 和 光 の 主 よ 、 私 た ち 全 員 が そう で ある と ころ の あ 
な た の し も べべ が (次 の よう に ) 言う 言葉 は 、 至 極 の 
真理 で す :『 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 与え た も の を 禁じ 
る 者 は な く 、 あ な た が 禁じ れ ば 他 に 与え る 者 は お り 
ませ ん 。( 現 世に お ける ) どん な 優れ た 境 遇 も 、 あ な 
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た の 御 許 で の 真 の 幸福 を 益 す る こと は あり ませ ん 。 
」 
19. ダ ジ グ ダグ (平伏 礼 ) ? の 時 の ドア ー 
(ENIG3oU て の)- い 
スス デハ ー ナ サッ ピ ヤ ル ア ァ テー。(Xx3 回) 
「 崇 高 な 私 の 主 に 称え あれ 。」(X8 回 ) 
1 2 で DI GCC)-fY 
スプ ハー ナカ ッ ラ ー フ ンマ ラッ バナ ー ワ ビ ハ 
ああ ディ カ デッラ テー テン シン マグ ティル サリ ー。 
「 私 た ちの 主 ア ッ ラ ー、 あ な た を 称え ます 。 ア ッ ラ 
ー よ 、 私 を お 薇 し 下さ い 。」 
1 の 5 ああ と を め )-Y 
スッ プー フン 、 ク ッ ド ゥ ー ス ッ ラ ッ プ ル マ ラ ー イ カ 
チイ ザッ ルー テア 。 
「 讃 美 す べき 祭 高 な お 方 、 聖 な る お 方 、 天 使 た ちと 
ジブ プク タール の 主 。」 











⑤ 訳者 注 : 現世 に お ける 権力 、 財 産 、 子 丈 な どの 幸運 は 、 そ れ 自 体 で は 
アッ ラー の 御 許 で の 真 の 幸運 、 つ まり 天国 と いう 報奨 を 獲得 する こと 
に は 直接 つなが ら な い 、 と いう こと 。 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し 
た : 《 財 産 と 子孫 は 現世 の 生活 の 飾り 物 で ある が 、 永 遠 に 残る 善行 こ 
そ は あな た の 主 の 御 許 で 最も 優れ た 報奨 で あり 、 希 望 で ある 》 (洞窟 
章 : 46) 

訳者 注 : 礼拝 の 中 の 1 動作 。 い わ ゆ る 跳 拝 の こと 。 
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S) 





の どう と LT 3 くそ うら DD)- 
1 人 2 は 25 た っ は 52 (62229・ 信 と g 電 
テツ ダー ズン シマ サカ サザ キッ トッ み W 攻 
アー マン トッ 。、 ワ ソウ ラジ カカ アス ラム トゥ ッ 。 サ ジャ ゲ 
ワ ジ ュ ヒ ヒヤ リッ テテ ズィー ハ テ カ ア 、 サ サウ ソレ 
デフ ン 、 ワ シャ ッ カ サム アン ワ パサ ラン 、 タ 
ッ ペ ミー ラ カ ッ ラー プ アハ ザ サザ ヌ メル ハ ー リ キー ン 。 
1 デ タ ダ アー 出 。 邊 は あか た に アダ し 、 あ 小 た を 信 
仰 し 、 あ な た に 従い まし た 。 私 の 顔 は それ を 創造 し 、 
形 造 り 、 そ こ か ら 耳 と 目 を 刻み 分 けた お 方 に 平伏 し 
ます 。 最高 の 創造 主 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。」 
-((22 く 2 くっ 人 k ら 41 e> OE と う ))- 5 
スプ ハー ナ ズ ィ ル ジャ バル ー テ ィ 、 ワ ル マ ラ クー 
ディ 。 ジ ル 盾 デリ ヤー 。、 サ ジル アザ マ 。 
「 こ の 上 な き 権 勢 と 王国 、 強 大 さと 僅 大 さ の 持ち 主 
に 称え あれ 。」 
oo と 5 り も 5 お よう で DD)- い 


ラン ー ン 


(6 と ぅ 
アー ジル マデ ティ イル かー すず ピー クッ テツ 
デ 。 ゲ ディ ッ ガ ウツ ツレ ジッ テク 、 ザ デ ウ リ ワラ ブフ 
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デー モウ ラプ 、 レ ザラ テー ニヤ タラ フリ スィ ッ ケ サブ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 大 きい も の も 小さ いも の も 、 最 初 の 
も の も 最後 の も の も 、 知 られ て いる も の も まだ 知ら 
れ て いな いも の も 、 私 の 罪 を 全て お 前 し 下さ い 。」 
いら っ の 6 もう て っ ろう 2 10)- 

1 と EYE 5 あう 
アッ ラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ビリ ダー カ 
0 ハデ ィ ク タク 。 ビビ あ アー ファ ー デ ィ 導 き 
ッ ジグ ーー パチ ディク のり デリ ー ズ ビ 才 ミ シ ク 。 
クー ツア プス ネイ オー サナ ー テ アル ブナ クィ イカ テン アタ 
マー テー プイ デー サタ アス ャ クタ 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た の ご 満悦 に よっ て あな た 
の 怒り か ら の 、 そ し て あな た の お 赦し に よっ て あな 
た の 懲罰 か ら の 、 あ な た に よっ て あな た か ら の ご 加 
護 を 求め ます 。 私 は あな た が 御 自身 を 讃 美 され た よ 
うに あな た を 讃 美 する こと は 出来 ませ ん 。」 

20. 2 回 の サジ タダ の 間 、 座 っ て いる 時 の ドア ー 


ノル 


1 あう は 中 つう)-% 和 人 
ワッ ピグ が プイ ィ ル リー、 ワ ラッ ピゲ アイ ィ イル リー。 
「 主 よ 私 を 散 し た まえ 、 主 よ 私 を 散 し た まえ 。」 
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(LA kd 人 1640D)- 1 
. (5 うち 

アッ ラー フン マグ フィ ル リー、 ワ ル ハ ム ニ ー、 ワ 

ディ デー。 ワ ジュ プル ニー、 サ アーティ ニー。 

7 ルズ クニ ー、 ワ ルプ ァ アニ ー。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 を 式 し 、 私 に お 慈悲 を か け 、 私 を 

導き 、 私 を 正 し 、 私 を 守り 、 私 に 恩恵 を 与え 、 私 の 

位階 を 上 げ て 下さ い 。」 

21. クル アー ン 読 論 に よる ダ ジ タ の 時 の ドア ー 


ン ン ン と 


いつの うめ っ と 22 とう 4 と こと うつ)-・ 
(は 1 うー | 2 し 3 

サ ゼ ジャク ソリ ジュ ヒヤ リッ ラズ ォ ナー ハタ カブ 、 

プ シャ ッ タカ サム アン ワレ パサ ラン フン ゼ ァ ウリ 

双 記 グ ウ リ ディ イモ 。 プ ァ ゲバ ー テ カッ シーフ 

アハ サザ ヌル ハー リキ ー ン 。 

「 私 の 顔 は その お カカ に よっ て それ を 創造 し 、 形 造り 、 

そこ か ら 耳 と 目 を 刻み 分 けた お 方 に 平伏 し ます 。『 最 

高 の 創 造 主 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。 

MICEr と 3PCR に ESU)) は 


イー ョ ン 6 ンー と ーー し の g ン シレ グー スン ン s 
5 と > UL あ うと > よら 
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アッ ラー フン マク トゥ ッ プ リー ビ ハ ー イン ダ カ 
プ ジュ ェ ラ ー、 リリ ーー ガッ ァ デン ニー ゼ ビ ハ ー ウツ ウィズ 
テー。 サザ ジュ アル ハー リー ゴイ ンダ アカ ズブ フタ ー。 
ジウ ダグ カッ ッッ ツル ハー ミン テー カマ ー タダ カッ パ 
ル が ハー ミツ デザ ディ ダー ツー し 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 の た め に (クル アー ン 読 論 の ) 報 
奨 を あな た の 御 許 に 書き 留め て 下さ い 。 そ し て それ 
に よっ て 私 の 罪 と いう 重荷 を 取り 除い て 下さ い 。 そ 
し て 私 の た め に それ を あな た の 御 許 に 蓄え て 下さ い 。 
で し て あな た が あめ な た の し も ざ で ある メー メー / め > 
ら そ れ を 受け 入れ られ た よう に 、 私 か ら も 受け 入れ 
て 下さ い 。」 

22. シャ ッ ン が (信仰 告白 ) 
し 者 JE LN と に ら くも | 條 205 くる る 3D)-eY 
YO 3 らし 2 alaEe (EEE DSU 2 な 3 

較 且 (rt と YYFPTI 
リー ドッ クー、 が サッ ザ ツタ ザー ド 
"が タダ イイ パー ト ゆ み 。 チ ッ す テー ふ デア ダイ カ 
ゲイ ハン ナビ ピー ユラ ワリ ジラ の マト ルッ ラー " 





⑤ 礼拝 の 中 の 義務 行為 の 内 の 1 つ 。 礼 振 の 2 ラク ア 、 あ る い は 3・4 ラ 
クア 目 を 終え た 時 に 、 座 っ た まま 無言 で この 言葉 を 唱え ます 。 
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カート サッ プ 。 チッ サダ ーー あみ アテ イザ チー W 
ナー ボッ キー デイ タラ ーッ ザー リセ ビール アッ 
NR 人 な すま デー イデ テー パパ イザ メデ アタル デ ー ジ マツ 
7 アシ ュ ハ ドゥ アン ナ みあ ハシ ジ シマ ダン アプ ド 
ケンプ りり ニー ジス ー ル ブ 。 

「 全 て の 讃 美 と 祈り と よき 言葉 は アッ ラー に (捧げ 
られ ます )。 預言 者 よ 、 あ な た の 上 に 平安 と アッ ラー 
の ご 慈悲 と 祝福 が あり ます よう に 。 私 た ちら に 、 そ し 
て アッ ラー の 敬 庶 な し も べべ たち に 平安 あれ 。 私 は ア 
ッ フ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は 無い こと を 証言 
し ます 。 私 は ムハンマド が アッ ラー の し も べ で で あり 
使徒 で や る こと を 証言 し ます 。」 

23. 放 シ ャ ッ ン た 後 の 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 

祝福 と 平安 あれ ) へ の 祈願 


イン ンー ヶ ン ま ン ン 


と こっ Fe と よっ で 00)-eY 
に よっ お ロ U し 4 うた al 沿 

1 2 と で 5 
タッ ウー プリ ザッ ルリ チラ ー みい シャ ゲ ィ ナダ 
ジー チーー デー リサ あみ ハゲ アド か 。 炎 マーmー ず ッ 
ライ タ アラ ー イプ ラー ヒー マ ワ アラ ー ア 
m サ イプ テラー ドー マ 。 ゴ ルッ ナカ ハミ ネー ド タ サゲ 
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ーー ドリ サッ アッー テー プンタ サ パー オォ テー 
ム ハ ン マ デ ィ ン ワレ アラ ー アー リ ムハンマド 
か 。 系 マー パー ジテ タク デラ ー ゴイ プラ テー セー マ 
ダダ ター デー リリ イオ プラ テー ン も セー マ 。 パ アナ あか 
ミー ドサ ツン マジ ー ド タル 。 
[アッ ラー よ 、 あ な た が イプ ラー セー ム と 彼 の 一 疾 
に 栄光 を お 与え に なっ た よう に 、 ム ハン マ ド と ム ハ 
ンマ ド の 一 族 に も 楽 光 を お 与え 下さ い 。 あ な た こそ 
全て の 讃 美 と 栄光 の 主 で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 
イブ ラー ヒー ふ ム と 彼 の 一 族 を 祝福 され た よう に 、 ふ ム 
ハン マ ド と ムハンマド の 一 族 を 祝福 し て 下さ い 。 あ 
な た こそ 全て の 讃 美 と 栄光 の 主 で す 。」 
22 っ 生 とび ら 8DD)-e 
2 うと 
1(G を (る 
ゲッ テー フン ママ サッ リ デア ラー あの ハツ アマ ディ ッ ア 
ワ アラ ー アズ ワー ジ ヒ ワ ズ ッ リ ー ヤ ティ ヒ 。 
マー サッ ディ デ デラ ー デー リ イマ テー セト 
ーー みみ 。 ググ コー リク アデ ラー あみ ハ シマ ディ ンジ ツ 
アラ ー アズ ワー ジ ヒ ワ ズ ッ リ ー ヤ ティ ヒ 。 カ 
ツー ペー ジラ ケ ク デア ラー アー リ ゴイ プラ ーー 
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AA ポル の か ネー ドッ テツ マジ ー ド 上ル 
1 デッラ ー よ 。 あ な た が イプ ラー セー ム と 彼 の 一族 
に 栄光 を お 与え に なっ た よう に 、 ム ハン マ ド と ム ハ 
ンマ ド の 妻たち と 子孫 た ち に 栄光 を お 与え 下さ い 。 
ゲ が ツウ マー よ 。、 あ た た が イア ラー トー ム ら 條 の 一 府 を 
祝福 し た よう に 、 ム ハン マ ド と ムハンマド の 妻たち 
と 子孫 た ち を 祝福 し て 下さ い 。 あ な た こそ 全て の 讃 
美 と 栄光 の 主 で す 。」 
24. ダー2 り の 前 の 最後 の シャ ッ プ ム た 後 の ドア ー 
移 の で を ここ UE 3I64DD)-eo 
(GL 生化 本 つ P(rIS 
アッ ジー フン マ イン ニー アウ ー ズ ピカ ミン 
ター ビル カプ グル 。 が スン アザ リ ー ビ ジャ ムシ 
ナム み 。 アピ ミン プ ィ トッ ナディ ル マ ハ ヤー アル 
トド ゆみ 。 ササ ミッ ジャ ッ プ ィ トッ ザ テ ディ 
ル マ ス イィ イー ヒッ ダッ ジャ ー ル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 墓 の 懲罰 、 地 獄 の 懲罰 、 
生 と 死 の 試練 、 偽 ヌン シア の 災難 か ら の ご 加護 を 願い 
遇 | 


訳者 注 : 礼拝 の 締め ぐ くく り の 時 の 動作 。 タ スリ ー ム の こと 。 
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el っ の 55 IED)-en 
5 く dE 
(で 寺 5 
ナッ ダー プン ツン サ ゴ アソ ニー アウ リーズ ビ カ み ミア 
アデ ア ザー ビル カブ ル 。 サジ デア ウー ズ ビビ み ミシン ラフ 
オト サナ ティ ル マ ス イー ヒッ グッ ジャ ー ル 。 アア 
oe 先 連 ミン ツィ トル チ ディ ル マ の ヤー 
"で mb ト み りみ 。 ア デック ツー アァ アヤ イヤ イジ ニー アレ 
ー ズ ビ カ ミナ ル マ ア サミ ワル マグ ラム 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 墓 の 懲罰 、 偽 タン シズ か 
ら の 災難 、 生 と 死 の 試練 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 
アッ ラー よ 、 私 は あな た に 罪 を 犯す こと と 負債 か ら 
の ご 加護 を 求め ます 。」 


EZ し SU も る 6 G!f4UD)-eY 


アッ ラー フン マ イン ニー ザラ ム ト ッ サナ フ スィ 
と = 共 ル ンマ シン カス ィ ー ラ ン 、 ワ ラー ヤグ フィ 
ルッ ズ ヌ メー パ イッ ラー アシ トゥ 。 ラ ファ グフ フィル 
Io だ プ ォ ラメ ルン ネジ イア ディ 導 アル か 
テー。 イ シン ナカ アン タル ガ テ プー ルッ ラビ モー ム 。 
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「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 自分 自身 に 沢山 の 不正 を 働き ま 
し た 。 そ し て 罪 を 散 さ れる お 訪 は 、 あ な た を お いて 
他 に あり ませ ん 。 で すか ら 私 を 赦し 、 私 に ご 慈悲 を 
垂れ て 下さ い 。 あ な た こそ よく 示 す お 方 、 慈 悲 深 き 
お 方 で あら れ ま す 。」 
ET で LCYYYCPIYYSCVKHr 和 5 と 1U)) 
YY 衝 あ タ eese 5 

(Sd 
デア ッ アー アツ ン マグ プ ィ ル リー マー カッ ダム & ト 
。 どど 。 マー アァ ハル トド トッ み 。 リリ / マー デス テル 
hh か 。 が ツー マク ツン トド ト ま 。 ポー アス ステ 
フト ッ ゥ ッ 、 ワ マー アン タ アァ ラム ビ ヒ ミン 
ニー。 ア ンタ ルム カッ ディ ム ワレ アン タル ム ア ッ 
EN。 ラー パラ ー ハ ゴイ ッ ラー デン トル 
ゲタ アー よ 。 私 が 馬 に 0 し て し ま よっ た 、 そ し て こ 
れ か ら 犯 す で あ ろう 過ち を お 赦し 下さ い 。 ま た 私 が 
密 に 、 露 わ に 犯 し た 過ち と 私 の 行き 過ぎ 、 そ し て あ 
な た が 私 より も それ ら を よく ご 存 知 で も る と ころ の 
私 の 罪 を お 激 し 下さ い 。 あ な た こそ 事 を 先立た せ 、 
遅らせ る お 方 。 あ な た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は 
あり ませ ん 。」 
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ク を 


・((G5SCe くう し 55 Je el)-64 

2 ダー アンマ アオ イシン ニー デジ テー メメ リウ 、 
ジジ ショ クリ カカ 、 プラ スニ ゴイ バー ダテ ディ カク 。 
1 アラー よ 、 あな た を 中 信ずる こら 、 あ な た べ の 
感謝 、 あ な た を よく 崇拝 する こと に お いて 私 に 力 を 
お 貸し 下さ い 。」 
KO PT 

Oo 計ら 555 
アタ アー ツシマ ゴイ シン ニー 2 の m あ 。 ビ 才 ミチ 
ルプ フル 。 ワ アウ ー ズ ビ カ ミナ ル ジ ュ プン 。 
ワー デック ー ズ ビ ピカ 衝 ミン アン ウラ ッ ダ タダ イラ 
ー アル ザ リ ル ウム ル 。 ワ アウ ー ズ ピカ ミン 
ゲ ィ トッ プ ナディ ッ ドッツ シャー レア アデ アザー ビル 梁 プ 
ル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 和 震 穫 と 膜 病 、 駅 わし い 
年 齢 に 戻ら され る こと 『、 そ し て 現世 の 試練 と 墓 の 懲 
罰 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 


あの 


OCN 0 
グッ タデ テー アツ シマ ゴン ニテ アス アル カル ジャ ン ナ 
の 訳者 注 : 老 奏 し て 身体 的 に 脆弱 で 知性 も 衰え た 、 幼 児 期 の よう な 状態 


に 舞い 戻る こと 。 
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タタ ワ アウ ー ズ ビ カ ミナ ン ナ ー ル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 天国 を 請 い 願い 、 あ な 
た に 地獄 の 業火 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 
3 し | と スラ ビュ (EL 300)-YY 
は に テコ を 絢 rd し デ 郭 才 と AE 5 (だ 
0 しく し 5 し 2 引き は 21 に ちく 2 て 2 和 | 
YE0 し DA 写し で 20 し 2 ちく 。 雪 2 と 引き 2 
(1 30 も UI つも . ル 誠 
2 5335 つ s2 王 NG 
1Gg ED NIS に 逢 用 3 
プッ アー プッ アマ ビ イ ルミ カル ガイ パ ジワ ニー みみ ド ッ ゅ 
ラテ ィ カ アラ ル ハ ルキ アハ イニ ー マー アリ 
ふ グ ル ハ ヤー ク ハイ ラッ リー。 ワレ タダ ワッ ファ アニ 
ー イザ ー アリ ムタ ル ワ フ ァ ー タ ハイ ラッ リー。 
2 プー アア マ ゴイ シン ニ テー アメ アテ アル 当 ハシ ヤメ 
カ フィ ル ガ イ ビ ワッ シャ ハー ダ 。 ワ アス アル 
カカ カリ マタ ル ハ ッ キ フィ ッ リ ダー ワル ガ ダ ブ 。 
ワ アス アル カル カス ダ フィ ル ギ ナ ー ワル ファ 
グル 。 ワレ デズ スズ アルカ サイ ー マ ッ タダ ター ヤギ ンプ ァ 
ドド WW。 ツー デス アル クッ ラク デオ ラッ マー 
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タン カテ ィ ッ 。 ワ アス アル カッ リ ダ ー バァ ダル 
カ ダ ー。 ワ アス アル カ バル ダル アイ シ バァ ダ 
ル マ ウ トゥ 。 ワ アス アル カ ラッ ザ タ ン ナ ザ リ 
プー ワリ ジュ ピカ ワッ シャ ウ 訪 イラ テー 『 カ 
Pf ブイ ー イリ デック シー プ みあ み デ ィ ッ ラテ 
イツ リリ サー フィ トッ ナオ ディ ヤン の ディ ッ ア 。 
が ーー グ ルイ イケ ナー ピオ イー ナチ デ ティ ル 
イー マー 三 ジェ アル ナー フ ダ ゲー アン ム フ タ 
ゲオ ォ オーツ ゆん 

「 ア ッ ラ ー よ 、 不 可視 な る 世界 を 知る あな た の 知識 
に よっ て 、 創 造 の カカ に よっ て 、 私 に と っ て 生 が 良い 
と ご 判断 され る 限り 私 を 生か せ て 下さ い 。 そ し て も 
し 私 に と っ て 死 が 良い と ご 判断 され る な ら ば 、 私 を 
死な せ て 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 不可 視 な る 世界 
と 可視 な る 世界 に お いて あな た を 長 れ る 事 を 求め ま 
す 。 そ し て 満足 に お いて も 怒 り に お いて も 真理 の 言 
葉 を 求め ます 。 そ し て 裕福 さ に お いて も 島 し さ に お 
いて も 控え めで ある こと を 求め ます 。 私 は 絶え る こ 
と の な い 恩 恵 を 求め 、 不 断 の 喜び を 請 い 願い ます 。 
そし て 既に 定め られ た 運命 に 対し て の 満足 を 、 死 後 
の (天国 で の ) 涼し い 生活 を 、 あ な た の お 顔 を 拝見 
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する 喜び と 、 害 する 者 の 害悪 と 迷 妄 の 災難 を 被る こ 
と な く あ な た に 論 見 する こと へ の 切望 を 求め ます 。 
アッ ラー よ 、 信 仰 と いう 宝飾 に よっ て 私 を 飾り 、 私 
た ち を 導き 導 か れる 者 と し て 下さ い 。」 
も 54 gl kVI も ICET 23000) コ WT 
1 あさ fo も 計 5 わす 
が プー ツ ンマ シア ニー デス アル イー ア 
ッ ラ ー フ ビア ン ナ カル ワー ヒド ゥ ル ア ハ ドッ ゥ ッッ サ 
マ ド ゥ ッッ ラズ ィ イー ラム ヤリ ドゥ ワ ラム ュ ユ 
ー ジ ドサ り リ ジム ヤグ ッ シ ラ フラ クズ ビン アハ 
> が の 。 プッ ツ デ プ プ メイ ィ ア ツン リー イズ スー ビー。 ゴイ 
ン デ ナ カ アッ タル が プー ルッ テラ Eー よ 。 
「 生 むこ と も 生ま れる こと も な く 、 比 べ 得 る 何者 も 
な く 、 唯 一 で 自 存 され る アッ ラー よ 、 私 は あな た に 
私 の 罪 を 赦し て 下さ る こと を 求め ます 。 実に あな た 
こそ よく 蔽 され る 慈悲 深き 方 で や られ ます 。」 
2 は 935 と 2 と VIAIY 4109L CT 0)-Y 
と ビ TDSYb JISU っ 千 ら ちと IgE (SU 
(OS 0CT Br 半 
アッラー プッ ンマ ゴツ シン ニー アス アル 婦 ピア デア シンチ 
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ラ カ ル ハム ダ ラー イラ ー ハ イッ ラー アン タ 
カゲ の ラー ヤ ャ サー 和 あ テク 。 ア ルマン ナー 
基 。 ギヤ ギー ディー ア ッ サ マー ワー ディ ツル アル 
ド み 。 ヤー ザル ジャ ラー リサ ルイ クラ ジラ ー ム メ 。 
ーー の イラ アー カイ ュー あ 。 イシ ニー アメ 
アテ アル カル ジャ ン ナ クタ ワ アウ ー ズ ピカ ミナ ン 
ナー 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た に こそ 賞 替 が あり 、 あ な た 以 
外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 他 に 並 尽 も の も な 
い お 方 。 恵 み 深 き お 方 、 天 地 の 創 造 者 、 崇 高 さと 楽 
党 の 主 、 永 遠 に 生き 、 自 存 さ れる お 方 。 私 は あな た 
に 天国 を 希求 し 、 地 獄 の 業火 か ら の ご 加護 を 求め ま 
すす 
ュ テ SI と IIY 補導 電 CFDD)- て o 

1 も 35 す 455 と | 
プッ ラー プシ ンマ イシ ニー アス アテ ルカ ビア シン こ 
ーー アユ ドル デン ナチ ナ 学 アツ ゲッ ラー ツ テ 
一 ゴイ ラー の ハ イッ プラー アデ ンタ ルプ デハ ドウ リッ サマ 
ドッ タク ズィー グ ム キリ ドッ ゥ ッ り ラム =ー 
本 まま W プ 全 ルル デー ググ ルル レン チム 
ドッ ゥ 。 
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1 タタ ラー よ 、 汗 の こと や 入 ま 衝 る こと も 全く 、 比 
べ 得 る 何者 も な く 、 唯 一 で 自 存 さ れる あな た 以外 に 
真 に 祭 拝 すべ きも の は な いこ と を 私 は 証言 し ます 。」 
25. 礼拝 の グラー ス 後 の ズ ィ ク ル 
5 じ こ 5 eS る SDCGD 人 22D)- て 
(GS J の は | 
アス クダ が プ ィ ル ッ ラ テー(x』 回 0。 アッラー マンマ デア 
ゲッ サ ラー ム も 、 ツ ミン カッ サテ ー み 。、 グ ダバ パー ラテ 
クタ ヤー Me ジル イタ ラー ふ 。 
「 私 は アッ ラー に お 赦し を 請 い ます (x3 回 )。 ア ッ 
つの 平安 は あな た か 
ら の も の で す 。 崇高 さ と 栄 蒼 の 主 に 称え あれ 。」 


を ルカ レン レ ョ ンチ ォ ン s ン 


1 2 う 1 ささ 8 とう 01240))- YY 
5 を 記さ 2 で FE お 

.(G4I3 も し 肌 | 
が "ーー ゴイ テー イッ タゲ ケッ シーフ サー ダテ マー 
シャ リー カ ラフ 、 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム 
ドッ レツ フリ チラー グッ リリ シテ イイ シカ 
ディ ー ル 。 ア ッ ラ ー フ ンマ ラー マー ニア リマ 
プイ デア ッ 。 ジ ニ ー ラ ジー 和 あま ディ ぴよ マ ーー 
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チー 。 ウレ ラー ヤツ ファ ルウ ザル ジャ ッ ピ ディ 
ミン カル ジャ ッ ド ウ 。 

「 唯 一 で 並ぶ 者 無き お 方 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 真 に 祭 拝 
すべ きも の は いま せん 。 主権 と 讃 圧 は か れ の 御 許 に 
あめ り 。 が か が れ は 倫 月 軸 抽 方 で す 。 デ ッ テ ター よ 、 あ あめ な た 
が 与え を た も の を 禁じ る 者 は な く 、 あ な た が 禁じ れ ば 
他 に 与え る 者 は お り ま せん 。( 現 世に お ける ) どん な 
優れ た 境遇 も 、 あ な た の 御 許 で の 真 の 幸福 を 益 す る 
こと は あり ませ ん 。9」 


221 3 和 4 まさ 822 II)-A 
7 USN 人 MIIY LM 診 920 と さい の の 
ば 和 Y!40Y も 43 向 生 13 缶 生 を 交 

.((6j5008 5 
ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワ ハ ダ フ ラー 
シャ リー カ ラフ 、 ラ フル ムル ク 、 ワ ラフ ル ハ ム 
ドサ ザ ツウ プラ テー み wU シャ イツ シ カ デ 
イー ルル 。 ブー ハウ ワラ ラー クサ リタ ダ イッ 
2 還 ま Pu デー ピー 4 デー アブ 。 
本 の ーー サザ サップ ドル イッ テー イー ヤー タツ 全 


訳者 注 : 46 頁 の 脚注 ① 参 照 の こと 。 
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プン ニテ ァ マ トゥ ジジ ラフ ブル ファ ドゥ ル ソ ジ フ ッ 
ナー ツルハ サ シン 。 ラー イデ テー ハ イッ テッ ラー 
グ が ああ プリ スィー ナ ダフ ッ デ ィ ー サ ナ 『 サウ 
カリ ハル カー ブフ ィ ルー ン 。 
「 唯 一 で 並ぶ 者 無き お 方 、 ア ッ ラ テー 以外 に 真 に 侍 
すべ きも の は いま せん 。 主権 と 讃 圧 は か れ の 御 許 に 
あり 、 か れ は 全能 の お 方 で す 。 至 高 至 大 の アッ ラー 
の 他 に いか な る 威力 も 強大 な る も の も あり ませ ん 。 
アデ アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 私 た ち 
は か れ 以 外 を 崇拝 し ませ ん 。 恩恵 と 超越 性 は か れ に 
こそ 属し 、 そ し て か れ に こそ よき 誉れ が あり ます 。 
アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は いま せん 。 例 
え 不 信者 た らち が 忌み 嫌 お うと も 、 私 た ち は ア ッ ラ ー 
に 誠意 を 尽 し て 仕 た ます 。」 
る |Y1 0 NOSG2 U の る 向く あ 4 くる 1 9 じ こ う ))-4 

(0 用 に 生 し 7Y9CTLIEPOUT 人 EUC 呈 る Ft 
スプ ハー ナッ ラー ヒ 、 ワ ル ハ ふ ム ド ッ ゥ ッ リッ ラー ヒ 、 
ジッ ラー プ デ み ク バ パル (Xa8 回 )。 テー イラ テー ハム 
イッ ラッ ラー ププ ワ ハ ダ ブフ ラー シャ リー カ ラ 
フ 、 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム ド ゥ ッ ワ フ ソ 
アデ テー グッ 9 シャイ イン ディ ー ル 。 
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1 w ラ テー し に 科 え あ 乱 、 で し て アッ ター に と こそ て 作 そ 
の 賞 大 が あり 、 アッラー は 偉大 で す ( 各 33 回 )。 唯一 
で 並ぶ 者 無き お 方 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 真 に 崇拝 すべ き 
も の は あり ませ ん 。 主権 と 讃 美 は か れ の 御 許 に あり 、 
か れ は 全能 の お 方 で す 。」 
1 ち ユ 5 ユー 0 うま あーV・ 
5* メ 
人 者 独 こら 
. こと bl コンビ 5 ー2J 8 こ 和 2 2 人 の 6 人 
d 訂 と ビン は あの テ 四 に 
っ あど タン 人 の > 
と BI5 3 
ビス ミッ ラー ヒッ ラ ハ マ ー ニ ッ ラ ヒー ム 『 ク ル 
フワ ッ ラ ー フ アハ ドッ ゥ ネ * ネ アッ ラー フッ サマ ドッ ネ 
テム ギリ ドゥ み ラム あ ロー ジ P ビ みみ まげ タラ 
ム ヤク ッ ラ フ ク フ ワ ン アハ ドッ 』 
ビス ミッ ラー ヒッ ララ ハマー ニッ ラ ヒ ー ム 『 ク ル 
ナウ ワー ベ ビワ ラッ ピ ビル プア ァ アラ クキ ミン シン ジャ ッ リ 9 
マー ハラ ク * ワ ミン シャ ッ リ ガー スィ キン 
イザ ー ワカ ブ * ネ ワ ミン シャ ッ リ ン ナ ッ フ ァ ー 
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サー ティ フィ ルウ カド ッ ゥ * ネ ワ ミン シャ ッ リ 
ハー スィ イ ディン イザー ハ サ ド ッ ゥ 』 

ビス ミッ ラー ヒッ ララ ハマー ニッ ラ ヒ ー ム 『 ク ル 
アウ ー ズ ビラ ッ ビ ピン ナー スネ マリ キン ナー スキ ネイ 
ター セン ナー スキ ミン シャ ッ リ ル ワ ス ワー ティ ル 
2 スン ナー ス ※ ア ッ ラ ズィー ユエ ワ ス ウ ィ ス フィ ー 
ス ド ゥ ー リ ン ナ ー ス * ミ ナル ジン ナ テ ィ ワン ナー 
ス 』 ( 各 礼 拝 後に 言う ) 

「 慈 悲 あ まね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 。 
『 言 え 、《 か れ は アッ ラー、 唯 一 な る 御方 。、* ま アッ 
ラー は 、 自 存 さ れる 御方 。* 御 産 みな さら な いし 、 
御 産 れ に な られ た の で も な い 。 ※ か れ に 比べ 得る 何 
も の も な い 。》』 【 純 正章 : 1 こ 4】 慈悲 あま ね く 慈 愛 
深き アッ ラー の 御名 に お いて 。『 言 え , 《 梨 明 の 主 に 
ご 加護 を 如 う 。※ か れ が 創 ら れる も の の 悪 か ら 。 * 
更け ゆく 夜 の 痢 の 悪 か ら 。 *※ 結 び 目 に 息 を 吹き 込む 
女 た ち の 悪 か ら 。 や *※ また 、 災 如 す る 者 の 災 始 の 悪 
か ら 。》』【 梨 明 章 : 1 こ 5】 慈 悲 あ まね く 慈 愛 深き アッ 
ラー の 御名 に お いて 。『 言 え 、《 ご 加護 を 如 う 、 人 間 


① 訳者 注 : 当時 の 呪術 の 典型 的 な 形 と し て 、 縄 に 結び 目 を 施し 、 そ こ に 
息 を 吹き 込む も の が あり まし た 。 
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の 主 に 。* 人 間 の 王 、* 人 間 の 崇拝 する お 方 に 。* 
頻繁 に 忍び 込ん で は 嘱 き か ける 者 の 悪 か ら 。* そ れ 
は 人 間 の 胸 に 嘱 き か ける 。* ネ ジン で あろ うと 、 人 間 
で あろ うと 。》』【 人 間 章 : 1 こ 6』 
きも 2 を は うり 信 JIY 人 %* -Y 
SN は 5 と っ っ 和 3 52 と 
の っ 作 と て 雪 
IE 3 っ 2 ちと 5 
デッラ ー プ テー ゴイ ラー ハ イッ テー ブウ レル 
ハイ ュ ユエル カイ ユー ム 。 ラー タク タ アフ ズ フ スィ サナ 
ト な か ン リザ リ ジー す チリ みみ 。 ララ マー ジィ ッ サ 
マー ワー ティ ワ マー フィ ル ア ル ドッ ゥ ッ 。 マン 
まみ デス ィ ー ヤシ ュー プ ァ ウ ゴイ シダ タン ゴイ ッ ラー 
ビ イ ズー ニ ヒ 。 ヤ ァ ラ ム マー バイ ナ アイ ディ ー 
世 ジグ ダ マー ハル アァ ン あ ム 。 ヴ ラー テー 
ト サ ケー 。 ビシ ャ イイ シン ミン イル ミ E イッ クタ 
ー ビ マ ー シャ ー。 ワ ス イ ア クル スイ ィ イー ユ フ 
ッ サ マー ワー ゲ ィ ジル アナ アル グ リリ ラー ヤキ リー 
ドゥ フフ ヒ フ ズ フ マー。 ワ フワ ル ア リ ー ユ ル ア ズ 
ィ ー ム 』( 各 礼拝 後に 言う ) 
「 ア テッ ラー、 か れ は か れ の 他 に 真 に 祭 拝 すべ きも の 
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は な く 、 永 生 し 自 存 さ れる 御方 。 ま どろ み も 熟 峠 も 、 
か れ を と ら え る こと は な い 。 天 に あり 地 に ある 全て 
の も の は 、 か れ の も の で ある 。 か れ の お 許し な くし 
て 、 誰 が か れ の 御 許 で 執り 成す こと が 出来 よう か 。 
か れ は (人 々 の ) 以前 の こと も 以後 の こと を も 知っ 
て お られ る 。 か れ の 御 意 に 適っ た こと の 他 、 彼 ら は 
か れ の 御 知識 に 就 い て 、 何 も 会 得する と ころ は な い 
の で ある 。 か れ の 玉座 は 、 全 て の 天 と 地 を 妊 っ て 広 
が り 、 こ の 2 つ を 守っ て 、 疲 れ も 覚 えら れ な い 。 か 
れ は 至高 に し て 至 大 で あら れる 。」【 雌 和牛 章 : 255】 
2 放 ぶ 1 うら 放さ 3 テ 5 人 INI4IY))-VY 

(Go 5 とる 3 
デー パ ア テーパ ゴイ ッ テッ テー ラプ どの タラ ラー 
シャ リー カ ラフ 、 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム 
ドウ み フイ ー 層 呈 ミ ー ト ゥ み り プレ アラ 
ーー グッ w リ U シャ イイ シン カカ ディ ー ル 。 (マグ リア と 
ファ ジュ ル の 礼拝 後 10 回 言う ) 
「 唯 一 で 並ぶ 者 無き お 方 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 真 に 崇拝 
すべ きも の は な し 。 主権 と 讃 美 は か れ に こそ 属し ま 
す 。 か れ は 生 と 死 を 与え る お 方 。 そ し て か れこ そ は 
全能 の お 方 で す 。」 
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CX 妥 っ yk も 6 JET LRUD)-vY 
アッ ラー フン マ イン ニー アス アル カ イル マン 
デー プア ィ アー。 ツリ リ テ カン タイ イ バ パー 〆 アデ 
マラ ン ムタ カッ バラ ー。 (ファ ジュ ル の 礼拝 後 サ ラー 
ム の 後に 言う ) 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 有益 な 知識 を 、 よ い 糧 
を 、 そ し て (アッ ラー に ) 受け 入れ られ る 行為 を 求 
まま | 

26. プス デア ハー ジ の 礼拝 V や の ドア ー 


| 


し 


0 し も 252LS 9 あっ ON 5 と | に -V& 
De cb eSAE5 JIS HTM 
222 のり デ YIA dg de 
0 0 


1 の ECR と る ら e(Al-12 4 に し 


5 


- う みつ で 
アッ ラー フン マ イン ニー アス タ ヒ ー ル カ ビ イ 
ルミ 連 、 リ り アデ アス タク ディ ル ビタ ドッ ゥ ッ ラ ティカ 、 


ー ト し 


) 訳者 注 : 何 か を 決断 ・ 選 択 す る 際 に 、 ア ッ ラ ー に 最善 の も の を 請う た 
め の 礼 拝 。 





68 


デス メス アルカ ミン ファ ドッ ゥ リカ ル ア メ ィ ー。 
ツァ イシン ナカ タ み ディ ル ツウ サー アグ クタ ディ ル 、 
の が アゲ W ジー アァ タン あ も 、V アン クチ ナチ 
タタ ラー ムル グ ユ ー プ 、 デック シー プ ツ ヤマ ゴジ み シ 
ググ ガッ ダム あみ デア ンチ ハー と ルレ アト ュ テ (ここ せ で 明 
善 の 決断 や 選択 を 求め る と ころ の 間 題 を 述べ る ) ハ 
イル ッ リ ー フィ ー ディ ー ニ ー ワ マ ア ー シ ー 
デー キィ ゲ ディ デム リー (ある VRE 53 言う: 
ナー ジリ ルル チー ツジ リド EB) ジャ ァ ク ド MM プ 9 
ー ワウ ヤッ スイ ルフ リー スン マ バー リク 
リー ウォ ー ビ 。 ゴイ ゴン クン タグ グッ テム あみ アア 
ン ナ ハー ザル アム ラ (ここ で 最善 の 決断 や 選択 を 
求め る と ころ の 問題 を 述べ る ) シャ ッ ル ッ リ ー フ 
7 が ィ イー ラー ササ マテ アー シー ダダ た 人 ガ 
ティ アム リー( あ る い は こう 言う : ア ー ジ リヒ ワ 
デー ゲ アリ ヒ セ ) アァ スリ シフ プ アシ ニー スリ サシ アニ 
ーー アン フン 。 ワク ドッ ゥ ル リヤ ル ハ イラ ハイ ミス 
ーー ポー ジー ジィ ニー ゼ モ 。 

ジャ キー ビル アン デブ ドル ッッ クア ンー (RE デック 
ー の ご 満悦 あれ ) は 次 の よう に 伝え る : 

「 ア ッ ラ ー の 使徒 は クル アー ン の 章 を 私 た ち に 教え 
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る よう に 、 全 て の 物事 に お いて アス デ ァ ハー ジ を す 
る こと を 教え まし た 。 そし て 和 修 は 過 る の で も た 。 [や 
し あな た 方 が 何 か に 迷っ た ら 任 意 の 2 ラク ア の 礼拝 
を し 、 そ れ か ら こ 2 う 言 う の だ : 《 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あ 
な た の 知識 に よる 選択 を 求め ます 。 あ な た の お 力 を 
求め ます 。 私 は 偉大 な る あな た の 恩恵 を 求め ます 。 

あな た こそ は 何事 も 可能 な お 方 で 、 私 は 無力 で す 。 

あな た こそ ご 存 知 で 、 私 は 無知 で す 。 あ な た は 不可 
視 な る 世界 を ご 存 知 の 御方 で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 し か 
じ か (ここ で 最善 の 決断 や 選択 を 求め る と ころ の 間 
題 を 述べ る ) が 私 の 宗教 と 生活 と 事 の 結末 に と っ て 
最善 で あめ る と ご 存 知 な ら ば (ある い は 次 の よう に 言 
う :「 私 の 現世 と 来世 に と っ て 最善 で ある と ご 存 知 な 
ら ば 」) 、 私 に それ を 可能 に し 、 容 易く し て 下さ い 。 

それ か ら そ れ に お いて 私 を 祝福 し て 下さ い 。 そ し て 
も し し か じ か (ここ で また 最善 の 決断 や 選択 を 求め 
る と ころ の 間 題 を 述べ る ) が 私 の 宗教 と 生活 と 事 の 
結末 に と っ て 悪い と ご 存 知 な ら ば (ある い は こう 言 
う :「 私 の 現世 と 来世 に と っ て 悪い と ご 存 知 な ら ば 」) 、 
それ を 私 か ら 遠 ざけ 、 そ し て 私 を それ か ら 遠 ざけ て 
下さ い 。 そ し て それ が どん な こと で あろ うと 、 最 善 
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の 事 を 私 に 可能 に し て 下さ い 。 そ れ か ら そ れ に よっ 
て 私 を 満足 させ て 下さ い 。》』 
創造 主 に アス ディ ハー ジラ し 、 信 仰 者 た ち に 相談 し 、 
それ か ら 事 を 決定 し た 者 は 後悔 し な い 。 至 高 の ア ッ 
ラー は こう 仰せ られ た 。 
『 そ し て 諸事 に わた り 、 彼 ら と 相談 し な さい 。 そ し 
て ー 呈 決 忌 し た な ら ば 、 デ ッ ラ テラー に 身 を 委ね な さ 
い 。』【 イ ムラ ー ン 家斉 : 159】 
27. 朝 ・ 晩 の ズ ィ ク ル 
さも 交 る (NII > と DD-Y 
gz 5 っ 2 っ ろ NI は 3 と DC はじ 人 5 95 し は 2 
25 と きこ うほ 3 
(| 
レース ピッ クー も ミナ ッ シ テ イタ ー ど て w 
日 ま 学 ーー ツ デー ブイ マー ゴツ ダー デ テ 
ワル ハイ ユル カイ ユー ム 。 ラ ー タダ アフ ズ フ スィ 
トド ト yMW レア ーー テー ザビ リル 。 テク マー ティ ォ ッ 
か ツー ザ ー デ イィ イ マー ジィ ォ オル デル ド w。 マ 
ン ザッ ラズ ィ ー ヤシ ュ フ ァ ウ イン ダフ イッ 


71 


ゲー ピ イ ーーE。 ギ キッツ マー の WM チア 
イデ ィ ー ヒ ム ワ マー ハル ファ フ ム 。 ワ ラー 
ビー トッ リッ ー ナ 。 ビシ ジャ イン ミア ー イ ルミ モ イ 
ッ ラ ー ビ マ ー シャ ー。 ワ スィ イア クル スィ イー ユ 
フッ サマ ー ワ ー テ ィ ワル アル ダ ワ ラー マヤ ウ 
ー ド フ ヒ フ ズ フ マー。 ワ フワ ル ア リ ー ユ ル ア ズ 
ィ ー ム 。』 

「 私 は アッ ラー に 呪 わ れる べき シャ イタ ー ン か ら の 
ご 加護 を 求め ます 。『 ア ッ ラ ー、 か れ は か れ の 他 に 真 
に 崇拝 すべ きも の は な く 、 永 生 し 自 存 さ れる 御方 。 
まどろみ も 熱 上 も 、 か れ を と ら え る こと は な い 。 天 
に あり 地 に ある 全て の も の は 、 か れ の も の で ある 。 
か れ の お 許し な く し て 、 誰 が か れ の 御 許 で 封 り 成す 
こと が 出来 よう か 。 か れ は (人 々 の ) 以前 の こと も 
以後 の こと を も 知っ て お られ る 。 か れ の 御 意 に 適っ 
た こと の 他 、 彼 ら は か れ の 御 知識 に 就 いて 、 何 も 会 
得する と ころ は な い の で ある 。 か れ の 玉座 は 、 全 て 
の 天 と 地 を 覆っ て 広がり 、 こ の 2 つ を 守っ て 、 疲 れ 
も 覚え られ な い 。 か れ は 至高 に し て 至 大 で あら れ 
る 。』」【 雌 牛 章 : 255】 

4 まあ 用 ーーV 
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5* メ 
4 フイ イリ レッ 2 る 、 。 21 タレ そう 法 2 の (| ぁ ( ゃ 
-% コ ーー ラン レビ 人 こう 1 UEUI 2 こっ 次 ご 3951 とらじ 


ン e 


d 訂 ビー あッ テ 四 に 
つっ yl っ アジ 3 | と 外 学 の 
人 GII て ロ 
ビス ミッ ラー ヒッ ラ ハ マ ー ニ ッ ラ ー ヒ ー ム 『 ク ル 
プ ワ ッ ラ ジープ アハ ド ウッ キア デア ッ ラシー フッ サマ ドッ 
ジム ヤリ ドゥ ツ ラテ あふ ユー ジテ ド ゥ み \ ツ ラム 
ヤク グッ シン クフフ ワシ アハ ドゥ g』 
ビス ミッ ラー ヒッ ララ ハマー ニッ ラ ヒ ー ム 『 ク ル 
アウ ー ズ ビジ ッ ピ ルプ アア ラグ み キ ミン ジャ ッ リ 9 
マー ハラ ク * ワ ミン シャ ッ リ ガー スィ キン 
イザ ー ワカ ブ ネ ワ ミン シャ ッ リ ン ナ ッ フ ァ ー 
サー ティ フィ ルウ カド ゥ ッ * ネ ワ ミン シャ ッ リ 
ハー スィ イ ディン イザー ハ サ ド ッ ゥ 』 
ビス ミッ ラー ヒッ ララ ハマー ニッ ラ ヒ ー ム 『 ク ル 
アウ ー ズ ピラ ッ ピ ン ナ ー ス * ネ マリ キン ナー ス ※* イ 
ター モン ナー スキ ミン シャ ッ リ ル ワ ス ワー スィ ル 
スン ナー ス ※ ア ッ ラ ズィー ユエ ワ ス ウ ィ ス フィ ー 
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ス ド ゥ ー リ ン ナ ー ス * ま ミナ ル ジ ン ナ テ ィ ワン ナー 
ス 』(x3 回 ) 
「 慈 悲 あ まね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 。 
『 言 え 、《 か れ は アッ ラー、 唯 一 な る 御方 。* ま アッ 
ラー は 、 自 存 さ れる 御方 。* 御 産 みな さら な いし 、 
御 産 れ に な られ た の で も な い 。 *※ か れ に 比べ 得る 何 
も の も な い 。》』 【 純 正章 : 1 こ 4】 慈悲 あま ね く 慈 愛 
深き アッ ラー の 御名 に お いて 。『 言 え , 《 梨 明 の 主 に 
ご 加護 を と を う 。* ネ か れ が 創 ら れる も の の 悪 か ら 。 * 
更け ゆく 夜 の 痢 の 悪 か ら 。 *※ 結 び 目 に 息 を 吹き 込む 
女 た ち の 悪 か ら 。*※ また 、 災 如 す る 者 の 災 始 の 悪 か 
ら 。》』【 得 明 章 : 1 こ 5】 慈 悲 あ まね く 慈愛 深き アッ ラ 
ー の 御名 に お いて 。『 言 え 、《 ご 加護 を を う 、 人 間 の 
主 に 。*※ 人 間 の 王 、* 人 間 の 崇拝 する お 方 に 。* 疾 
繁 に 忍び 込ん で は 鷺 き か ける 者 の 悪 か ら 。* そ れ は 
人 間 の 胸 に 路 き か ける 。* ネ ジン で あろ うと 、 人 間 で 
あろ うと 。》』【 人 間 章 : 1 こ 6】 
か ルス PhJPISEECGEETTUUE こ の UE この) Vy 


ター ン ン 


と 信 う 415 る 委 放 


の な ビ 生 う て IS あじ 全 の うく 5I し 5 う 1 
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あこ あう 
(CI ご H ら う 
アス バハ ナー ワ アス バハ ルム ルク リッ ラー 
( 晩 で あれ ば :「 ア ムサイ ナー ワ アム サル ムル ク リ 
メラ ー| と 言う )。 ワル ハム ドゥ リッ ラー ラー イ 
ラー ハ イッ ラッ ラー フ ワ ハ ムダ ラフ ラー シャ 
ー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム ド ッ ゥ 
ジジ プリ デラ テー グッ リリ シレ ャ イイ ゴル ディー 
0。 テッ アス アルカ ハイ テ マー ブラ ィ ー 
ハー ザル ヤ ウ ミ ワ ハイ ラ マー バア ダフ ( 晩 
で あれ ば :「 マ ー フィ ー ハー ズ イ ヒ ビッ ライ リ ワ ハ 
イダ マー ガ ァ ダム ハー」 と 言う )。 ジ アウ ー ズ 
ビ カ ミン シャ ッ リ マー フィ ー ハー ザル マヤ 
ウミ ワ シャ ッ リ マー バテ ア ダフ ( 晩 で あれ ば : 
"ーー ララ ィ ー ハー ズ イ セ モッ ピピ イ リ の ハイ ジ 
ーー アボ ま の ml と 計 39。 サザ ャ ポ ビ ナチ ナリー オル 
ミナ ルカ サリ 、 ワ スー イル キバ ル 。 ラ ッ ビ ピ ビ アウ 
as 寺 1 層 夫 WM デザ ダ ザー ビ ル が オル WW チー リ 
アプ アザー ビン プ ィ ルカ プル 。 
「 主 権 と 讃 美 が アッ ラー に 帰属 する 中 、 私 た ち は 朝 
(ある い は 「 晩 」) を 迎え ま し た 。 唯一 で 並ぶ 者 無き 
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お 方 、 ア ッ ラ テー 以外 に 真 に 祭 拝 すべ きも の は あり ま 
せん 。 主権 と 讃 舌 は か れ の 御 許 に あり 、 か れ は 全能 
の お 方 で す 。 主 よ 、 私 は あな た に 今日 (ある い は 「 今 
晩 」) の 良い こと と その 後 の 良い こと を 求め ます 。 そ 
し て あな た に 今日 (あるいは 「 今 晩 」) の 悪 と その 後 
の 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 主 よ 、 私 は あな た に 
怠 恒 と 老衰 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 主 よ 、 私 は あ 
な た に 地獄 の 業火 と 墓 の 懲 罰 か ら の ご 加護 を 求め ま 
jl 
OB ら ッ お (CS EL て SO)-VA 
(4 
プッ クシ ー ア ンマ ビビ カ アス バハ ナー。 ツ ビ 殆 
ププ イケ テー。 7 だ カカ ザヤ ー、 7 
ムー トル イラ ジイ カン スシ ュー ル 。 
1 デ ッ ジ シー よ 。 あ な た (の ご 真志) に より 間 を 加え 
まじ た だ 。 和 な だ より 放 を 由 え ん まし た 。 あな た し よ 
り 私 た ち は 生 き 、 あ な た に より 私 た ち は 死に ます 。 
そし て (死後 区 らち さ れ ) 集め られ る 先 は あな た の 御 
許 で す 。」 
3Jse Je CC 


ン 


くら YUY ご と 300)-V4 
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と EE 
WO 和 I 全 VI NNW 
アッ ラー フン マ アン タ ラッ ピー ラー イラ ー 
の ーー ナナ アト W。 の ジグ ク ググ ニー 『 テア チ 
ナッ ンド ゆみ グ 。 ゲ 子 ナラ テー アデ ア の ディ リツ 
ジテ ディ イマ スク タク アト w。 デア ツー ズ ピカ う 
9 タッ ツリ マー ナァ トッ 。 テア プー ラウ カ 
マイ あ ブタ オヤ 、 ツ デア デー ゆ M ビザ ッ 
vv グー ディ オル サー テレ イル チ ナツ テー 
ヤグ ブ ィ ルッ ズ メ ヌメ ー バ イッ テラー チン クタ 。 
「 ア テッ ラー よ 、 あ な た は 私 の 主 で あな た の 他 に 真 に 
崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。 あ な た は 私 を あな た 
の し も べべ と し て 創造 され ま し た 。 私 は 出来 る 範囲 で 
あな た と の 契約 と 約束 を 守り ます 。 私 は あな た に 私 
の 成 し た 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 そ し て 私 に 対 
する あな た の 恩恵 と 私 自身 の 罪 を 認め て 、 あ な た の 
御 許 へ 帰り 行き ます 。 で すか ら 私 を 御 散 し 下さ い 。 
あな た 以外 に 罪 を 薇 され る 方 は いま せん 。」 
3 症 半 と に 2 60D)- 人 ん 
ORGRIW ま る だ! やう YO) に PRAIROHTOH と 之 
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(CU 0 52 
アデ タデ テープ ンマ ゴン ニー アデス パ バ トッ (内 だ っ を 
ら 「 ア ムサイ トッ 」 と 言う )。 ウシ ュ ヒ ドッ カ ワ ウ 
シュ ヒド ウゥ ハマ ラ タ アデル シカ 、 ワ マラ ー イ カ 
み ケタ カ ワリ ジャ ミー ア ハル キ カ 、 ア ン ナ カ アシ 
の ゲー アグ ジー パテ ター バ パ イタ テー イジ ゲ グ 
WM が み ジー シャ リー み ラク 。 デン ナチ 
ム ハ ン マ ダ ン アプ ドッ カ ワ ラス ー ル ク 。(Xx4 
回 ) 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 朝 を 迎え まし た 。( あ る い は 「 晩 
を 迎え まし た 」) 私 は 、 あ な た が あな た 以外 に 真 に 祭 
拝 す べき も の が な い 唯 一 の 並ぶ 者 無き アッ ラー で あ 
り 、 ム ハン マ ド が あな た の し も べべ で あり あな た の 使 
徒 で や る と いう こと を 、 あ な た と あな た の 玉座 を 支 
える 天使 た ちら と その 他 の 天使 た らち 、 全 て の あな た の 
創造 物 の 証言 で も っ て 証言 し ます 。」 
うと と を 5 と っ と プレ 8DD)-A ハ 
.( 信 5 和 EL 
アッ ラー フン マ マー アス バハ ビー ( 晩 だ っ た ら 
1 デム み サ ー ゼー] と 表 う ) ミン ニア マデ ティン ア 
が ディ イル そる ジン の ルキ ク 。 ツァ ミン 
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ジジ ハグ デカ ジー シャ リー カ テク 。 ラ テラ ァ タダ 光 ル か 
ム ド ゥ ワ ラ カ ッ シュ クル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 ある い は あな た の 創造 物 の 誰か が 
朝 (ちる い は 「 晩 」) を 迎え た 恩恵 は 、 唯一 で 並ぶ も 
の 無き あな た か ら の も の で す 。 で すか ら あ な た を 讃 
美 し 、 あ な た に 感謝 し ます 。」 
ポピー に ーー きっ て 抽 に gs は PDD)-AY 
6 に II Ye 
(CGNI4IN OUGE sb 
アッ ラー フン マ アー フィ ニー フィ ー ペダ ニ ー。 
プ テー プッ マ ツ アー アティ ジー ディ ォ ー ササ み イー。 
ナッ ター テッ マイ ナー アジ ィ ラー ディー パリ ー。 
グー ゴジ ー ハ ゴ ッ テ ー アン トル 。 テッ ラー ラテ 
の の mn ゆー 基 る 史 グ ウザ 。 
ルプ アァ クル 。 サ デア ウー ズ ピカ キン アザ ー 
上 0 デジ ー イダ ター バツ オタ テー チッ トッ 
(x8 回 ) 
「 ア デッラ ー よ 、 私 の 肉体 を 、 聴 覚 を 、 視 覚 を お 守り 
下さ い 。 あ な た の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ま 
せん 。 ア デッラ ー よ 、 私 は あな た に 不信 仰 か ら の ご 加 
護 を 求め ます 。 そ し て 墓 の 懲罰 か ら の ご 加護 を 求め 
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ます 。 あ な た の 他 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ 
ん 。」 

1 の | つう うら 5 あ iz さ !4M っ こそ))-AY 
kN の ジ テー の ダー ゴゴ プー バ ゴ タ ジ ツー ダ 
ワ アラ イヒ タワ ッ カ ルト ゥ ワ フワ ラッ プ 
ル ア デア ル シ ル アズ ィ ー ム 。(X7 回 ) 

「 私 に は アッ ラー だ け で 充分 で す 。 か れ の 他 に 真 に 
上 祭 拝 す べき も の は あり ませ ん 。 私 は か れ に 身 を 委ね 
まし た 。 か れ は 偉 大 な る 玉座 の 主 で ちや られ ます 。」 


ク 


を ce 843C05 JI GU し LT dieDD)-A 
ele dE る ay 3 に 0 21 

1 くっ あら rd に 2 っ と う 
アッ ラー フン マ イン ニー アス アル カル アフ ワ 
ルアー ツイ ヤ イダ ブイ ィ ッ ドル レア ヤー ジル アー 
ジグ ジュリ ダグ デー ツア タツ ゴイ ジラ ニー デス アル ルル アブ 
選 上ル アー フォ オヤ ギグ ラ ォ ー ディ ー テ ニー 
| 
デー ジン アス トッ カル デリ ラー デジ ディー、T デー ミ 
 / レ ブー ディ ー。 アタ クラー プア マハ パプ ァ ズ ニ ー 
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ミツ パイ ニー ヤギ ダイ ヤジ ミシン ハル フ ズィー。 
の チア デメ ー ギミー ラー、 が ブッ テー ナ チー 
和み デザ アー ルル キー。、 サ アウ ー ズ ビア ザッ ダメ 


アン グー ラ ネン タダ の ディ ー。 
「 ア デッラ ー よ 、 私 は あな た に 現世 と 来世 に お ける お 
落し と ご 加護 を 願い ます 。 ア デッラ ー よ 、 私 は あな た 
に 私 の 宗教 、 現 世 、 家 族 、 財 産 に お いて お 薇 し と ご 
加護 を 願い ます 。 ア デッラ ー よ 、 私 の 恥 部 を 隠し 、 私 
の 恐れ を お 沈め ゆめ 下さい 。 アッ ラー よ 、 私 の 前 、 後ろ 、 
左右 、 上 か ら 私 を お 守り 下さ い 。 私 は あな た の 僅 大 
さ に 、 足 元 か ら 崩 壊さ す せら れる こと に 対す る こと か 
ら の ご 加護 を 求め ます 。」 
きこ っ 移ら ら 5 に JI こ 24E を DD)-A9 
導 の ke 才 導 み 5 GTYI4IY 人 半 。K2 う ン 
も あら 潮 (522 oe 
プ ツタ ジー アン テー リマ ル ガ が イ ビ ワッ シャ ムー 
ゲ が ディ ファー ゲ ィ ラ テッ ササ マー ワー ディ ウル アル 
ドサ 。 ジッ パパ グッ リリ ジャ ポイ イン サウ マリ ー カ 
an プ ダー ドル ケ チッ テー パイ ラー ハハ イッ ラー 
アン トゥ ッ 。 ア ウー ズ ビ カ ミン シャ ッ リ ナ フ 
Cu だ WW 写生 か かす ザキ ギ イ グー8 W 
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し 寺 。『 チル デ ク グ リラ ファ テラー サザ メ テ 
オー ーー デン 、 す デレ デジ ョ ェ ッ ツテ アプ ゴ テ ー 
あえ リス 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 不 可視 な る 世界 と 可視 な る 世界 を 知 
る お 方 よ 、 天 地 の 創 造 主 よ 、 万 物 の 主 ・ 支 配 者 よ 、 
私 は あな た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な いこ と を 
証言 し ます 。 そ し て 自分 自身 の 悪 、 シ ャ イタ ー ン と 
シル ク ⑤ の 悪 か ら 、 あ な た に ご 加護 を 求め ます 。 そし 
て 自分 自身 を 害する こと 、 或 い は 誰か 他 の ムスリム 
を 害する こと か ら の 謀 護 を あな た に 求め ます 。」 


33 ある の うさ g 雪 向う ))- 人 1 


(es 
スネ タク ター ビッ テー ラチ ィ ー テー 年 ルクル 
マ ア スミ EE ジャ イ ウ ッ ン フィ ル ア ル ディ リラ 
ーー "イッツ マー ジジ プレ ワッ サザ ミー レル テリ ー ム 。 
(x8 回 ) 

「 そ の 御名 と と も に あれ ば 、 天 地 に ある いか な る も の 
も 害する こと の な い ア デッラ テラー の 御名 に お いて 。 そ し て 
か れ は 全て を 聞き 知る お 方 で す 。」 


さ 86 頁 の 訳注 ① を 参照 の こと 。 
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っ うし っ こう (orb2 て 2 9 し こう う )-AV 
.((C3 
ビル イ 
WW 


の イート 世 み テー 所 マッ パパ の 。 
ネス ターミ ディ ー ナ ン 、 サビ ム ハ シ ンマ 
ビ イ ヤー。(X 3 回 ) 

「 私 は アッ ラー が 主 で あや り 、 イ スラ ー ム が 宗教 で あ 
り 、 そ し て ムハンマド が 使徒 で や る こと に 満足 し ま 
司 索 」 

に Ta は 2185 と)-AA 


ン ン ー ン 


ソ 
デ 


.(CC る 
ヤー ハイ ユニ ヤー カイ ユー ム 。 ビラ ハマ ティ 
沈 アプ バグ ギ キース デス リプ リー シャ アニ ミニー 
グッ アブ プ 。 ツウ ラー ク 生 ル ニー イデ テー ナラ フス え 
イー が ルプ ァ デ ディ ン 。 

「 永 遠 に 生き 、 自 存する お 方 よ 、 私 は あな た の 慈悲 
に よる お 尻 め を 求め ます 。 私 に 関す る 全て の 物事 を 
正 し 、 私 を 一 瞬 た り と も 見 放さ な いで 下さ い 。」 
は の OCT 3Ie 人 DI. SA の うる さ 委 と 2 も 5 っ 2)-A* 
2 まじ の 2 全く ら あく ちら: 


ン 


(GA 欠 う 
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アス バハ ナー ワ アス バハ ルム ルク ( 晩 だ っ た ら 
「 ア ムサイ ナー ワ アム サル ムル ク 」 と 言う ) リッ ラ 
pe 拉 硬 包 ル デー テラー ナタ ラー アメ マイ 
ン ニ ー アス アル カ ハイ ラ ハー ザル ヤ ウ ミ ( 貴 
だ wo た らち [ハー ディ も モッ サイ サリ 』 た 対 う 3) : ブ ァ ト タッ ハ 
レジ サス ラウ サー スー ラフ 、/ パラ カタ ルプ , 
ワ フ ダ ー フ 。 ワ アウ ー ズ ビ カ ミン シャ ッ 
ド Po すず 上 が ター みす マー yy ゲ 
w 【( 病 だ っ た ちら 「 プ ァ ト ッ ハ ハー、 ワレ サナ スラ バー 
フッ ー、 サー パラ カタ ハー ササ ププ ダー ハー、7 ア 
が 大 記 和 と タダ ャ wU マー プア ォ ーー 
ジッ ダサ マー パッ アダ ハー」 と 詩 う )。 
「 私 た ち は 朝 (ちる い は 「 晩 」) を 迎え まし た 。 主権 
は 全 世 界 の 主 ア ッ ラ ー の も の で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 
は あな た に 今日 (ある い は 「 今 晩 」) の 良い こと : 勝 
利 、 援 助 、 光 、 祝 福 、 導 き を 求め ます 。 そ し て 私 は 
あな た に 今日 (ある い は 「 今 晩 」) と その 後 の 悪 か ら 
の ご 加護 を 求め ます 。」 
3 っ あっ っ うと SI と 2 た 下 に っ 2D)-・ 
も 人 っ っ 
5 る 
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アス バハ ナー アデ ラー フィ トゥ ッ ラ ティル イス ラー 
ム 。 ワ アラ ー カリ マテ ィ ル イフ ラー ス 。 ワ ア 
ケー ゲ ィ ォ ー 記 サビ ピー イサ ザー あべ パパ マダ ォ ッ ン 
ドサ タック ワー ツ グ デア テイ レレ サッ ツジ ス サテ 
ゲー 半 ゆ ゲ イオ デビ ロー ナー ゴイ ンプ テ ー セ ーママ 
ハニー ファ ン ム ス リ マ ン ワ マー カー ナ ミ 
ナル ムシ ュ リ キー ン 。 

「 私 た ち は イ スラ ー ム と いう 天性 の も と に 、 そ し て 
純正 の 言葉 の も と に 、 そ し て 私 た ちの 預言 者 ム ハ ン 
マ ド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 宗教 と 、 
純正 な ムスリム で シル ク グ ? を 犯す 者 で は な か っ た 私 
た ちの 祖 イ プラー ヒー ム の 宗教 の も と に 朝 を 迎え ま 
は 夫 


. (GA うる (OUE と ろ ))- 4\ 


スプ ハー ナッ ラー ヒ ワ ビ ハ ム ディ ヒ 。(X100 回 ) 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た に 賞賛 と 讃 美 あ れ 。」 


め 
ニン ン しか し 


人 1 さ 則 作り ます 8 と NII))-4Y 


る 。 る 
(CO っ 


さ 86 頁 の 訳注 ① を 参照 の こと 。 
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ゲー イダ テー パパ サッ クッ テー プ サハ デラ や サー 
シャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム 
ドウ 。 ツリ フウ テア ァ アー カッ リ シャイ イッ 
ディ ー ル 。( 夜 を 迎え た 時 10 回 言う 。 そ う で き な い 時 は 
1 回 言う ) 
「 唯 一 で 並ぶ 者 無き アッ ラー 以外 に 崇拝 され る べき 
も の は あり ませ ん 。 主権 と 讃 圧 は か れ に こそ 属し 、 
か れ は 全て に お いて 全能 で す 。」 
人 4140 者 作 58 とう 人 0 IAIY))-Y 
(0 
ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワ ハ ダ フ ラー 
シャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ルル ハム 
ドウ 。 アプ ブレ テラ ー アッ リ V ジャイ イッ 
ディ ー ル 。 ( 朝 を 迎え た 時 100 回 言う ) 
「 唯 一 で 並ぶ 者 無き アッ ラー 以外 に 崇拝 され る べき 
も の は あり ませ ん 。 主権 と 讃 美 は か れ に こそ 属し 、 
か れ は 全て に お いて 全能 で す 。」 
3 うるう お うく る とおし ろう 2 くに Se An う 91OE こ う ))- 95 
」 .(eM5 
スプ ハー ナッ ラー ヒ ワ ビ ハ ム ディ ヒ : アダ ダ 
ハル キ ヒ 、 ワ リ ダ ー ナ フ ス イィ イヒ 、 ワ ズ ィ イィ ナタ 
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アル シ ヒ ワ ミダ ー ダ カリ マー ティ ヒ 。( 朝 を 迎 
えた 時 3 回 言う ) 

「 創 造物 の 数 だ け 、( ア ッ ラ ー) 御 自身 の 御 満悦 を 得 
る まで 、 玉 座 の 装飾 の 重 さ だ け 、 そ し て 御 言 葉 が 書 
か れ た イン ク の 量 だ け ⑨ 私 は アッ ラー を 称 堆 し 、 ア ッ 
ラー を 讃え ます 。」 

.(OGS kr も GE SUET3144D0)- 4e 
アッ ラー フン シマ ゴイ シ ニ ー アス アル カ イル マン 
ーー プ ィ ナー。 ツリ ーー リサ ズン カタ イイ パ パー T ザ ア 
マラ ン ムタ カッ バラ ー。 ( 朝 を 迎え た 時 ) 

「 ア デッラ ー よ 、 私 は あな た に 有益 な 知識 と 良い 糧 、 
そし て あな た に よっ て 受け 入れ られ る 行為 を 求め ま 
ま 1 

.(G3 ら 弟 る 琉 E2D)- 
プス ググ プ ォ ルッ テー の レツ アキ トゥー プ イダ タイ 
ヒ 。 (1 日 100 回 言う ) 
「 私 は アッ ラー に お 示し を 求め 、 か れ に 心から 悔 悟 
陸 半 jl 


1 だ し 人 あら EBI ら US52)- 4yY 





① 訳者 注 : つ まり これ ら に 共通 する も の は 、 そ の 数 や 量 の 限り な さ で す 。 
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ナリ ルー 革 のり ーー イッテ ター ビッ チー ツゲ マロ デ 
イィ ミン シャ ッ リ マー ハラ ク 。( 夜 を 迎え た 時 
に 3 回 言う ) 

「 私 は 完全 な る アッ ラー の 御 言葉 に 、 か れ が お 創り 
に な っ た 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 

1(G 学 5 て 2 よっ DD-4A 
メダ プー アプ ツマ か サッ リリ ダッ リク テラー 
ナビ ピー イナ ー みみ ハン ジマ ドウ 。(X10 回 ) 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちの 預言 者 ムハンマド に 祝福 と 
平安 を 与え た まえ 。」 
28. 就寝 時 の ズ ィ ク ル 
よじ | スー | あー っ | 4 
8 うと | 19 を 1 っ 39 る 
あッ の 人 独 拓 こら 
- ーー 5IJ ッ レビ 人 22 8 こ 和 2 Te ls 
訂 ーL うー あ ー テ 才 人 外 に 
の うき ア アダ 電 ちっ 外 導 っ 
っ EI う は 
「( ド アー の 時 に する よう に ) 両手 を 合わ せ 、 そ こ に 
息 を 吹き か け 、 次 の 言葉 を 読む 。 
ビル ミッ タテ ー ド タッ ジラ の か マー ジッ テー セー ム み ( グ 
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ル フワ ッ ラ テー ププ アハ ドッ キア デッラ ー フ ッ サ マ ド 
ウゥ ウネ ラム ヤリ ドゥ ワ ラム ユー ラド ッ ※ ネ ワ 
ラム ヤク ッ ラ ブフ み フ リン アハ F》 

ネッ クラー セッ クラ ハバ マー ニッ ラサ セ モー ふみ 4 グル 
プア ツー ズ ビラ ッ ピ ルフ ァ ラ ク * ネ ミン シャ ッ リ 
マー ハラ ク * ワ ミン シャ ッ リ ガー スィ キン 
イザ ー ワカ ブ * ネ ワ ミン シャ ッ リ ン ナ ッ フ ァ ー 
サー ティ フィ ルウ カド ッ ゥ * ネ ワ ミン シャ ッ リ 
ハー スイ ディ ン イザ ー ハ サ ド ッ ゥ 》 

世 半 ミッ ター ドッ クハ マー ラッ クツ セー (グル 
アウ ー ズ ゼタ ゲッ ピン ナー ス ゆ YU キア チー メス * イ 
ラー ヒン ナー ス ※ ネ ミン シャ ッ リ ル ワ ス ワー スィ ル 
2 スン ナー ス *※ ア ッ ラ ズィー ユエ ニワ ス ウィ ス フィ ー 
ドルー ザン ナー ス キチ ルツ ツナ ゲ ィ ザッ ナー 
ス 》』 それ か ら 頭 ・ 顔 ・ そ こ か ら 近 い 部 分 か ら 始 め 、 
出来 る 限り の 体 の 部 分 を その 両手 で 撫で る 。」( こ れ 
を 3 回 繰り 返す ) 

「 慈 悲 あ まね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 。 

『 言 え 、《 か れ は アッ ラー、 唯 一 な る 御方 。、 ま アッ 

ラー は 、 目 存 さ れる 御方 。* 御 産 みな さら な いし 、 

御 産 れ に な られ た の で も な い 。 *※ か れ に 比べ 得る 何 
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も の も な い 。》』 【 純 正章 : 1 こ 4】 慈悲 あま ね く 慈 愛 
深き アッ ラー の 御名 に お いて 。『 言 え , 《 梨 明 の 主 に 
ご 加護 を を う 。*※ か れ が 創 ら れる も の の 悪 か ら 。 ネ 
更け ゆく 夜 の 凍 の 悪 か ら 。 * 結 び 目 に 息 を 吹き 込む 
女 た ち の 悪 か ら 。* また 、 如 する 者 の 災 如 の 悪 か 
ら 。》』【 各 明 章 : 1 こ 5】 慈悲 あま ね く 慈 愛 深 き ア ッ ラ 
ー の 御名 に お いて 。『 言 え 、《 ご 加護 を 刀 う 、 人 間 の 
主 に 。*※ 人 間 の 王 、* 人 間 の 崇拝 する お 方 に 。* 頻 
繁 に 忍び 込ん で は 路 き か ける 者 の 悪 か ら 。* ネ それ は 
人 間 の 胸 に 路 き か ける 。* ネ ジン で あろ うと 、 人 間 で 
あろ うと 。》』【 人 間 章 : 1 こ 6】 
きじ 重り IIS さい 
SN あと っ 人 1 35 うと 2 
3 の 4 に っ 。J 
IE 5 っ 2 らち と 5 
1 アッ ター ププ ター ゴイ ヤー ハ イッ ャ ター フウ ル 
の イ ュ ルカ イラ ニー ム 。 ラー タデ アフ ズン スィ ナ 
トゥ ン ワ ラー ナウ ム 。 ラ フ マー フィ ッ サ 
マー ワー ティ ワ マー フィ ル ア ル ドッ 。 マン 
ザッ ラズ ィ ー ヤシ ュ フ ァ ウ イン ダフ イッ ラー 
ビ イ ズ ニ ヒ 。 ヤ ァ ラ ム マー バイ ナ アイ ディ ー 
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ヒム ワ マー ハル ファ フ ム 。 ワ ラー ユヒ ー 
トド か ーー ビシ ャ イン ミネ シン ゴイ ルミ ほ ヒビ イッ ラー 
ビ マ ー シャ ー。 ワ ソス イィ イア クル スイ ィ イー ユ テ フ ッ サマ 
eg 7 デル めど 7 ニー ター リー ドク 
ヒ フ ズ フ マー。 ワ フワ ル ア リ ー ユ ル ア ズ ィ ー ム 。』 
「 ア ッ ラ ー、 か れ は か れ の 他 に 真 に 持 拝 すべ きも の 
は な く 、 永 生 し 自 存 さ れる 御方 。 ま どろ み も 熱 睡 も 、 
か れ を と ら え る こと は な い 。 天 に あり 地 に ある 全て 
の も の は 、 か れ の も の で ある 。 か れ の お 許し な くし 
て 、 誰 が か れ の 御 許 で 執り 成す こと が 出来 よう か 。 
か れ は (人 々 の ) 以前 の こと も 以後 の こと を も 知っ 
て お られ る 。 か れ の 御 意 に 適っ た こと の 他 、 彼 ら は 
か れ の 御 知識 に 就 い て 、 何 も 会 得する と ころ は な い 
の で ある 。 か れ の 玉座 は 、 全 て の 天 と 地 を 妊 っ て 広 
が り 、 こ の 2 つ を 守っ て 、 疲 れ も 覚 えら れ な い 。 か 
れ は 至高 に し て 至 大 で あら れる 。」【 雌 和牛 章 : 255】 

5 0 ゴロ る 0622 いい 
25 っ 作っ 852 


を * ジン 。 


と ンー < し は 4 し 2 うさ 1 じき 人 0| こ AS まん 2 5 2 ご 軸 2 る 


イン 2 s そ イー レン 考 を を ンー  。。 と 5 レネ イニ ンプ タレ レン シレ ョ マン ン 
CE ト は 2Y2 2 6UbzI CoIGI お YED こ <S51 5 CE う 
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こと らち けさ 5C2292 CB と 直人 る し 

2 午 26 と と ES5 25 
『 ア ー マ ナ ッ ラ スー ル ビ マ ー ウン ズ ィ イラ イラ 
イヒ ミッ ラッ ピ ヒ ワル ムウ ミヌ ー ン 。 ク ッ ル ン 
アー マナ ビッ ラー ヒ ワ マラ ー イ カテ ィ E ヒ ワ 
グ ゲド トッ ルビ も セ ツ ルス V リ E モ 。 ツー ファ ッ ザ メグ 
ノ ネ イナ アハ ディ ン ネッ ルズ スリ UE。 カー ルー 
の 衝 ボー チッチ ナー アフ ター チル ダッ 
バナ ー ワ イラ イカ ル マ ス ィ ー ル * ネ ラー ユカ ッ 
り アッ テー ラフ ナラ ザン イッ ラテ ラー ウス アハ ムー。 
ツー マー スリ パト ドル りり テテ イハ ー マメ \ 
ゲト ドッ 。 ラッ パチ ー サー トゥ g ア デー ちば ナ チー 


(ンス イー デー デリ アフ ラフ タ ア ナー、 ラッ パ 
ナー 7 ダー が の ルル デデデ イィ ナー ゴス テア 
カカ マー ハマ ル タ プ アラ テッ ラズ ィ ー ナ ミン シン カ 


グリ ナー。 グー バチ ナー DD サー 上 ゆみ ハ ミル 

の ー ダー が ーー 内 テラ デー 所 ザッ ァ 

グ アン シン ナー ジワ グン ィ ル ラサ ナー ワル ハム ナー 

ツー マリ テー ナー プ ァ テン スル ナー アラ ルウ 

ウミ ルカ ー プ ィ リ ー ン 』 

『 使 徒 は 、 主 か ら 下 され た も の を 信じ る 。 信 者 た ち 
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も また 同じ で ある 。( 彼 ら は ) 皆 、 ア ッ テ ー と 天使 た 
ち 、 諸 啓 典 と 使徒 た ち を 信じ る 。「 私 た ち は 使 徒 た ち 
の 誰 に も 差別 を つけ な い 」 (と 言 う )。 また 彼ら は ( 祈 
っ て ) 言う 。《 私 た ち は 、( 教 え を ) 聴き 、 服 従 し ま 
す 。 主 よ 、 あ な た の 御 赦 し を 願い ます 。( 私 た ちの ) 
帰り 所 は あな た の 御 許 で あり ます 。》 * ネ アッ ラー は 誰 
に ゃ も 、 その 能力 以上 の も の を 負わ せら れ な い 。( 人 々 
は ) 自分 の 稼い だ も の で (自分 を ) 益 し 、 そ の 稼い 
だ も の で (自分 を ) 損 う 。 《 主 よ 、 私 た ち が も し 忘れ 
た り 、 過 ち を 犯す こと が あっ て も 答 め な いで 下さ い 、。 
主 よ 、 私 た ち 以 前 の 者 に 負わ され た よう な 重荷 を 、 
私 た ち に 負わ せな いで 下さ い 。 主 よ 、 私 た ちの 力 で 
か な わな いも の を , 担わ せな いで 下さ い 。 私 た ちの 
罪 を 消し 、 私 た ち を 赦し 、 私 た ちら に 慈悲 を お か け 下 
さい 。 あ な た こそ 私 た ちの 謀 護 者 で あら れ ま す 。 不 
信心 の 徒 に 対し 、 私 た ち を お 助け 下さ い 。』【 雌 和牛 章 : 
285 へ 286』 
あこ て 45 し と と 2 92 らら り )- いい Y 
(OLL2I( 5 o に LEE6 2226 
ビス ミカ ラッ ピー ワダ ァ ト ゥ ジャ ン ビ ピー、 ワ 
に デル プア ァ アウ プ 。 ブ プ ァ イン 了 ム サク タチ 
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フス イィ ー ファ ル ハ ム ハ ー。 ワ イン アル サル タ 
ハー ファ ハフ ァ ズ ハー、 ビ マー タ ハ ファ ズ ビビ 
EE オノ ッッ パー デカ ッ サ ー リ セー シ 。 
「 私 の 主 で あや る あな た の 御名 に お いて 、 私 は 体 を 横 
写 旬 あした, そし て 和 あ 導 江 に よっ つて 四 き 上 が り ま ます 
で すか ら 、 も し あな た が 私 の 魂 を (その 死 で も っ て ) 
引き と め ら れる の な ら 、 そ れ に お 慈悲 を お か け 下 さ 
い 。 そ し て も し それ を 解き 放っ て 生き 続け させ る と 
いう の な ら 、 あ な た の 敬 度 な し も べた ち を 守る と こ 
ろ の も の で も っ て 、 そ れ を お 守り 下さ きい 、。」 
SU は うし で ば つけ こ も の あと 誠人 MD)- い Y 
GSC UTU は UEToD UE に 6 UE 
プア プー プン マ ゴイ ジン ナカ ハラ クタ サブ プス ネ ィ ー 
MM ブツ が の WW プ アビ の m ザル ママ ビー ド 
ハー ワ ーー マハ ヤー ハー。 イン アハ ギヤ イ タダ ハー 
プ ァ ハア ァ ズ ハー。 ツジ ツ ゴン デマ ッ ク タカ ハー アァ 
グ ブ プ ィ ル テム ハー。 デ アッ テー フン マ イシ ョ ュー ア 
ス ア ルカ ルアー フィ ヤ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た こそ 私 の 魂 を 創造 され 、 そ し 
て それ を 死な せる お 方 で す 。 生 か す も 殺 す も あ な た 
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次 第 で す 。 も し 生か し て 下さ る の で あれ ば 、 そ れ を 
お 守り 下さ い 。 も し 御 許 へ 名 され る と いう の で あれ 
ば 、 そ れ を お 吉 し 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た 
に ご 加護 を 求め ます 。」 
1d5Ce と 考 2G2 8 で 00)- い 5 
アツ ッ ア ター アツ ッッ ニー 、 アザー ヤギ ゆ マト 
ゥ プア ス イベ バー ダク (%8 回 ) 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の し も べべ が 復活 させ られ る そ 
の 日 、 私 を あな た の 罰 か ら お 守り 下さ い 。」 
(COP LC1UIRIPMD ) 5 
ビル ミカ カッ ツー プン ヤマ チム スー トル み 7 ニチ ハー。 
「 デ テッ ラ ー よ 、 あ な た の 御名 に お いて 私 は 死に 、 そ 
し て 生き ます 。」 
152302 は 90 あ 2 (53963 5 の DA 25 に しめ) つい 
」 1((Say52 25 放 
スプ ハー ナッ ラー (33 回 )。 ワル ハム ドウ リッ ラ 
ーー (X833 回 )。 ワッ ラー フ アク バル (X84 回 )。 
だ タ ジー 條 株 あれ (98 盛 。 デッラ ー に と そ 準 て 
の 賞 讃 あれ (33 回 )。 アッラー は 僅 大 な り (34 回 )。」 
まこ の 5 あらう ll つう 400)- い Y 
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ン 


っ lo6x sd お 別 (9 用 ke 別 ら こす 1 36 て go 
SNE を 0 し geog あら 
る かこ も 834 と 5 を ic 多 
1 5 5 る と お 6 
ッ ラ ー フ ンマ ラッ パッ サマ ー ワ ー テ ィ ッ サ プ ブイ 
ラッ バル アル シル アズ ィ ー ム 。 ラ ッ バ ナー ワ 
メス グッ タダ タ ジャ イ 。 ジ ァ ー リ カル ハッ ピ ツ 
ナー ア あろ ン エイ テッ クッ ター ディ ルイ 
ンジ ー リ 。 ワ ルプ ジル か カーシ 。 ア リウ リーズ ビ カ ミミ シ 
ジャ ッ リ グッ リ シャ イイ ン アデ ンタ デー モズ 
ン 選 ナ ー ス ィ イヤ ディ E。 ア デッラ ー プ ンマ アン タグ 
ルアウ ワル ファ ライ サ カプ ジラ カ シャ イ 。 ワ 
アン タル アー ヒル ファ ライ サ バテ アダ カ シャ イ 。 
ワ アン タッ ザー ヒル ファ ライ サ ファ ウ カ カ 
シ ジ シャイ 。 ワ ソ アン タル バー ティ ヌ ファ ライ サ ド 
ウッ ー ナ カ シャ イ 。 イ ク デ ィ アン ナッ ダイ ナチ ア 
マダ ニー ナー ミチ ルフ ァ ル ル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、7 層 の 天 の 主 、 僅 大 な る 玉座 の 主 よ 、 
私 た ちの 主 、 万 物 の 主 、 実 と 芽 を 芽 吹 か せる お 方 、 
ググ ウデ ー/ (トー ダー) と イン デール ( 福 合 るみ 


ルアー ン を 下 し た お 方 よ 、 私 は あな た に 全て の 物 の 
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悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。 あ な た は それ ら の も の 
の 前 頭 部 を お 掴み に な る お 方 で す 6 アッ ラー よ 、 あ 
な た は 過去 の 永遠 か ら 存在 され た お 方 で 、 あ な た の 
前 に は 何 も 存 在 し ませ ん 。 あ な た は 未来 の 永 元 に か 
け て 存在 され る お 方 で 、 あ な た の 後に は 何 も 存 在 し 
ませ ん 。 あ な た は 最も 高き に お られ る お 方 で 、 あ な 
た の 上 に は 何 も 存 在 し ませ ん 。 あ な た は 最も 近く に 
お られ る お 方 で 、 あ な た より 近く に は 何 も 存 在 し ま 
せん 。 私 た ちの 負債 を 返済 させ 、 貧 困 を 取り 除い て 
下さ い 。」 
35Y 82 て BU52・ 22 E<cb1 3 6 計 えり )- 人 
(< 史 959 
アル ハム ドッ リッ テー ヒッ ラズ ィ ー デア デ トッ アッ マッ ナ 
ov ーー。 2 夫 テ ァ ー チ チー。 デー 
an 、 デー ああ ミン ジン マッ クダ ター 天 ー デ ャ ィ 〒 ギ 
グッツ ジー より み ィ ォ ー。 
「 私 た ち に 食べ させ 、 飲 ませ 、 満 足 さ せ 、 住 まい を 
与え られ る アッ ラー に 僅 昔 あれ 。 十 分 に 満足 する こ 
と な く 、 保 護 さ れ 安 ら ぐ 場所 も な い 者 た ち も 山 ほど 
④ 訳者 注 : 被 造物 は 全て アッ ラー の 支配 下 に ある と いう こと を 表し て い 


ます 。 
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ky 全 と ゆう の に 。 | 
こっ 移ら と 5 に | S69 け Id を 00)- い ・4 
と と YY 
ば あつ 2 な oe 
アッ ラー フン マ アー リマ ル ガ イ ビ ワッ シャ ハー 
ゲ が 。 アァ ー デ テディ テッ サマ ーー ディ ワル テル ドッ ゅ 。 
ラッ バ パ クッ リ シャ イイ ン ワ マリ ー カ フ 。 ア 
av ド ゆ プ ブタ ザク アー イア テーパ ゴイ タテ アー ブン デア 
ト み 。 デ アデ ウー ズ ビ カ ミン シャ ッ リ ナブ フス え スィ 
ー。 アア ミア ジャ ッ リ ッ シ ャ イタ ー デ アツ シル 
有 。 の ブナ ア プク グ アリ ファ デラ ー ゴア スス Y 
ー ーー アン 。 プ アウ アジ ュ ョ ッ ラ アフ ア イラ ー ろ え 
リム 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 不 可視 な る 世界 と 可視 な る 世界 を 知 
る お 方 よ 、 天 地 の 創 造 主 よ 、 万 物 の 主 ・ 支 配 者 よ 、 
私 は あな た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な いこ と を 
証言 し ます 。 そ し て 自分 自身 の 悪 、 シ ャ イタ ー ン と 
シル ク ① の 悪 か ら 、 あ な た に ご 加護 を 求め ます 。 そし 
て 自分 自身 を 害する こと 、 或 い は 誰か 他 の ムスリム 


さ 86 頁 の 訳注 ① を 参照 の こと 。 
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を 害する こと か ら の 謀 護 を あな た に 求め ます 。」 
ON(PRUIDDS を 5 に < 凍 衝 うり 
アッ テ サ ジグ ダ 章 (平伏 礼 章 ) と アル テム ルク 章 (大 
権 章 ) を 読む 。 
。 全 っ こと の Cl TCP た PE) は AM 
YY の あせ 
1 1 洗 と 雪 UES で ET, の 届 
アッ ラー フン マ アス ラム トゥ ナ フ ス ィ ー イラ 
イタ アァ ルリ ドッ トゥ デム リー イラ イタ 。 
ワ ワッ ジャ ハト ゥ ワ ジ ュ ヒ ー イラ イク 。 ワ 
デル ジャ ア トゥ ザ ハ リー イラ テイ ク 。 ラ グ パ タン 
ワ ラ ハ バ タン イラ イク 。 ラ ヲ ラー マル ジャ ア ワ 
ラー マシ ジャ ー ミン カカ イッ ラー イラ イク 。 
プー マン トッ ビビ キ ター ビ カ ッ タ ズィー アッ ザル 
ト み 。 ジ ゼナ ゼー イカ ッ ラ ズィー アル ザル トッ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 我が身 を あな た に 服従 させ 、 私 
の こと を あな た に 委ね まし た 。 そ し て 私 の 顔 を あな 
た に 向け 、 私 の 背中 を あな た の 底 護 の も と に 置き ま 
す 。 あ な た を 望み 、 あ な た を 思 れ て ?。 あ な た か ら の 


① つま り ア ッ ラ ー の 報奨 や お 散 し を 望み 、 か れ の お 郊 り や 懲罰 を 恐れ る 
ご だ ざ 。 
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避難 所 も 救済 も あな た 以外 に は あり ませ ん 。 私 は あ 
な た が 下さ れ た あな た の 啓典 と 、 あ な た が 遣わ され 
た あな た の 預言 者 を 信じ ます 。」 
29. 夜 に 寝返り を 打っ た 時 の ドア ー 
ビラ っ 2 ちと に こ x 人 着 和 と! 者 側 VI4I)- い Y 
(GSU 2 
ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フル ワー ヒド ッ ゥ ルカ 
ッ ハ ー ル 、 ラ ッ プ ブッ サマ ー ワ ー テ ィ ワル アル ディ 
ワ マー バイ ナ フ マ ル ア ズ ィ イーズ ル ガ ッ ファ ー ル 。 
「 唯 一 者 で 支配 者 で ある アッ ラー の 他 に 真 に 崇拝 す 
べき も の は あり ませ ん 。 天 地 と その 間 に あ る も の の 
主 、 威 光 高 く 赦 し 深い お 方 よ 。」 
30. 睡眠 時 の 恐怖 や 寂し さ を 感 じ た 時 の ドア ー 
もつ いのち を ンーEBI | SSD) 
1@ 笛 oyCh 当 
レー の まり プーペ イッ ター に さと の の 
イ ミツ 天 メ ダビ E リサ ゴイ カー ビ ヒ 。 が ヤ ャ ッ 
リ イ バ パー ディ ヒ 。 ワ ミン ハマ ザー ティ ッ シ ャ 
Peme の コー リー テン ヤル か か ルーク 
「 私 は アッ ラー の 完璧 な 御 言葉 を も っ て 、 か れ の お 


稀 り 、 懲 罰 、 か れ の し も べ の も た ら す 悪 、 シ ャ イタ 
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ー ン の 嘱 き 、 そ し て シャ イタ ー ン が 私 の も と へ や っ 
て 来る こと か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 
81. 悪 遂 を 見 た 時 に する こと 

テカ UE MLS- い 5 
114 一 「 左 側 に 嘘 を 吹く 。(x3 回 )」 
「 シ ャ イタ ー ン と 見 た 悪夢 か ら の アッ ラー の ご 加護 
層 ゆめ る (ウー ズ ビタ ターF 上 ミナ ザッ シ ャ イタ # 
ーッ テ ジ ー ふ ( 児 わ れる で さき ジャ イク グーン か らち ア 
ッ ラ ー の 御 加護 を 求め ます )」 と 3 回 言う )。」 
「 そ し て それ まで と は 逆 の 方 を 向い て 寝る 。」 
「 誰 に も その 内 容 に つい て 話さ な い 。」 
115 一 「 も し そう し た けれ ば 、 礼拝 の た め に 起き 上 が 
| 

32. ウ ァ ム み の 礼拝 時 の クダ ヌー/ ム や の ドア ー 
が は の 023 za PA 5s 9 DD)- いい 
っ 全う 2 放 5 ここ 25 じ 人 あこ 2 は は 5x こ が 
史 で 55 (Sse 折 YDe22 み dy 用 3 
の 訳者 注 :・「 ウ ィ ト ル 」 と は 、 イ シャ ー 後 か ら フ ァ ジ ュ ル 前 まで に 行う 
の が スン ナ ・ ム アッ カ グ ダ (義務 で は な い が 非 常に 推奨 され た 行為 ) と 
され て いる 、 奇 数 回 の 形式 を と る 礼拝 の こと で す 。「 ク ヌー ト 」 は 、 


その 最後 の ラク ア の ルク ー ツ ウ 前 か 後に 行わ れる ドア ー の こと を 指し 
ます 。 
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.(( と 35 
ナッ ラー アン マハ ディ テー ディ ー マ ン シン ハ の ダイ ト 
。 ーーー プ ォ ーママ ジ が テー ブル ォ イ ト 
み 。 ジジ ニー グ ワ ッ テ ニ ー ディ ー マ シ ン デジ ザッ ライ ト 
が パー リク 》 サ 一 ヴォ ーママ ー デメ タク タイト 
か 。 の ラー シャ ッ ラ ヤー グイ トル ぁみ ジア 
アゴ イン ナカ ク ク デ ィ ー 玉 ター クタ ダー ア 
イダ ター イリ ツナ ズ ダー スィ イ ッ タル マグ ター 
ケイ トゥ 。(7 ラー ギ キイ ッ ズ マシ デー グイ ト 
放 ) ダグ パー ラク タク ラッ パナ ー ワ タデ ー ラ イト 
ツウ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 導 か れ た 者 の よう に 私 を 導 
いて 下さ い 。 あ な た が 護 ら れ た 者 の よう に 私 を 護っ 
て 下さ い 。 あ な た が その 諸事 を 引き 受け られ た 者 の 
よう に 、 私 の 諸事 を お 引き 受け 下さ い 。 そ し て あな 
た が 与え て 下さ っ た も の に お いて 私 を 祝福 し て 下さ 
い 。 そ し て あな た が 運命 付け た 悪 か ら 私 を 御 護り 下 
さい 。 あ な た こそ は 判決 を 下さ れる お 方 で 、 判 決 さ 
れる 者 で は あり ませ ん 。 あ な た は 、 あ な た が 保護 さ 
れ た 者 を 辱め る こと は あり ませ ん 。 (そし て あな た が 
敵対 し た 者 は 、 権 勢 を 得る こと は あり ませ ん ) 私 た 
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ちの 主 よ 、 あ な た は 祝福 に 溢れ た 祭 高 な お 方 で す 。」 
いっ 5 を う 5 3 し 2 っ 600)- い Y 
1 と こと IE 5 ly 5 多 
アッ ラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ビリ ダー カ 
ン サハ ティ ク 。 ワ ビ ム アー ファ ー テ ィ カ ミ 
ワウ クー バディ イグ プ ザウ ー ズ ピカ ミン ツタ 。 
が の プス キィ ー サザ チー デ アン デア ティ ああ 、 ア ン メ 
マ ー アス ナオ イタ アラ ー ナオ プス ズ スィ クタ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た の ご 清 悦 に よ っ て あな た 
の お 怒り か ら の 、 そ し て あな た の 寛容 さき に よっ て あ 
な た の 徳 凡 か ら の 、 あ な た に よる 、 あ な た か ら の ご 
加護 を 求め ます 。 私 た ち は あ な た が 御 自 身 を 讃 美 さ 
れ た よう に あな た を 讃 美 する こと は で きま せん 。」 
の よっ 2 3 DA 
0 時 3 しま 0 二 IOrIY り YS119 り ビ う とう 
1 あお いく 基 と 5 
ナギ ポタ アーズ WW ゴー ヤー 欠 サップ ザ EW。『 ダ 
カ ヌサ ッ リ ー ワ ナス ジュ ドゥ ッ 。 ワ イラ イカ 
ます メデ アー ザ ナチ ハア ィ ドッ 。 サル ジョ ュー テウ の マ 


ノル 


和 
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み グ 下 、 けり サザ アシ ャ ー デザ ー パ ク 。 ゴ イン ナチ アザ 
ーー/2 の ビル カー プ ィ リー ナ A ル ハタ 。 デッラ ー 
フン マ イン ナー ナス タイ ー ヌ カ 、 ワ ナス タグ 
グイ ルク 。 ワ スス ニー アラ イカ ル ハ イラ 、 7 ラ 
= ププ フル ク 。 ツ ウミ エス ビビ カカ 、 ワウ ザラ フラゲ 
7 ラル 。 サー サフ ラウ マン オグ ウル か な 。 
[アデ ッ テ ジー よ 、 あ な た を 和 和 たち は 水 拝 し 、 あ な た に 
祈り 跳 き 、 あ な た へ と 向かっ て 訂 走 し 奉仕 し 、 あ な 
た の ご 慈悲 を 願い 、 あ な た の 懲罰 を 怖 れ ます 。 あ な 
た の 懲罰 は 必ず や 不信 仰 者 た ち に 降り か か り ま す 。 
アッ ラー よ 、 私 た ちら は あ な た に ご 援助 と お 赦し を 求 
め ま す 。 そ し て あな た を よく 讃 美 し 、 あ な た へ の 不 
信仰 に は 陥り ませ ん 。 私 た ち は あ な た を 信仰 し ます 。 
私 た ち は あ な た に 服従 し 、 あ な た を 信仰 し な い 者 か 
ら 背 き 去 り ま す 。」 
33. ウ ァ ム み の 礼拝 の テー ス 後 の ズ ィ ク ル 
-( こ 25 誠 の (BIMMI SE つう)- い 4 
スプ ハー ナル マリ キル クッ ドゥース (%3 回 ) (3 回 
目 は 声 に 出し て 言い 、 次 の 言葉 を 付け 足す 。) ラッ ピ 
ル マ ラ ー イ カテ デ ティ ワッ ルー ブフ プ 。 
「 聖 な る 王者 に 称え あれ (3 回 目 に は 「 天 使 た ちと 
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ジブ プア ダー ケル の 主 」 と 付け 足す )。」 
84. 苦悩 と 悲し み の 際 の ドア ー 
っ 2E く 99 6 て の 992 0・ 9 200)-YY・ 
Cl.dLS 8 Je eu 83 
OMdeiS oe 
の に うう ルク うぷ 2・ ご こう II 前 ぱり の ID 
(人 つい 65k っ 
アッ ラー フン マ イン ニー アプ ドッ ク 。 イ プ ヌ 
デデデ イグ 。 イ ブス イマ ディ み ウ 。 チー メ ヌィ ヤ テ ディ 
オグ 。 ヤー ディ ルッ ル ジィ ォ ー キ ダグ あん み 。 
ナド ッ ル ルル ディ ォ ー ヤ 人 多 デ アーレ クタ 。 ず デス アル あ 
ビリ ミン プリ ジル 。 サ アテ イア E 
ボツ サク の 。 ナウ テリ チル ポメ マ アッ ィ ー 学 デ ー ビ 
グ が 。 デ アレ ウレ アッ アム アプ アバ ゲン ミン ハル 二 
み 。 ア ウィ スク タ ア サル タ ビ ピ ヒ ジィ ー イル ミル 
ガイ ビ イン ダク 。 アン タダ ジュ ア テ ルク タル アー ナ 
学 ビ ピー デア ルビ ー。 サー メーラ サド ゥ リー。 
ジャギ テープ テス ニー ザー の ジミ ー。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た の し も べべ です 。 あ な た の 
男 の し も べ の 息子 で 、 あ な た の 女 の し も べ の 息子 で 
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す 。 私 の 前 髪 は あな た の 御手 に 和 要 ね られ て いま すぐ 。 
あな た の 私 に 対す る 裁定 は 既に 成 さ れ 、 私 に 関す る 
あな た の 判決 は 公正 で す 。 私 は あな た が 自ら そう 名 
付け られ た 、 あるいは あな た の 啓 典 の 中 で 下さ れ た 、 
ある い は あな た が あな た の 創造 物 に 教え られ た 、 あ 
る い は あな た が 不可 視 な る 知識 に お いて それ を 占有 
され て いる 全て の 御名 に お いて 、 ク ルアー ン を 私 の 
心 の 春 と し 、 私 の 胸中 の 光 と し 、 私 の 悲し みや 不安 
を 取り 除く も の と し て 下さ い 。」 
3k に SU 涼 じ の 作ら 21 > 5 20)-YY 
(JE 所 2 う が HU 2 生け 
ゲッ サー アン マ ゴア ニー アウ レー ズ ナオ ビル ミナ 
ル ハ ン ミ ワル ハ ザ ン 。 ワ ル ア ジ ュ ズ ィ ワル カサ 
ル 。 ワ ルプ ブフ リ ワル ジュ ブン 。 ワ ダラ イッ ダイ 
ニー リ ガラ バディ ッ リ ジャ ー ル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 苦 悩 と 悲し みか ら 、 無 能 と 意 情 か ら 、 
音 任 と 膜 病 か ら 、 借 金 の 重み と 男 た ちの 圧 制 か ら の 
ご 加護 を 求め ます 」 


訳者 注 : 97 頁 の 脚注 ① 参 照 。 
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35. 心配 を 除去 する ドア ー 
YE つう IIY (を を BS II)-VYY 
(こうろ | つう つう 和 0 VI 
ケー ゴイ ジー バハ イッ ラッ ラー フル アズ ィ ー ふ ろ ル ハ の 
on ああ 。 サー イラ テラー の イッテ ッ テ ー プ テッ グ 
7 ルル アズ スイー あみ 。 テー ゴイ ジー ハ イッ テッ 
が ラップ クー サマ ーー ザ ィ の マダ サップ デア 
ルディ ワ ラッ ブル アル シル カリ ー ム 。 
「 偉 大 か つ 寛 大 な アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも 
の は な く 、 偉 大 な る 主 座 の 主 で ある アッ ラー 以外 に 
真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 天 地 の 主 ・ 貴 い 玉座 の 
主 ア ッ ラ ー の 他 に 真 に 祭 拝 すべ きも の は あり ませ 
ん 。」 


ょ ひみ 2 る ルル 55 6 すう DD)- YY 
1 で STI. 全 

デア ッ テ ー フ ンマ ララ ハマ タカ アテ アル ジュ ー ファ ラ 

= 才 生 ル ニー ゴイ ラー ナ フ ス ズィー ダル ファ アタ 

プイ ツジ 。 デス リフ リー シャ ナニー カッ シラ 

Wa ジー イデ テー ババ ゴメ タチ テー ブ ゲ アト ゅ 。 

「 ア デッラ ー よ 、 あ な た の ご 慈悲 を 願い ます 。 私 を 一 


通 た り と も 見 放さ な いで 下さ い 。 私 に 関す る こと 全 
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て を 正 し て 下さ い 。 あ な た 以外 に 真 に 系 拝 す べき も 
029 
テア 9 オイ の "アン タ スプ ハー ナカ 
イン ニー グッ トゥ ミナ ザッ ザー リ ミ ー ツ 。 
「 あ な た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。 
あな た に 称え あれ 。 私 は は 本当に 罪悪 者 の 類 で し た 。」 
1 ちる 3 汗 さ 5 征 多 D)- 1Ye 
アッ ラー フ アッ ラー フ ラッ ピー ラー ウシ ュ 
II 交 層 世 ジャ パプ アー。 
「 ア ッ ラ ー、 ア デッラ ー こ そ 私 の 主 、 私 は か れ に 何 も 
の も 並べ て 拝 し ませ ん 。」 
36. 敵 や 暴君 に 会 う 時 の ドア ー 
る ke)- YY 
アルダ グー デア ツヤ ゴン ナー チア ュー ア ル あ み ジィ ー 
ヌ フ ー リ ヒム 。 ワ ナウ ー ズ ゼ ピカ ミン シュ 
ノル ー リ ヒ ム 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ち は あ な た を 彼ら に 対す る 護り 
と し 、 あ な た に 役 ら の 諸悪 か ら の ご 加護 を 求め ま 
al 
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うー ょ を 
] 


6 の 


うー 』 を 
] 


9 て り 


ン 


て 反っ ンー ンタ の 


テク ご っ Mei 
.(GbW 2 
アッ ラー フン マ アン タ アド ッ ゥ ディー。 ワ アン 
ダダ ナス メー ナー。 ビ 六 ナジ ェ ー ル ジワ 芝 アデ 
スベ メール 。 ジ ニー ビ カ ウレ カー ティ ル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た は 私 の 力 で 、 あ な た は 私 の 援 
助 者 で す 。 あ な た に よっ て 遠征 し 、 あ な た に よっ て 
攻め 入り 、 あ な た に よっ て 戦い ます 。」 
1((J5 直 で 5 区))- い YA 
ハス プ ナ ッ ラ ー フ ワ ニ ァ マル ワキ ー ル 。 
0 は ア クッ クー か いし 北 グ で すず 。 アッ ラー 
高 の 底 護 者 で す 。」 
1 抽 7 の の ご 
し たよ ば あつ うく で 5 こう HO)- い YN 
も も 2pg と yr が 6 gy 
22 59 だ 5 
レッ 
ラッ バル アル シル アズ ィ ー ム 。 クッ リー ジャ 
pv が ジー ジー と アー ロロ / (と と に 
対象 と な る 者 の 名 前 を あて は め る )、 ワ アハ ザー ビ 


( ぶ 


( 


e 
KO 


ヾ 思 
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MM 


ミン ハラ ー イ オカ 、 デ ン ヤ フ ル クタ プラ イ 
ゲ アハ ドゥ ッ ン ネン アム プア プ ウ ヤギ トゥ ガー。、 デ 
が ジャー ルカ 、 サ り ジャ ッ ジ ツア ナナ ー ツ あみ カ 。 ツ 
の "ーー ゴア テー パパ パッ テー アデ アン トリ ル 。 
「 ア テッ ラー よ 、7 層 の 天 と 偉大 な 玉座 の 主 よ 、 何 基 
(ここ に 対象 と な る 者 の 名 前 を 入れ る ) と その 徒党 
が 私 を 虐げ る こと の な いよ う 、 私 の 隣人 (守護 者 ) 
に な っ て 下さ い 。 あ な た の 隣人 と な っ た 者 こそ 強大 
で 、 あ な た へ の 讃 美 こそ 崇高 で す 。 あ な た 以外 に 真 
に 上 祭 拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」 
322 OL は 2 しょ に し の 3D yr 
0 aid ke 
っ 二 に 6 4 じ 引 う 履 和 5 ゆえ が 096 』 Ne c2b YI 人 | 
3 し 25. あう 38 ほっ 洲 必 br は どっ JO5 
(92 4 YS は る | 
アッ プー プ デ グ ク パル 。 デ ッ ピ テー デジ アデ テッ ズ ミ る 
アッ ツル ジャ ミー アー。 デック ター アア ッ 
レン ンマ ー アハ ー フ ワ アハ ザル 。 ア ウー ズ 
ター ドジ デー スク ォ ャ ー マー ゴイ ラー の イッ ラ 
ー プ 。 ア ルム ムスメ スイ キッ サマ ー ワ ー デ ティッ サ プ ブイ 


て 


// 
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アン ヤ カ ァ アナ アラル アル ディ イッ ラー ビ イ 
も モ 、 そ ジン ジャ タリ デブ ディ カ シラー テン 
(ここ に 対象 と な る 者 の 名 前 を 入れ る )、 ワ ジュ ヌ 
は の アト か リセ ザ デル ジュ ギー ゴイ 
E、 ミ ナル ジン ニニ ワル イン ス 。 ア ッ ラ ー フ ンマ ク 
ッ リ ー ジャ ー ラ ン ミン シャ ッ リ ヒム 。 ジャッ 
ケー ササ ナー 上 太 りり イッ ザ ド ザジ ャ ー ル ゆみ 。、『 ク 
ノー ジラ カス ムカ 、 ワ ラー ゴイ テー ハ ガイ ルク タ 。 
(x8 回 ) 
「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 全て の か れ の 創 
造物 より 偉大 な り 、 ア ッ ラ ー は 私 が 恐れ 私 が 警戒 す 
る も の 以上 に 強大 な り 。 私 は か れ 以 外 に 真 に 崇拝 す 
べき も の は 無く 、 か れ の 許可 な し に は 大 地 に 崩れ 落 
ち て し まう と ころ の 7 眉 め 天 多 支え る お 方 デッラ ジー 
に 、 人 と ジン か ら 成 る あな た の し も で の 何 某 (に こ 
に 対象 と な る 者 の 名 前 を 入れ る ) と 彼 の 軍隊 ・ 追 従 
者 た ち ・ そ の 一 派 の 悪 か ら ご 加護 を 求め ます 。 
ラー よ 、 彼 ら の 悪 か ら 私 を 護る 隣人 (守護 者 ) 【 
っ て 下さ い 。 あ な た へ の 讃 美 こ そ 崇 高 で 、 NM 
隣人 こそ 強大 で す 。 あ な た の 御名 は 祝福 に 溢れ 、 あ 
な た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ ん 。」 

前 


38. 敵 に 対す る ドア ー 
Ir Ak こし よー 用 DD)-Y1 
は 二 計 お 
アッ ラー フン マ ムン ズ ィ ラ ルキ ター ブ 。 サ リー ア 
を サー 。 イ プス ズ ィ ミ ル ア か ザー ツジ 。 ア デア ッ テー プク 
ンマ フ ズ ィ ム フ ム ワ ザル ズ ィ ル フ ム 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 啓 典 を 下さ れ た お 方 よ 、 清 算 を 敏速 
に な され る お 方 よ 、 敵 軍 を 敗走 させ て 下さ い 。 ア ッ 
ラー よ 、 彼 ら を 揺るが せ 敗 走 さ せ て 下さ い 、。」 
39. 人 々 を 世 れ る 時 に 言う ドア ー 
1(( こ も じゃ 25064DD)- い YY 
プッ ツタ ラー プシ ジマ ク グフ プ ィ ニー ドド あみ ビ マ ー ルウ ツメ ウタ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 望ま れる 方 法 で 私 を 彼ら か 
ら お 護り 下さ い 。」 
40. 信仰 心 に 疑問 が 生じ た 者 の ドア ー 
188 一 「 疑 い を 持っ た こと か ら ア ッ ラ ー に ご 加護 を 求 
0 
.((4 ス 5 る し と 2D)- YY 
アー マン トゥ ッ ビッ ラー ヒ ワ ルス リヒ 。 
「 私 は アッ ラー と か れ の 聞 言 者 た ち を 信じ ます 。」 
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の 55 ち 馬 2 と Vb3NI 当 *- Yo 
フワ ル アウ ワル ワル アー ヒル ワッ ザー ヒル 
ワル バー ティ ヌ ワ フワ ビク ッ リ シャ イイ ン 
プー 
『 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た は 過去 の 永遠 か ら 存 在 さ れ た お 
方 。 未来 の 永 示 にかけて 存在 され る お 方 。 最も 高き に 
お られ る お 方 。 最も 近く に お られ る お 方 で す 。 そ し て 
か れ は 全て の 事物 を 熟知 な され ます 。』【 鉄 章 : 3】 

41. 重い 負債 を 抱え た 時 の ドア ー 


(と LSE 17 人 DD)- YY 


ッッ ワ ウー ジン マー み ジィ ニー ば カラー アン 
メッ テー の WW プア ニニ ーー ビラ ァ ッ ドリ UM ア 
ジマ ン スィ ワー カ 。 

| デッラ ー よ 、 邊 を の ハ ラー の も の で は か な くめ な た 
の ハタ テー ケ の もの で 充分 と し て 下さ い 。@ そし て あ 
な た の 恩恵 に よっ て 、 私 を あな た だ け で 足る 者 と し 
て 下さ い 。」 





訳者 注 : ハラ ー ム と は イス ラー ム 法 上 非 合 法 と 規定 され た 物事 で 、 ハ 
ラー ル と は そこ に お いて 合法 と 規定 され た 物事 。 
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5 05 の 委 5 衝 162 も 折 3Ie 和 DDD-Yy 
.(QJ ほ 者 っ 200L2 っ 
アッ ラー フン マ イン ニー アウ ー ズ ピカ ミナ 
ル ハ ン ミ ワル ハ ザ ン 。 ワ ル ア ジ ュ ズ ィ ワル カサ 
ル 。 ワ ルプ ブフ リ ワル ジュ ブン 。 ワ ダラ イッ ダイ 
ニー ツウ ガラ パテ ィ ッ リ ジ ャ ー ル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 苦 悩 と 悲し みか ら 、 無 能 と 怠 必 か ら 、 
音 任 と 肛 病 か ら 、 借 金 の 重み と 男 た ちの 圧 制 か ら の 
ご 加護 を 求め ます 。」 
42. 礼拝 や 読 語 時 の 悪魔 の 嘱 き に 対す る ドド アー 
1((e> loUEEI っ る も 5)- YYA 
アウ ー ズ ビッ ラー ヒ ミナ ッ シ ャ イタ ー ニ ッ ラ ジ 
ー ム 。( そ し て 左 の 方 に 3 回 嘩 を 吐く ) 
「 私 は アッ ラー に 、 呪 われ る べき シャ イタ ー ン か ら 
の ご 加護 を 求め ます 。」 
43. 物事 に 困難 を 見 出し た 者 の ドア ー 
っ 506541 2 こも 2 先 =CY! 2 DD)- YY* 
.(QO42 
ゲン アー プア ママ デー サザ ツタ イッ ャ シー マー 
ジャ アル タプ サハ ラー。 ワ アン シタ タタ ジュ ア 
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ルル ハズ ナ イザ ー シ ウ タ サハ テー。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 容易 くし た こと だ けが 容易 
く な る の で す 。 あ な た が 望め ば 悲し み も 容易 く な り 
| 

44. 罪 を 犯し た 者 が 言い 、 行 うこ と 
140 一 「 罪 を 犯し た し も べ が 体 を よく 清め 、 立 ち 上 が 
っ て 2 ラク ア の 礼拝 を し 、 そ れ か ら ア ッ ラ ー に お 示 
し を 生え ば 、 か れ は その 罪 を 赦 され な いこ と が な 
| 

45. 悪魔 と その 嘱 き を 放逐 する ドア ー 
141 一 「 ア ッ ラ ー に シャ イタ ー ン か ら の ご 加護 を 求め 
0 
142 一 「 デ ゲー ン と を 言 う 。」 

148 一 「 ズ ィ ク ル の 言葉 を 唱え 、 クル アーン を 読む 。」 
46. 望ま な いこ と や 止む を 得 な いこ と が 
起こ っ た 時 の ドア ー 

1(JS LE 5 6 335)- 1 を 
カ ダ ル ッ ラ ー ヒ ワ マー シャ ー ア ファ アル 。 
「 こ れこ そ は アッ ラー の 定め られ た こと 。 か れ は か 
れ が お 望み に な る こと を 行わ れ た 。」 


① 訳者 注 : 31 ペー ジ の 脚注 参照 
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47. 出産 祝い の 言葉 と その 返事 
6 AL と 者 近く 0 つ 半 負 す 避 負 3360)-\5 
(CRORYP 
/ ャ ー ジ カッ ラー ンジ ラプ カ フィ ォ ィ ル マウ フー ビ ラク 。 
ワ シャ カル タル ワー ヒ ブ 。 ワ バラ ガ アシ ュ ッ 
ダフ プ 、 ワ ルズ ィ タ タ ピッ ラブ フ 。 
「 あ な た に 授け られ た 子供 に 関し て アッ ラー が あな 
だ を 祝福 し て 下さ いま す よ うに 。 そ し て あか た が 子 
供 を 授け た お 方 に 感謝 し ます よう 。 そ し て 彼 が 成長 
し た 暁 に は 、 あ な た が 彼 の 幸 行 を 受け ます よう に 。」 
あの りえ 届 | し そう (の YE 32L22 さけ 人 3 の ) 
(ZN 
(そし て 祝福 を 受け た 者 は 相手 に 次 の よう に 返す ) バー 
アジ 交 ダー ツ プ ジジ カカ サザ ゲー タカ デラ ィ イタ 。、 
の ーッ ゲーツ の オイ ダー ツ で テレカ あッ ク 
ー プ ミス タプ ブ 、 アジ ュ ザ ラ サワ ー バ パカ 。 
| デッラ テー の その こと を 視 福 し ます よう に 。 そ し て 
あな た に も 祝福 あれ 。 ア ッ ラ ー が あな た に も 良い 報 
奨 を 授け て 下さ いま す よ うに 。 そ し て アッ ラー が あ 
な た に 同じ よう に 子 を お 恵み に な り 、 あ な た へ 多く 


の 報奨 を 授け て 下さ いま す よ うに 。」 
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48. 子供 の た め の 魔 よ け 
アッ ラー の 御 使い は 孫 の ア ル テ ハ サン と アル テ フ 
サイ ン に 、 次 の よう な 御 加 護 の 言葉 を 用 いて 祈願 し 


ン みあ 。 ィ ッ ン クタ 


と or3 きら Blalodo 3eDD い mn 

」 .(G 

の かす ーー の み グ アー あり マー ティ ッッ テー ビッ ターン 

ミッ ボ や ダル タル ジテ イク ター ニン が ハー シマ 
7 穫 必 グッ リ ディ オニ テン テー ジマ 。 

「 私 は あな た 方 2 人 や の た め に 、 完 全 な アッ ラー の 御 

言葉 に よっ て 、 全 て の シャ イタ ー ン と 毒 を 持つ 生物 

か ら 、 そ し て 悪 を も た ら す 全て の 邪 視 か ら の ご 加護 

を 求め ます 。」 

49. 見 舞い 時 の 病人 へ の ドア ー 

1(GMU5O う 衝 攻 の)- い gy 

ラー バア サ タダ フー ルン イン シャ ー ア ッ ラ ー。 


① 「 あ な た 」 と 単数 2 人 称 で 言う 場合 は 、 冒 頭 の 「 ウ イー ズ ク マ ー」 を 
「 ウ イー ズ カ (男性 )」 あ る い は 「 ウ イー ズ キ (女性 )」 と 言い 換え ま 
す 。 ま た 「 あ な た 方 」 と 複数 2 人 称 で 言う 場合 は 、 同 様 に 「 ウ イー ズ 
クム (男性 、 あ る い は 男女 混合 )」 あ る い は 「 ウ イー ズ ク ン ナ (女性 )」 
と 言い 換え ます 。 同 様 に 「 彼 」 の 場合 は 「 ウ イー ズ フ 」、「 彼 女 」 の 場 
合 は 「 ウ イー ズ ハ ー」、「 彼 ら 」 の 場合 は 「 ウ イー ズ フ ム 」、「 彼 女 た ち 」 
の 場合 は 「 ウ イー ズ フ ン ナ 」 と な り ま す 。 
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「 大 き な 間 題 で は あり ませ ん 。 ア ッ ラ ー が そう お 望 
み で ある な ら ば 、 あ な た の ( 罪 と いう ) 汚れ が 清め 
られ ます よう に ぐ 。」 

(は お 1 と SI 耳 は ドス と SIPTTIMI) まれ 
アス アル ッ ラ ー ハ ル ア ズ ィ ー マ ラッ バル アル シル 
アゴ オー スス デル 補 シ ョ アブ ア ィ 平 み 。【XY 団 
「 私 は 、 偉 大 な る アッ ラー、 僅 大 な る 玉座 の 主 に あ 
な た を 癒し て 下さ る こと を 術 り ます 。」 

50. 病人 を 見 舞う こと の 徳 

149 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言っ た 。「 ム スリ ム の 兄弟 を 見 舞う 者 は 、 彼 の も と を 
訪れ て そこ に 腰 を 下ろ すま で 楽園 の 道 を 歩ん で いる 。 
そし て 腰 を 下ろ し た と き に は 、 慈悲 が 彼 を 包み 込む 。 
も し それ が 朝 だ っ た の な ら 、7 万 の 天使 が 夜 に な る 
まで 彼 を 祝福 する 。 そ し て も し 夜 だ っ た の な ら 、 や 
は り 7 万 の 天使 が 朝 を 迎え る まで 彼 を 祝福 する 。」 


訳者 注 : 病 や 不幸 や 苦難 な ど は 、 ム スリ ム の 購 罪 と な り ま す 。 預言 者 
ムハンマド は 言い まし た :「 ム スリ ム に 降り か か る 災難 で 、 そ れ に よ 
っ て 彼 の 罪 が 赦 さ れる こと に な ら な いも の は な い 。 例え それ が 一 本 の 
と げに よる 痛み だ っ た と し て も 。」 (アル ニテ ブ ハー リー と ムスリム の 伝 
承 ) 
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51. 死期 が 迫っ た 病人 の ドア ー 
.((ENI os っ は 5J 有 (60D)-V・ 
アッ テー フン マグ プ ィ ル リー ワル ハム ニー ツ 
アル E み ニー ば ッ ジ アプ ィ ー キ ルツ ア ァ シ ジー。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 を 御 赤 し 下さ い 。 私 に ご 慈悲 を お 
か け 下 さい 。 最高 の 同伴 者 の 御 許 6@ へ と 、 私 を お 右 し 
下さ い 。」 
.(( っ ゴン.81 141))-)91 
「 預 言 者 は 自ら の 死に 瀬 し た 時 、 彼 の 両手 を 水 に つ 
けさ せる と 、 そ の 手 で 顔 を 撫で て 次 の よう に 唱え た : 
デー ゴジ テー の ー ゴ タテ タッ テー アプ ゴッチ リル マ 
の ジ ザ サリ カテ クー トウ み 。 
『 ア ッ ラ ー 以 外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な し 。 本 当 
に 死 と は 苦し いも の で ある 。』』l 
Y と 2 59141Y。2 と 301YI 4 Ye 5 抽 2 0) 41 9))-\6Y 
計り と 5 9 VIM も 1 人) コ 抽 作 | VI2I 9 る 
.(C⑭LYI 
ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワッ ラー ブ プ ア 
ググ パ ル 。 ラー イラ テー ハ イッ テッ クー ワウ の ハ ダ 
ひ 訳者 注 :「 最 高 の 同伴 者 」 と は アッ ラー、 あ る い は 以前 の 預言 者 た ち 


な どか ら 成 る 天国 の 住人 、 な ど と いう 解 息 の 仕方 が あり ます 。 
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が 。 ダー ゴ タ テー ハ イッ シア ッ ク テーブ サム ゲッ 
本 oe 0 ne の 。 サー イデ テー み ザッ 
ッ ラ ー フ ラフ ルム ルク ワ ラフ ル ハ ム ド ッ 。 ラ 
ーー 人 サダ チープ の ジー、 の アア 
に ゲー が ルル タ グ イッ シー 革 ァ テー ビ 。 

「 ア テッ ラー 以 外 に 真 に 祭 拝 す べき も の は 無し 。 ア ッ 
ラー は 偉大 な り 。 唯 一 の アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 
べき も の は 無し 。 唯 一 で 並ぶ 者 無き お 方 アッラー 以 
外 に 真 に 祭 拝 すべ きも の は 無し 。 アッラー 以外 に 真 
に 崇拝 すべ きも の は 無し 。 主権 と 讃 美 は か れ の も の 。 
アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は 無 し 。 至 高 和 
大 の アッ ラー の 他 に いか な る 威力 も 強大 な る も の も 
| 

52. 死に 瀬 し た 者 へ の 言葉 
.(C⑭|I2IY))- 1eY 

ー イ ラー ハ イッ チッ テー (つま り 索 に 珠 し た 者 に 
の 言葉 を 口 に させ る た め に 、 周 り の 者 が この 言葉 を 唱 
まう 。 
「 最 後 の 言葉 が 「 ア ッ ラ ー 以 外 に 真 に 崇拝 すべ きも 
の は 無し 」 で あっ た 者 は 天国 【 = 入る 。」 


my MI 
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53. 災難 に 見 舞 わ れ た 者 の ドア ー 


は テ さ こけ の きっ 肝 1 4 あら る 65 る)-\o4 


.((e> 
WW デー ザー ガオ ル ナー オ サ ガ 下 
テー ジウ リー ツ w。 デ ッ ピ テー プア ャ ア ジュ ルー ヴィ 


ーー Ma ワ デフ プリ プ リー み イ 
プシ ジー 

「 本 当 に 私 た ち は ア ッ ラ ー の も の 、 本 当 に 私 た ち は 
アッ ラー の 御 許 へ 帰っ て 行き ます 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 
が 受け た 災難 に お いて 私 に 報 胡 を 与え 、 こ の 災難 の 
後に それ より 素晴らし いも の を 私 に お 授け 下さ い 。」 

54. 死人 の 目 を 閉じ る 時 の ドア ー 

EPRTB1( 朋 て こう 凍 池 0 16。 


ン 
ン 
3 


うお 9 とう OU つ 
Ga 

アッ ラー フン マグ フィ ル リリ (ここ に 胡 人 の 名 前 を 
入れ る ) ワシ ファ ウ ダラ ジャ タフ フィ ル マ ハ デ 
イー ザー ジ 。 ツ プル ラフ フォ ィ ー アデ キビ EE ワラ ォ 
UP 、 サゲ メア ィ ルル ツナ ザー T ラテ ァ 
mm ゲッ クッ リル アー ラミ ネー シン 。、 ワ リプ サフ ジラ デア 
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fr が UE りり チリ ツィ ォ ルル ジラ ラファ ィ ー そ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 何 某 (ここ に 政 人 の 名 前 を 入れ る ) 
を 赦し た まえ 。 そ し て 導 か れ た 者 た ちの 中 に お いて 
彼 の 位階 を 上 げ て 下さ い 。 彼 の 後に 、 私 た ち 残 され 
た 者 た ちの 中 に 彼 を 継ぐ 者 を お 与え を 下さい 。 万 有 の 
主 よ 、 私 た ちと 彼 を お 薇 し 下さ い 。 彼 の た め に その 
墓 を 広げ て 、 そ の 中 を お 照ら し 下さ い 。」 
55. 死人 の た め に 祈る 時 の ドア ー 

Ox 人生 少 IhD)- Yo 
つう 生き し 015 ッ 結 2 く 05 を 0 し 入 あ x 





っ は テ っ (5 LU D5 拓 生 く 3 3 
ご は 55 た 着く ( を 5 し と し 55 

(OU 
アッ ラー フン マグ フィ ル ラフ ワル ハム フ 。 ワ 
ナー ツィ ォ ド 。 ワリ アク デップ 。 ツリ デル クリ リム 区 ス 
ラフ ブフ 。 ワ ワッ スイ ア ム ド ッ ハラ フ 。 ワ グ ス ィ ル 
フ ビル マー イ ワッ サル ジ ワル バラ ドッ 。 ワ 
ナッ キ ヒ ミナ ル ハ ター ヤー カマ ー ナッ カイ タ 
ッ サ ウパ ルプ アプ ヤグ ミナ オッ ダ ナス 。 ワ アプ ディ 
ルプ ダー ラン ハイ ラン ミン ダー リ E。 アツ 
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ナハ ラン パイ テン ミン アデ ハリ ヒモ 。 の ゆめ 

ミン ザウ ジグ セ じ 。ー デ ドッ ゥ み セ ル 
フル ジャ ン ナ 。 ワ アイ ズブ フ ミン アザ ー ピ ルカ 
ゲ U リ 7 デザ サー ビジ ッ ナ チー ル 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 を 散 し 、 彼 に ご 慈悲 を 与え 、 彼 を 
癒し 、 お 守り 下さ い 。 そ し て 彼 に よい 住ま い を 与え 、 
その 入り 口 を 広げ 、 水 と 雪 と 直 で 彼 を 清め て 下さ い 。 
そし て あな た が 白い 服 を 汚れ か ら 清 浄 に され た よう 
に 、 彼 を その 過ち か ら 清 め て 下さ い 。 そし て 彼 に ( 生 
前 の ) 彼 の 住 処 より も 素晴らし い 住処 を 、 彼 の ( 生 
前 の ) 家族 より も 素晴らし い 家 族 を 、 彼 の (生前 の ) 
配偶 者 より 素晴らし い 配 偶 者 を 引き 換え に お 与え 下 
さい 。 そ し て 彼 を 楽園 に 入れ 、 墓 の 災難 と 業火 の 懲 
六 か ら 彼 を お 護り 下さ い 。」 

2 6 っ 2 くう EuaL5 タ CE 2218DD)-1oY 
4 ある 2 で OL と e ら を 1 DL. E も 855 

1 ま 4 人 racylE る 2 
アッ ラー フン マグ フィ ル リハ イイ ナー、 ワ マイ 
デイ オナ ーッ アツ キャ ーー ディ イプ アー ツア ニー ガー イ ゼ 
nn、W 和夫 呼 mm りす チー ば 二 ピ ビー ザー、W ザ 
サチ ナー の か ッッ サ ー ナ ー。 デック ラー ツジ ン w 
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/ ツ チ ハ ヤ イタ ダラ ミン ナー ファ ア ハイ E デラ 
ルイ スラ ー ム 。 ワ マン タワ ッ フ ァ イ タ フ ミン 


ーー デア アダ ビップ ァ ブ ナラ ルイ ー マ ー ツ 。 ブッ 
ーー ケツ ダー デハ リナ チー アザ ジュッ タマ ツ 
ケー トド ゆ は が オッ ツナ ー パッ ァ ゲ ブ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちの うち 生き て いる 者 た ち を 、 
亡くな っ た 者 た ち を 、 こ の 場 に 居合 わせ て いる 者 た 
ち を 、 不 在 の 者 た ち を 、 老 若 男 女 を お 赦し 下さ い 。 
アッ ラー よ 、 あ な た が 私 た ちの 内 で 生か す 者 は イス 
ラー ム に お いて 生か し て 下さ い 。 あ な た が 私 た ちの 
内 で 死 を 与え る 者 は 、 信 仰 を も っ た 状態 で 死な せ て 
下さ い 。 アッ ラー よ 、 その 報奨 @ を 私 た ち に 禁じ な い 
で 下さ い 。 ま た 私 た ち を その 後 で 迷 ち せな いで 下さ 
kl 
お ちっ てく J と か あき 28 goOB OleALD)-1eA 
な 526. あり BI < 第 II 人 
(CH 
アッ ラー フン マ イン ナ (ここ に 麗人 の 名 前 を 入れ 
50 ゲ ォ ィ ー イン シマ ャ ディル 。 アグ ハナ プリ ザ ザ ツー 





① 訳者 注 : つま り 葬 儀 の 礼拝 に 参加 する こと に よっ て 得 ら れる 報 胡 の こ 
と 。 
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リウ み 。 ブ プッ きき キ セ ミシン シ フィ トゥ ナディ ルカ プリ 
ワ アザ ー ビ ン ナー ル 。 ワ アン タ アハ ルル ワ フ 
ァ ー イ ワル ハッ ク 。 ファ グ フィ ル ラフ ワル ハ 
ム グ ゴイ シン ナカ アシ クル ガ フ ー ル ッ ジ ヒー ム 。 
「 ア デッラ ー よ 、 本 当 に 何 某 (ここ に 逆 人 の 名 前 を 入 
れる ) は あな た の 底 護 の も と に 、 あな た を 頼み の 綱 
と し て いま す 。 で すか ら 墓 の 災難 と 業火 の 懲 信 か ら 
彼 を 御 守 り 下 さい 。 あ な た こそ 約束 を 履行 する 真理 
の お 方 で す 。 彼 を 赦し 、 彼 に 慈悲 を 垂れ て 下さ い 、。 
本 当 に あな た は よく 赦 され る 慈悲 深い お 方 で す 。」 
あく 和 う 條 と UL も 5 3 64h0)- 1e* 

1((G2 23 もろ の ぼ の て ンー 5 上 っ 全 OOlkglGe 
アッ ラー ブフ ンマ アプ ドッ カ ワ ブ プ ヌ アマ ティ カ 
の グー ジャ ゴイ ター ダ ハ マデ ィ タ 。 ツ グ アシ ンタ 
ニー ユン アン アテ ザー ビ E モ 。 イン カー ナ ム & 
ンス イナ ツ ファ メイ ビ ドゥ フィ ー の サチ ー デ ィ 
ヒヒ 。 ワ イン カー ナ ム ス イ ィ イー アン ファ タダ ジャ 
の 訳者 注 : 当時 の アラ ブ の 1 習慣 と し て 、 旅人 や 商人 な ど は ある 部 族 の 
支配 地域 を 安全 に 通過 し た い 時 、 そ の 部 族 の 長 か ら 底 護 を 得る 習慣 が 
あり まし た 。 こ れ が ここ で は 「 ゾ 頼み の 綱 」 と 意訳 し た 「 ハ ブル ・ ジ ワ 
ー リ カ 」 と いう 言葉 の 由来 で す 。 こ こ で は 故人 が アッ ラー の 諾 護 の も 
と に ある こと を 指し 、 そ れ ゆ え に 来 世に お ける 諸々 の 災難 や 懲 凡 か ら 
の 彼 の 安全 を 祈っ て いる の で す 。 
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ー ワ ズ アン フ 。 

| デ ゲッ アー よ 。 あ な た の し も べ 、 そ し て あな か た の 友 
し も ゃ も べ の 息子 は あな た の ご 慈悲 を 必要 と し て いま す 。 
そし て あな た は 彼 を 罰 さ ず と も 済ま すこ と が 出来 る 
お 方 で す 。 も し 彼 が 良い 人 物 で あっ た の な ら 彼 の 善 
行 を 増やし 、 も し 悪い 人 で あっ た の な ら そ れ を 見 逃 
し て や っ て 下さ い 。」 

56. 亡くな っ た 子供 の た め に 祈る 時 の ドア ー 


.(GD GE と 4DD)- 
アッ ラー フン マ アイ ズ フ ミン アザ ー ビ ル カプ ル 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 を 墓 の 茸 しみ から お 助け 下さ い 。」 
ら 誠 < PPEEYPIIE ネ YYIE ミ PS) FI 
45 役 も ば うる 調 まう の 
LE の の 訂 る ea 
(@EyU 区 っ 5 Cp05 く Gy lf 


サレ ンズ 


1 


ん 
る 


そし て こう 続け れ ば 沿 恨 い : デッラ テー プン マ 
アル ンプ ファ ラク タン ワリ ニー ズ フ ラン シン リサ ワー リサ 
双 。 婦 ww プ ィ イー ゲッ ああ ジャ ーー。 デ ッ 
フン マ サッ キル ビ ヒ マ ワ ー ズ イィ ナ フ マ ー ワ 


ズ 


MI 
( 
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アァ ズ イ ム ピ ヒ ウジ ュー ラフ マー。 ワ アル ヒ 
ゲン グ ビザ ツー サリ セル ムウ ミ テー ナ 、 サ ツア ョ アル アタ 
イー の ヴァ ー タ クィ イ ゴイ プター トー 『 補 
双 ビラ ハマ ディ カカ アザー バル ジャ ピー ふろ 。 ツ 
アブ ディ ルフ ダー ラン ハイ ラン ミン ダー リ 
ヒヒ 。 ワ アハ ラン ハイ ラン ミン アハ リヒ 。 ア 
が ジー プン マガ が プイ ル サリ デス テー プイ ィ ザ ー。 サザ 
アプ アー ティ ザー。 が マッ の カナ チ ナー ビル 
ー マ ー ン 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、( 天 折 し た 子 を ) 彼 の 両親 の 先駆 、 
そし て 来世 で の 報 所 と し 、 必 ず 受 け 入 れ ら れる 執り 
成 し 人 と し て 下さ い 。 ア ッ ラ ー よ 、 彼 に よっ て 両親 
の 善行 の 笠 を 重く し 、 彼 ら の 報奨 を 偉大 な も の に し 
て 下さ い 。 ま た (来世 に お いて ) 彼 を 信仰 者 た ちの 
中 で も 敬 度 な 者 の 仲間 に 入れ 、 そ し て イブ ラー ヒー 
ム の 保護 の も と に お いて 下さ い 。 あ な た の ご 慈悲 で 
彼 を 地獄 の 苦し みか ら お 護り 下さ い 。 そ し て 彼 に ( 生 
前 の ) 彼 の 住処 より も 素晴らし い 住 処 を 、 彼 の ( 生 
前 の ) 家族 より も 素晴らし い 家族 を 、 お 与え を 下さ い 。 
アッ ラー よ 、 私 た ちの 祖先 た ち 、 子 孫 た ち 、 私 た ち 





⑤ つま り 天 国 に 入る こと に お いて 、 両 親 に 先駆 ける と いう こと 。 
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に 先駆 け て 信仰 に 入っ た 者 た ち を お 赦し 下さ い 。」 
1 で GL も る 可 例 20 の) いい 

ナッ デー プン マジ ョ アル アプ ラナ ザー ファ ャ シタ クタ ン シ 。 

か サー プ ァ ン 、 が アン ョ テー。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 を 私 た ちの 先駆 と し 、 先 人 と し 、 

報 所 と し て 下さ い 。」 

57. 下 間 の 際 の ドド アー 
しら 5 mfc 作 3 放 6m8D)-mY 
イン ナ リッ ラー ヒ マー アハ ザ 、 ワ ラフ マ 
ーー アァ ター ワ クッ ル シャ イイ ン イン ダフ 
ビア ジャ リン ム サ ン マー・・・ フ ァ ル タス ビル ワ 
ル タ ハ タス イプ 。 

「 実 に アッ ラー が お 取り に な っ た も の と お 与え に な 
られ た も の は 、 ア ッ ラ ー に 属す る 。 そ し て か れ の 御 
許 に ある も の 全て に は 、 決め られ た 定 命 が あ る 。 ・…・ 
それ ゆえ よく 耐え 、 そ こ に お いて 報 所 を 求め な さ 
Mj 

1 る < 有 D) 
索 ほ より 良い チタ ザマ ャ ー ャ ター デア アテ 


の V 、 チ の ドナ すか ー ア きき WM プ ッ 
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ラ リマ イイ ティ カ 。 
「 ア ッ ラ ー が あな た の 報奨 を 比 額 な く 大 き な も の と 
し て 下さ いま す よ う 。 あな た の 哀悼 を よき も の と し 、 
逆 人 の 罪 が 赦 さ れ ま す よ う 。」 
58. 遺体 埋葬 時 の ドア ー 
.((39 り うま る E う 9 の) 
ビル ミッ シー ツ アウ ラー スメル ナディ ラス ネー 
た が の 
「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 、 ア ッ ラ ー の 使徒 の スン 
プ に 従っ て 。」 
59. 遺体 埋葬 後 の ド アー 
1(G5 る 0 湖 (600)- YO 
アッ ラー フン マグ フィ ル ラフ 。 アッ ラー フン マ 
ント ゆり ど 。 
[デッラ テー よ 、 彼 を 赦し まえ 。 デ ッ プ ラー よ 。 邊 を 
堅固 に し た まえ @。」 


NM 7 ん 


O 


8 


訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 

人 生 の あら ゆる 分 野 に お いて 示し た 、 ム スリ ム の 従う べき 規範 ・ 手 

法 ・ 道 の こと 。 
② 訳者 注 : 人 は 死後 、 墓 の 中 で 彼 の 主 と 宗教 と 使徒 に つい て 質問 され ま 
す 。 そ の 際 に 、 堅 固 に 正しい 返答 (つま り 主 は アッ ラー、 宗 教 は イス 
ラー ム 、 使 徒 は ムハンマド で ある 、 と 言う こと ) が 出来 ます よう に 、 
と いう 意味 で す 。 
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60. 墓地 を 訪問 し た 際 の ドア ー 
者 2 ASD)- 1t6 
に 05 し oo 二 測 生 56 二 さき 旋 負 

KCORIPCP 
アッ サラ ター ム アラ イグ クム アハ テッ デ ィ ヤ ー ザ サ 、 
ミチ ルム ウミ ニー ザ 、 リル スリ ミー シ 。、 ツ イシ 
の イツ デー デル テー プ ビア ジーク め 
ー ン 。 ワ ヤル ハム ッ ラ ー フ ルム スタ ク デ ィ ミ ー ナ 
の ます ャ ー ルル あみ ププ デ も リサ リーン 。、 ア デメ アル ッ ラ ー 
ツ ナー の テク あみ ル テ デー ティ 。 

「 信 仰 者 と ムスリム か ら な る 墓 の 住人 た ちよ 、 あ な 
た 方 の 上 に 平安 あれ 。 私 た ち は ア ッ ラ ー の 思 し 圧 し 
と と も に 、 あ な た 方 に 追い つき ます 。 ア ッ シ ラー が 私 
た ちの 内 の 先 人 た ちと 後 人 た ち に 、 ご 慈悲 を 垂れ て 
下さ いま す よ うに 。 私 は アッ ラー に 、 私 た ちと あな 
た 方 の ご 加護 を 祈り ます 。」 

61. 風 が 吹い た 時 の ドア ー 

(6 六 ab5 be を ET 4DDD- ym 
アデ アッ テージ ラン マッ イジ ニー アス アル カカ ハイ ラム 
ーー アプ ウー ズ ピカ ミン シャ ッ リ ハー。 

「 ア デッラ ー よ 、 私 は あな た に 風 の 良 きこ と を 願い 、 
180 


ノル 


その 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 
らし ポレ ュ スチ し g セ が 作 5 を る f DD)-Yy 
1 と し ea 発作 
アッ ラー フン マ イン ニー アス アル カ ハイ ラ ハ 
we マー ブ ィ イー の ーー、W mW テ 学 
ーー ルス ルプ ト リリ ビビ ヒ し 。 ワウ デジ ルー チズ だ あ 
の キジ ダリ ハー、 ツア シャ ッ リ マー プ ィ ー 
ーー ジ ジア テア wV マー サル スイ テツ トウ EE。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ち は あ な た に 風 の 良 き 事 と 、 そ 
の 中 に ある 良き も の と 、 そ の た め に 送ら れ た と ころ 
の 良き 事 を 願い ます 。 そ し て その 悪 と 、 そ の 中 に あ 
る 悪 と 、 そ の た め に 送ら れ た と ころ の 悪 か ら の ご 加 
護 を 求め ます 。」 
62. 雷鳴 の 時 の ドア ー 

(叶っ 0 の 四 だ る と 電 So)- い YA 
穫 プ アー サッ タテ メイ ー ほす ッ ピ フッ テツ シャ ドッ ビ 
ハム ディ ヒ ワル マラ ー イ カト ウッ ミン ヒー ファ 
レー 
「 ア デッラ ー に 称 状 あ れ 、 雷 は か れ を 讃え て 唱 念 し , 
また 天使 た ちら も か れ を 虹 れ て 唱 念 す る 。」 
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63. 雨 委 い の ド アー より 
えま ae く 2 2 し 6 も 」 2 も 2 も EE Cc 人 DD)- い 1A 
.(Js「 

アッ ラー フン マ アス キナ ー ガイ サン ムギ ー サ 
の リー テン マツ マリー アル ザー プイ アン 7 
mW た 。、 チー ジテ レル ルオ ラテ ブー ジル 
「 ア ッ ラ ー よ 、 日 延べ する こと な く 、 私 た ち に 害 の 
無い 有益 な 、 祝 福 さ れ た 豊 稼 の 恵み の 雨 を 降ら せ て 
下さ い 。」 

1 De 0 に efE 和 DD)- YY・ 
メジ タプ メージ ンマ イキ ギ ス メス ナー、 アッ ラー ンマ アデ 
5 ナー、 デ タラ テー プシ ジマ アキ ギ キス ナー。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ち に 恵み の 雨 を 降ら せ て 下さ い 。 
アッ ラー よ 、 私 た ち に 恵み の 雨 を 降ら せ て 下さ い 。 
アッ ラー よ 、 私 た ち に 恵み の 雨 を 降ら せ て 下さ い 。」 
3 セー 全う 2 寺 5335Ce た 和 D)- 1V 

.( こ 所 

アッ ラー フン マス キ イ バ ー ダ カ 、 ワ バハ ー イ マ 
カ 、 ワ ン シ ュ ル ラ ハ マ タカ 、 ワ アハ イー バラ 
ダ カ ル マイ イト ッ 。 
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「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の し も べた ちと 畜 貢 た ち に 雨 
を 降ら ちら せ 、 あ な た の ご 慈悲 を 広く 行き 渡ら せ 、 あ な 
た の 枯れ 果て た 土地 を 蘇ら せ て 下さ い 。」 
64. 雨 が 降っ た 時 の ドア ー 
.(CGE2 00)- 1vY 
メダ デー プア ンマ ず イ イツ チー プ ィ チー。 
「 ア デッラ ー よ 、 有 人 益 な 雨 を 降ら せ て 下さ い 。」 
65. 雨 が 降っ た 後 の ド アー 
1(G う る | 上 2 る じ 池 め )- 1VY 


ン 


ム テ ィ ル ナー ビ フ ァ ドゥ リッ ラー ヒ ワ ラ ハ マ 


ゲ 区 
「 ア ッ ラ ー の 軸 恵 と 慈悲 に よっ て 、 私 た ち は 雨 に 恵 
まじ まし た 。l 


66. 雨 が 止ん で 欲し い 時 の ドア ー 


ィ イン 


メン レ BrLSI て 宙 LEE 3 と DDD-Ys 

1 9 (Cl こっ 23 < | 

アッ ラー フン マ ハ ワ ー ラ イナ ー ワ ラー アラ 

イナ ー。 ア ッ ラ ー フ ンマ アラ ルアー カー ミ ワッ 

スイ ラー ビ 。、 リ プ ト ル ーー ニル アリ ディ ヤ テ ィ 
マナ ー ビ テ ィ ッ シャ ジャ ル 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちの 真 上 で は な く 私 た ちの 周囲 
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に 6⑤。 ア デッラ ー よ 、 山 や 丘 に 、 渓 谷 に 、 苗 木 に 。」 
67. 三日月 を 見 た 時 の ドア ー 
eb を OLSx ob の YU EE TDS 50)- vo 
022 の 2 こま っ s 釣 5 
プター ズ プ アデ アク の ルル アッ テー アン ヤマ アア ヒッ テア 
プ アラ イサ ナー ビル アム み ムー ワル イー マー ツジ ツ 。 
ッ サ ラー マテ ィ ワル イス ラー ム 。 ワ ッ タ ウフ ィ ー 
キ リマ ー トッ ゥ ヒップ ラッパ バナー ワ タル ダ 

mo デップ ナー 9 ニテ デップ カ ッ ラ テー。 

「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ち が 安 寧 
と その 継続 、 そ し て 平安 と その 継続 の 状態 に ある ま 
ま 、 月 を 三日月 に し て 下さ い 。 そ し て あな た が お 望 
み に な り 御 満悦 され る こと に お ける 成功 に よっ て 。 
私 た ちと あな た の 主 は アッ ラー で す 。」 

68. プク ター ルル ( 斎 式 明 け の 食事 ) 時 の ドア ー 


」 2 』o フイ ン る っ 2 レク 
(GU 91 VI と 32 く 3 に 5 に 紹 こ ))- YY 


ザ ハ か パッ ザマ ウ ソ ツ プ タッ ラテ ィ ル ウル ー ク 、 ツ ウツ 
サバ タル アジ ュ ル イン シャ ー ア ッ ラ ー。 





① 訳者 注 : つま り 被 害 を 及ぼ す よ うな 大 雨 で は な く 、 適度 か つ 有 人 益 な 雨 
を 願い ます 。 
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「 喉 の き を 癒し 、 血 管 を 混 ら せ 、 そ し て アッ ラー 
の 思 し 有 名 し な ら ば ( 斎 戒 の ) 報奨 を 確実 な も の と さ 
0 

アッ ラー フン マ ィ ン ニ ー アス アル カ ツノ リマ 
ゲイ カッ プ デ ィ ー ワ ス ィ イア トル タップ ジャイ 
イジ アン み プア フィ タテ リー。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は 万 有 に 満ち 広がる あな た の ご 慈 
悲 に お いて 、 私 を 莉 し て 下さ る こと を 祈り ます 。」 
69. 食前 の ドア ー 

.(( る | ツー \VA 
みさ デー 
「 も し あな た 方 が 食べ 物 を 食べ る 時 に は 、『 ア ッ ラ ー 
の 御名 に お いて 。』 と 唱え よ 。 そ し て も し それ を 最初 
に 言い 忘れ た 時 に は 、『 そ の 始ま り と 終わ り に 、 ア ッ 
ラー の 御名 に お いて 。』 と 言う の だ 。」 
1 と ら ル も る 940D)- い YA 
「 ア ッ に よっ て 食べ 物 を 与え られ た 者 は 、 次 の 
よう に 言う : 
2 ダー ブン シマ パー リク ラナ ー フィ ーE。『 
プ ト み あみ チ ー の サル アプ 。 
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中 


『 ア ッ ラ ー よ 、 そ れ に お いて 私 た ち を 祝福 し 、 そ れ 
以上 に 良い も の を 私 た ち に 施 し て 下さ い 。』 
1(G も 5 る EDD) 
また だ 、 ア ッ ラ ー に よっ て ミル ク を 与え られ た 者 は 、 
次 の よう に 言う : 
ポッ ーッ ーー リク サチ アー ツィ ォ ー 
メイ ドッ ナー アプ 。 
『 ア ッ ラ ー よ 、 そ れ に お いて 私 た ち を 祝福 し 、 そ れ 
を 私 た ち に 増やし て 下さ い 。』 
70. 食後 の ドア ー 
つり 2 たち 5 っ (222 て 45 ab と 雪 あ 4D)- い 人 
」 6 
アル ハム ドゥ リッ ラー ヒモ ビッ ラズ ィ ー アデ トッ アマ ニ 
ho wei 7 且 ニー ドミ が だ 7 イ W のみ 
ウリ ン ミン ニー ワ ラー クウ ワ 。 
「 私 の 力 が 少し も 介在 する こと の な いと ころ に お い 
て 、 こ れ を 私 に 食べ させ 、 お 恵み に な っ た アッ ラー 
に 称え あれ 。」 
Y ら 2 30 光 (EUCP 1LS よる ぶり )-1A) 


ン 


の 9 ンー ルッ 2 ン 6 メ 
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アル ハム ドッ ゥ リッ ラー ヒ ハム ダン カス イィ イー ラン 
タイ イ バ ン ム バ ー ラ カン フィ ー ヒ 。 ガ イラ マ 
グ デ ォ ー イ シル ササ サー あり ッ ゲ イン アン 、 サ 9 ター 
み ス タダ ナン アンシン ラッ パナ ー。 
「 限 りな い 、 素 晴らし い 、 和 祝福 され た 讃 美 で 私 た ち 
の 主 ア ッ ラ ー を 称え ます 。 私 た ちの 主 よ 、( か れ に 対 
し て の ) 証 守 ほこ れ で 売 分 と いう こと は な かく 、 また だ 
それ は 途絶 える こと も な く 、 か つ 不 可 欠 で す 。」 

71. 食事 を 振る 舞っ た 者 へ の ドア ー 

で 徐 才 放 肖 て 者 ち は 放 CUD)- い AY 
の プル" mW あま ジリ ああ プ ォ ー マ ツー ラテ 
ザク タフ ム 、 ワ グフ ィ ル ラフ ム ワル ハム フ ム 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 彼ら に 御 恵み に な っ た も の 
に お いて 、 彼 ら を 祝福 し て 下さ い 。 そ し て 彼ら を 落 
し 、 彼 ら に ご 慈悲 を お か け 下 さい 。」 
72. 飲み 物 を 与え る 者 、 そ れ を 行 お うと する 者 へ の 

R 
(Go の so 0D)- い AY 
デア ウ テー フン マ アト ッ イ カカ マン アト ウッ ア マニ 
ー ワ ス キ マン サカ ー ニ ー。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 に 食事 を 施し た 者 に 食事 を 恵み た 
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まえ 。 そ し て 私 に 飲み 物 を 与え た 者 に 飲み 物 を 与え 
だ ま 究 。l 
73. プン ター クタ? を 施 し た 者 へ の ドア ー 

こし 2 タ く NIL も 1 く 58 し 0 825e 泌 放 ))- い AS 
.(CGSAI AE 

プア クラ イッ ダダ タ ムッ サー イーナ 、 ツ アカ ラ 

タ ア ー マ ク ムル アプ ラー ル 、 ワ サッ ラ ト ッ アラ 

イク ムル マラ ー イ カ 。 

「 あ な た 方 の も と で ダー アス @ た ち が サウ クス を 解き 、 

正しく よき 人 々 が あな た 方 の 食べ 物 を 食べ 、 あ な た 

方 に 対し 天使 た ち が 祈 り ま す よ うに 。」 

74. ダウ ス 中 に 食事 を 出さ れ た 場合 の ドア ー 
185 一 「 も し あな た 方 が 食事 に 招待 され た ら 、 それに 
応じ よ 。 も し 齋 戒 中 な ら ば 祈願 し て や り 、 も し そう 
で な いな ら 食 べ る の だ 。」 

75. 喧嘩 を けし か けら れ た 時 に ダー アス が 言う こ 
(で 3L2 kgL2 SD)- い AT 

オア デー サー イム ぁ 。 イン ニー サー イ ょ ぁ 。 

① 訳者 注 : イ フタ ー ル と は 、 サ ウム (いわ ゆる 断食 : 日 の 出前 か ら 日 没 

まで 、 飲食 や 性 行為 な ど 諸々 の 行為 を アッ ラー へ の 拝 を 意図 し て 総 
つこ と ) を 行う 者 が 日 没後 に 摂る 食事 。 
② 訳者 注 : つま り ス イヤ ー ム を 行う 者 。 上 記 の 脚注 を 参照 の こと 。 
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「 私 は 斎 戒 中 で す 。 私 は 斎 戒 中 で す 。」 
76. 植物 に 実 が 付き 始め た の を 見 た 時 の ドア ー 
852 866 3 きじ を 人 0)-VAY 
-(CG きけ BEEeL2 
プ ダメ ター ズ プッ ブー リク テケナー ティ ー サマ 
Im。 ザ ブー リク ラナ ー ジィ ー マデ ィ ー 
まま オッ ーー デア の ポー リプ テナー プ ズィー ザー 
イナ ー。 ワ バー リク ラナ ー フィ ー ムッ ディ 
ee 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちの 果実 に お いて 私 た ち を 祝福 
し て 下さ い 。 私 た ちの 町 に お いて 私 た ち を 祝福 し て 
下さ い 。 私 た ちの ダー ( 物 の 計量 単位 ) に お い 
て 私 た ち を 祝福 し て 下さ い 。 私 た ちの スッ ド が ( 尊 物 
の 計量 単位 ) に お いて 私 た ち を 祝福 し て 下さ い 。」 
77. くし ゃ み を し た 時 の ドア ー 
.(③ ぶ 4))- い AA 
アル ハム ドゥ リッ ラー。 - 
「 あ な た 方 の 誰か が くし ゃ み を し た ら 『 ア ッ ラ ー に 
称え あれ 。』 と 言い な さい 。 
.(C⑭Ue ほ め ) 
ヤル ハム カッ ラー。 
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そう し た ら 彼 の 同胞 、 あ る い は そば に いた 者 は 、 
『 ア ッ ラ ー が あな た に ご 慈悲 を 垂れ ます よ う 。』 と 言 
いな さい 、。 


-(GG AL 和 の) 
ヤ ハ ディ ー ク ムッ ラー フ ワ ユ ス リ フ バー ラク ム 。 
そし て そば に 居 た 者 が 、『 ア ッ ラ ー が あな た に ご 慈 
門 を 垂れ ます よう 。』 と 彼 に 言っ た な ら ば 、『 あ な た 
方 に アッ ラー の お 導き が あり ます よう に 。 ま た あな 
た 方 の 状態 を 正 し て 下さ いま す よ うに 。』 と 言い な さ 
ul 
78. ムスリム で な い 者 が くし ゃ み を し 、 
アッ ラー を 讃え た 時 に 彼 に 言う こと 
1(GC 22 4 の))- い AA 
ヤ ハ ディ ー ク ムッ ラー フ ワ ユニ スリ フ パー ラク 
ム 。 
「 あ な た 方 に アッ ラー の お 導き が あり ます よう に 。 
また あな た 方 の 状態 を 正 し て 下さ いま す よ うに 。」 と 
言い な さい 。 
79. 結婚 する 者 へ の ドア ー 
(0 に 33OPEDGYRCUPTPPO)LE 
の ッッ ラ テー プ ラチ ルツ ブー フカ チラ ティ イル 。 
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ツ ジャマ ア パイ ナク マー プ ィ ー ハイ ル 。 
「 ア テッ ラー が (あな た の 結婚 に お いて ) あな た に 祝 
福 を 与え 、 降 り 注 いで くれ ます よう に 。 そ し て あな 
た 方 二 人 人 を よき も の に お いて 、 縁 結び し て 下さ いま 
ま 2 

80. 結婚 する 者 、 及 び 家 畜 を 買う 時 の ドア ー 


2 し 擬 テ し あう し を EET DD)- い 1 
-(GJE GL そし 光 う 5 半 
アッ テー フシ ンマ イシ ニー アス アル カ ハイ ラム 
ーー 要 パイ マー ジャ パル クハ ー デラ イモ 
ワウ ー デ ウー ズ E ビ カ ミン ジャ ッ リ サハ ムーア シ 
デザ タ リ マー ジャ パル テア ハー アテ イヒ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 私 は そこ に ある 良き も の を 求め 、 あ 
な た が その よう に 創造 され た と ころ の 良き も の を 求 
め ま す 。 そ し て そこ に ある 悪 か ら 、 そ し て あな た が 
その よう に 創造 され た と ころ の 悪し きも の か ら の ご 
加護 を 求め ます 。」 
81. 床 入り 前 の ドア ー 
-(CG3 ち CSU に も うい 4 
ビス ミッ ラー。 ア ッ ラ ー フ ンマ ジャ ン ニ ブナ ッ シ 
ャ イタ ー ナ 、 ワ ジャ ン ニ ビッ シャ イタ ー ナ マー 
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テ ザ ク デア ナー。 
「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。 ア デッラ ー よ 、 私 た ちか 
ら シ ャ イタ ー ン を 退け て 下さ い 。 そ し て 私 た ち に 授 
け て 下さ っ た も の か ら シ ャ イタ ー ン を 退け て 下さ 
ki 」 
82. 怒っ た 時 の ドア ー 

1 os 652D)- 14Y 
デザ リー ズ ビッ チー ミチ ナッ シ ャ イダ ター ニッ クラ ア 
ー ム 。 
「 私 は アッ ラー に 、 呪 われ る べき シャ イタ ー ン か ら 
の ご 加護 を 求め ます 。」 

83. 災難 に 遭っ た 者 を 見 た 時 の ドア ー 
っ タール 5 うる 29 EE 雪 る 24D)-146 
ーー .(OLa 
アル の ハム ドル リッ ラー ヒッ ラズ ィ イー アー アア ー ニ 
ー ミン マ プ タ ラー カ ビ ヒ 。 ワ ファ ッ ダ ラニ ーー 
ナジ ター スネ イー リシン シ ミツ マツ ハツ アカ アフラ デ 
ジー 
「 あ な た に 降り か か っ た 災難 か ら 私 を 守っ て 下さ っ 
た 、 そ し て 私 を か れ が 創造 され た 多く の も の より 尊 
ん で 下さ っ た アッ ラー に 称え あれ 。」 
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84. 集まり に お いて 言う ドアー 

こち は 2 計ら の -146 
ラッ ピグ フィ ル リー ワ トゥ プ アラ イヤ イ 
ン ナ カ アン タッ タウ ワー ブル ガ フ ー ル 。 (X100 回 ) 
「 主 よ 、 私 を お 赦し 下さ い 。 私 の 悔 悟 を 受け 入れ て 
下さ い 。 本当に あな た は よく 悔 悟 を 受け 入れ 、 よ く 
お 薇 し 下さ る お 方 。」 

85. 集まり の 解散 に 際 し て の ドア ー 
IJN JA で 35 しら め )- 141 
.(G 届 部 
スプ ハー ナカ ッ ラ ー フ ンマ ワ ビ ハ ム ディ カ 、 ア 
ュ Zv ド サウ アタ テー ゴイ ラー ハハ イタ ター アン 
タ 、 ア スタ グフ ィ ル カ ワ アト ッ ー プ イラ イカ 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た に 賞 夫 と 讃 美 あれ 。 私 は あな 
た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な いこ と を 証言 し ま 
す 。 私 は あな た に お 散 し を 求め 悔 悟 し ます 。」 
86.「 ア ッ ラ ー が あな た を 赦し て 下さ り ま す 
よう に 」 と 言っ た 者 へ の 言葉 
-(G203))-1AY 
ゲ み 。 
「 そ し て あな た に 対し て も 。」 
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87. あな た に 善い こと を し た 者 へ の ドド アー 
.(G だ 利光 ))-14A 
ジャ ザー カッ ラー ブ プ ハイ ラー。 
「 ア ッ ラ ー が あな た に 良き 報奨 を 与え て 下さ り ま す 
まお うり 。」 
88. 倫 メシ ア か ら の 護身 
199 一 洞窟 章 の 最初 の 10 節 を 覚え た 者 は 偽 マ シア 
の 災難 か ら 護 られ る 。」 そし て 各 礼 拝 の 終わ り に 悪魔 
か ら の ざ ご 加護 を アッ ラー に 請う こと 。 
89.「 私 は アッ ラー ゆえ に あな た を 愛し ます 」 と 言 
っ た 者 へ の ドア ー 
(gi)-Y い 
アハ ッ パ カッ ラズ ィ イー アハ パプ タニ ー ラフ 。 
「 あ な た が 私 を 愛し た 所 以 と な られ た その お 方 が 、 
あな た を 愛さ れ ま す よ うに 。」 
90. あな た に 財 を 施 し た 者 へ の ドア ー 
.(CGUC2 SUAT 3 0 る 3))-Y い 
の みみ デー ツ テ 和 ラ ィ イー デハ バリ M 才 
の 
「 ア ッ ラ ー が あな た の 家族 と あな た の 財産 に 関し て 
あな た を 祝福 し て 下さ いま す よ う 。」 
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91. 借金 返済 時 の 債権 者 へ の ドア ー 
> ス 4 し 0 衝 エビ くう LAT 1 和 % 2L2)- YY 
.(C5MI5 
rm ルツ ー プ ツ あ カ アジア ォ ュー アハ ムリ V 売 見 
ツー リグ 。 イジ ナチ マー ジャ ザー ウッ サラ フィ ル か の 
ム ド ゥ ッ ワル アダ ー。 
「 ア ッ ラ ー が あな た の 家族 と あな た の 財産 に 関し て 
あな た を 祝福 し て 下さ いま す よ う 。 貸付 の 報奨 は 、 
その 返済 と 賞賛 で す 。」 
92. 不信 仰 に 恐怖 を 抱い た 時 の ドア ー 
3 TSD0D)-YvY 
.(Gif 
メダ タージ シマ ゴイ シー ニー アウ ー ズ ピカ アシ 
ジュ ルリ 20 カカ ワレ アデ ナー デ ァ シム 。 WV アデ 
アガ プア ィ ル の 9 マー ラー アァ クム 。 
「 ア デア ッ テー よ 、 私 は あな た に 、 そ れ と 知り な が ら あ 
な た に 他 の 者 を 並べ て 崇め る 罪 か ら の ご 加護 を 求め 
ます 。 そ し て 、 私 が 知ら ず に 犯し た 罪 へ の あな た の 
御 散 し を 求め ます 。」 
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93.「 ア ッ ラ ー が あな た を 祝福 し て 下さ いま す 
よう 」 と 言っ た 者 へ の ドア ー 
.((⑳| 3 光 つ は)-Y・% 
が オー プリー プル ッ ル テ ー。 
「 あ な た に も アッ ラー か ら の 祝福 が あり ます よ 2 う 。」 
94. ディ ァ ア ジリ に 対す る 嫌悪 の ドア ー 
(3 胸 UY が 3 を さか.3 移 Yi 交 YSUD)-Ye 
2 デー ブン アマ ジー ダ ゴ イア ゴル アー ダイ ル 
グッ リル デー アー イラ ゴ ッ テ ー の ゴル グレ ラテ 
ーー ゴイ ラ アー ハ バハ ガイ ルク 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た を 差し 置い て (吉凶 の 原因 と 
な る よう な ) 鳥 な ど は いま せん 、 あ な た の 療 の 他 に 
善 は あり ませ ん 、 あ な た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の 
は あり ませ ん 。」 
95. 乗り 物 に 乗る 時 の ドア ー 
3 じ 33 は うー っ 3JIS い ああ 2 すく | Y 
仙人 あ 人 4 りく 6 ポ 人 4(。 あ 肖 )) 65 回 A woo 





訳者 注 :「 テ ィ ヤ ラ 」 と は 、 あ る 種 の 鳥 の 出現 を 物事 の 吉凶 と 結び つ 
ける 、 イ スラ ー ム 以前 の 時 代 の 迷信 。 鳥 に 限ら ちら ず 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 何 
も の か が 何 か を 人 益 し た り 害 し た りす る と 考え る こと は 、 シ ルク の 一 種 
で す (36 ペー ジ の 訳者 注 参照 )。 
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に 1 け 失 13 二 時 KU: 生 k(IFOHPSKY も て] の 1 て 1 

(GSI っ 謝 ) 
ビス ミッ テー。 アル の ハ あ ドッ リッ ラー。『 ス プ ハ ムー 
ボッ クオ イー まま タッ ハタ ラプ ナー パー ザー 
ーー サー デブ プ あみ グ メリ ニー シン ササ イシ ジ 
mo T サ テー ラッ ピナ ー ラル ルン みり グーwl アデ 
ルル ハム ドゥ リッ ラー。 デル の ム ド ゥ サッ ラー。 
の ドド ゆ 。 サッ ジー。 ブッ テー マズ アグ の ル 。 
ナッ ラー プ アク バル 。 アッ ツー プ テク バル 。 ニス 
プ ハ ー ナ カッ ラー フン マ イン ニー ザラ ム ト ッ ゥ 
デス イー ブッダ ア ィ ルル リー プッ ァ イン ザッ ツタ 
テー ヤグ グイ ルッ メス ミー パパ ゴッツ ジー デシ ング ァ 。 
「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 、 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。 
『 こ れ ら の も の を 私 た ち に 服従 させ た 御方 を 讃え ま 
す 。 こ れ は 私 た ち 自 身 で は 出来 な か っ た こと で す 。 
*※ 本 当 に 私 た ち は , 私 た ちの 主 の 御 許 に 必ず 帰る の 
で す 。』【 金 の 装飾 章 : 183 て 14】 アッ ラー に 称え あれ 。 
アッ ラー に 称え あれ 。 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。 ア デッラ 
ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 ア ッ ラ ー は 偉 
大 な り 。 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た に 称え あれ 。 本 当 に 私 
は 自分 自身 に 不正 を 働き まし た 。 で すか ら 私 を 御 落 
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し 下さ い 。 本当に 罪 を 御 赦 し に な られ る の は 、 あ な 
た の 他 に お り ま せん 。」 
96. 旅立ち の ドア ー 

CCYW GPS まく ] の 1 で] の Py で 1 の 
UM NM 
も 条 、JSa 才 。320 3 と he 
(9 ぶり ( 衣 生還 ( 叶 人 CT もじ 
(OM に BOO 5 5) 


アッ ラー フ アク バル 。 アッラー フ アク バル 。 ア 
ッ ラ ー フ アク バル 。『 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ズィー サッ 
の ず m の "まつ が マー ずみ ツキ ギー 
の あみ リ ニ テー シネ リピ イン シンナー イジ シー ジッ ァ ピ ビ 


ーー カル ありす デーン | アッ テー プア マ イッ ナチ 
ー ナス アル カ フィ ー サフ ァ リ ナー ハー ザル 
ビッ サク ニー サッ クタ み ジー。、 サリ ミ ず ル ア マ リサ マー 
タル ダー。 ア ッ ラ ー フ ンマ ハウ ウィ ン アラ イナ 
つま デア デ ナー の "ザー。 アト み サ ャ マッチ 
ー プッ ダフ 。 ア ッ ラ ー フ ンマ アン タッ サー ヒ プ ブ 
フィ ッ サ ファ ル 。 ワ ル ハ リー ファ トゥ フィ ル ア ハ 
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7 ダグ デー プア アマ ゴル ショー アウ リー チズ 
0 が アタ デー ザッ サザ サ ア イッ サリ 。、 の カテ デ テー ディ ル 
マン ザ リ 、 ワ スー イル ムン カラ ビ フィ ル マ ー リ 
ワル アハ ル 。( 旅 か ら 帰 っ て きた ら こ れ ら の 言葉 の 他 に 、 
更に 次 の 言葉 を 付け 加え る ) アー イブ ー ナ 、 タ ー イ ブ 
まま の に あす サマ テオ ナビ か プア wm ミド 
と の 

デル タデ テー 人 上 介 が か り 。 アッ アツ ーー 仙人 大 大 か り 。 アッ 
ラー は 偉大 な り 。『 こ れ ら の も の を 私 た ち に 服従 させ 
た 御方 を 讃え ます 。 これ は 私 た ち 自 身 で は 出来 な か 
っ た こと で す 。※ 本 当 に 私 た ち は , 私 た ちの 主 の 御 
許 に 必ず 帰る の で す 。』 【 金 の 装飾 章 : 13 て 14】 アッ ラ 
ー よ 、 私 た ち は こ の 私 た ちの 旅 に お いて 、 半 行 と 区 
度 さ を 請 い ます 。 そ し て あな た の ご 満悦 され る 行い 
を 求め ます 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちの この 旅 を 容易 く 
し て 下さ い 。 そ し て その 距離 を 縮め て 下さ い 。 ア ッ 
ラー よ 、 あ な た は 旅 の 道連れ で あり 、( 残 し た ) 家族 
の 後見 人 で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 私 は あな た に 旅 の 困難 
と 風景 が も た ら す 供 怠 さか ら 、 そ し て 財産 と 家族 に 
万 ー の こと が な いよ う 、 あ な た に ご 加護 を 求め ま 
す 。」 (そし て 帰っ て きた ら 「 私 た ち は 帰 り 、 悔 悟 し 、 
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崇拝 し ます 。 そ し て 私 た ちの 主 を 称え ます 。」 と 付け 
加え る 。) 
97. 村 や 町 に 入る 時 の ドド アー 
っ (つら 5 く 5 UTC 30)-Y 
df.25 て こる Lo つる 記 ら 3 
か ビラ 
1 し 53 く 
デー ブレ マ デン すず ザー ツー ディ ッ ザ デイ 
が マー アラ ルン ッ 。 区 ラッ パル アラ ディ ー ナ 
ッ サ プイ ワリ マー アク テル ン 。 ワ ラッ バッ シ 
ーー ディ ーー サザ マー アド ッ ラ ルン げ ツ ラ 
ッ バ ッ リ ヤー ヒ ワ マー ザラ イン 。 ア ス ア ルカ 
の ハイ ラジ ハー ズ ィ イヒ ルカ ル ヤ ディ ハイ ラ ア 
ハリ ハー、 ワ ハイ ラ マー フィ ー ハ ー。 ワ ア 
グー あき ネン ジャ ッ リ サハ ー、 ダダ ジャ ッ リ 
の ハリ ハー 7 シア シャット マー ゲ ィ ー ハ ー。 
「 ア ッ ラ ー よ 、7 層 の 天 と その 影 が 覆う も の の 主 よ 、 
7 層 の 大 地 と それ が 運ぶ も の の 主 よ 、 多 く の シ ャ イ 
ター ン と それ ら が 迷わ せ た も の の 主 よ 、 風 と それ が 
吹き 飛ば し た も の の 主 よ 、 私 は この 村 の 良き も の と 


その 住人 の 良き も の を 、 そ し て そこ に ある 良き も の 
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を 求め ます 。 ま た 私 は あな た に その 悪 と その 住人 の 
悪 と そこ に ある 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 
98. 市 場 に 入る 時 の ドア ー 
445 旨 まさ ね うう 80914IY))-Y・4 
Ge まとめ lt も Y と うこ こう 
の ーッ ダー ゴッツ ジッ クー いい が グ テ ター 
シャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム 
ドゥ 。 ニ フイ ー ワ ユミ ー ト ゥ ワ フワ ハイ 
2 ジー や あー トゥ ッ 。 ビ ヤ デ ィ ヒ モル ハイ ル 、 ツ 
プリ デラ ー み ッ リ U シャ イイ ツン タデ ィ ー ル 。 
「 唯 一 の アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 
か れ に 並ぶ 何 も の も あり ませ ん 。 主権 は か れ に 属し 
讃 圧 も か れ に 属し ます 。 生死 を 司る 御方 、 か れ は 死 
ぬこ と な く 永 遠 に 生き る お 方 。 全 て の 良い こと は か 
れ の 手中 に あり 、 か れ は 全て に お いて 全能 で す 。」 
99. 乗り 物 の 調子 が 悪い 時 の ドア ー 
.⑳ に の め -Y い 
ビス ミッ シー。 
「 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。」 
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100. 旅人 の 居住 者 へ の ドア ー 


ン 


_(G5 う と お Ys Al %D)-Y い 
アス クウ ディ ウッ クム ゥ ッ ラー ハッ シズ ィ ー ジー クタ 
ディ ー ツ ワダ ー イ ウン フ 。 

「 私 は 、 信 託 を 破棄 する こと の な い ア ッ ラ ー の 御 許 
に あな た 方 を 委ね て お 別れ し ます 。」 

101. 居住 者 の 旅人 へ の ドア ー 

.(GEU<2 < とく ED て SE 人 る | お た)- YY 
イス グリ ディ リッ テー か デア ディー ナガ 、 9 デア ャ ー 
ナタ アカ 、 ハリー ティー マ アデ アマリ! 才 。 
「 私 は 、 あ な た の 宗教 と 信託 と あな た の 行為 の 集 大 
成 を アッ ラー の 御 許 に 委ね て お 別れ し ます 。」 
AOI 0 0 60D) 

.(( こ 

レジ リグ カッ テー プッ ルク リー ザ 『 ギガ フ ァ サ ザ 
ンジ バカ 。 ワ ヤッ サラ ラ カ ル ハイ ラ ハイ ス マ 
= タダ アド トウ 。 
「 ア ッ ラ ー が あな た に 敬 度 さ を 増大 させ 、 あ な た の 
罪 を 赤 し 、 そ し て どこ に いて も 善 を 容易 くし て 下さ 
KA まま よう 1 
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102. 旅 の 道中 に お ける タグ どー ルル と タス ズ どー ジリ 
214 一 ジャ ー ビ ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言っ 
た 。「 私 た ち は 乗り 物 に 乗っ た 時 は 、 タ ク どー ル を 口 
に し た も の で し た 。 そ し て そこ か ら 隆 り た 時 に は 
グズ ジーン を 目 に し た も の で し た 。 1 

103. ダン ソレ 時 (夜明け 前 ) の 旅人 の ドア ー 
・ ビ > し ラビ 5・ ビ JE 26 こと テ 5 くっ くっ し っ ふう)-Y1o 

.(GOBWsz aus Ez ル 29 う 
mW ア か サーミ ジジ ビ ハ ム ディ ッ ラ ー ヒ 、 ワ 
ゲス ご パテ ー イ ビ デア チイ ナー。 ラッ パナ ー 豆 
ei = 
oe ビッケ クー セ ミッ ツナ ーー ル 。 

「( 天 使 た ちよ 、) 私 た ち へ の 素晴らし い 恩 籠 に 対す 
る 私 た ちの アッ ラー へ の 讃 美 を 、 ア ッ ラ ー に 
下さ い 。 主 よ 、 私 た ちの 同伴 者 よ 、 6 に 軸 恵 を 
降り 注ぎ 、 そ し て 業火 か ら の ご 加護 0 
kw 」 


⑥ 訳者 注 ・「 タ クビ ー ル 」 と は 「 ア ッ ラ ー フ アク バル (アッ ラー は 偉 
大 な り )」、「 タ スピ ビー フ 」 と は 「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー (アッ ラー は あら 
ゆる 不 完全 性 や 欠陥 か ら 無 綴 な 、 崇 高 な お 方 )」 と 念じ て 言う こと で 
お 
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104. 旅 に お いて 他 の 家 や 場所 に 泊まる 時 の ドア ー 
(GE し 作ら らら USD)-Y い Y 

アウ ー ズ ビ カ リ マー ティ ッ ラ ー ヒ ッ タ ー ン マー テ 

生 が 定 が 見 ツテ ゲ デ 。 

「 私 は アッ ラー の 完璧 な 御 言葉 に 、 彼 が 創造 し た 悪 

か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 

105. 旅 か ら 戻 っ た 時 の ズ ィ ク ル 
うす 1 全 人 ま さろ う 生 1 )-YYY 
3 し 2 く 6 の に うく 92 て TS の 5 の 5 

1(GE う NE うく 5 人 2 2202 4 ら う 
デー イジ ーー ゴイ タッ テ サッ ラー フ ジグ ァ テー 
シャ リー カ ラフ 。 ラフ ルム ルク ワ ソ ラフ ル ハ ム 
ドド み 。、 ツ ブレ チ テ ー みみ ジャ キイ イシ 
が ーー デー ザー ナグ ター イデ ー ナ チ 、 デー ビ ド 
か Pe ま 。、 サビ ナー の の そそ ド あみ ー シ ン 。 ドデカ ッ 
ジー "ナグ サザ サジ ゴイ ゲ メア 7 ハム 
ザマ ル ア ハ ザー バ パー ワ ハ ダ ン フン 。 

「 唯 一 の アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 
か れ に 並ぶ 何 も の も あり ませ ん 。 王権 は か れ に 属し 、 
讃 美 も か れ に 属し ます 。 か れ は 全て に お いて 全能 で 


す 。 私 た ち は 帰 り 、 悔 惜 し 、 祭 拝 し ます 。 そ し て 私 
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た ちの 主 を 称え ます 。 ア ッ ラ ー は 御 自身 の お 約束 を 
履行 し 、 そ の し も べべ を 勝利 させ 、 部 族 連合 を 敗走 さ 
科 人 だ 

106. 嬉し い 事 や 嫌 な 事 が あっ た 時 に 言う こと 


る ン ン 


・(( つ は し 2 ed る ぶす) YA 
グル ハク ドッ み リッ ラー ビッ クラ ズィー ビラ アァ マデ 
イヒ タダ ディン ムッ サー リハ ー ト ッ ゥ 。 

預言 者 は 後に 嬉し いこ と が も た ら さ れる と 、 次 の 
よう に 言っ た :「 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。 善行 は か れ の 
恩恵 に よっ て 完遂 され ます 。」 

.(O ビ 5 ある うり) 
2 0 ドリ タッ プー アデ アッー タッ リ ハー ル 。 

また 預言 者 は 、 彼 に 嫌 な こと が も た ら さ れる と 次 
の より 区 言 つた)! どの よう な 羽 況 で あれ 、 ア デック シー 
を 称え ます 。」 

107. 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) の た め に 祈願 する こと "の 徳 
219 一 預言 者 ( 彼 ( Me は 
言っ た 。! 私 の た め に 1 回 祈願 し た 者 に は 、 ア ッ ラ ー 





① 具体 的 な 祈願 の 仕方 に つい て は 、 本 書 12 頁 の 脚注 参照 の こと 。 
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が 彼 の た め に 10 回 祈願 する 。」 

220 一 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言っ た 。「 私 の 墓 を アー や と し て は な ら な い 。 私 の 
た め に 祈願 し な さい 。 あ な た 方 の 祈願 は あな た 方 が 
どこ に いよ うと 私 に 届く の で ある か ら 。」 

221 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言っ た 。! 各 付 な 者 と は 、 私 の 名 を 述べ た 時 に 私 へ の 
祈願 を し な い 者 で ある 。」 

222 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言っ た 。「 ア ッ ラ ー の も と に は 私 の ウン マ @ か ら の が 
テー スム を 私 に 伝え る 、 地 上 を 周遊 し て まわ る 天使 た 
ちがい る 。」 

223 一 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言っ た 。 「 私 に 挨拶 する 者 に は アッ ラー が 私 に 私 の 魂 
を 戻し 、 そ し て 私 は 彼 へ の 挨拶 を 返す の で ある 。」 





⑨ 訳者 注 ・「 イ ー ド 」 と は 定期 的 に 訪れ る と ころ の も の 、 そ し て 時 人 節 的 
な も の で あれ 、 場所 的 な も の で あれ 、 何 か を 定期 的 に 行う こと を 指し 
ます 。 そ れ ゆ え 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 人 々 
が 定期 的 に 彼 の 墓 を 来訪 する こと を 諫 め た の で あり 、 本 文 の 後半 部 分 
に も ある よう に 、 彼 へ の 祈願 は どこ か ら で も 届く の で す 。 

② 訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 

共同 体 の こと 。 
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108. ダラ ー ム (挨拶 ) や を 広め る こと 

224 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言っ た 。「 あ な た 方 は 信仰 する まで 天国 に は 入ら な い 
だ ろう 。 そ し て あな た 方 は お 互い に 近 し 合う よう に 
な る まで 、 信 仰 し た こと に は な ら な い だ ろ うら 。 だ か 
ら も し それ を 実行 すれ ば 、 あ な た 方 が お 互い に 愛し 
合う よう に な る 方 法 を 教え て や ろう 。 あ な た 方 の 間 
に ダラ ー ス (挨拶 ) を 広め る の だ 。」 

225 一 「 次 の 8 つの 特質 を 備え た 者 は 信仰 を 結集 し 
た と 言え る : まず 自ら に 公正 で ある こと 、 人 々 に 対 
し て 自分 か ら 挨 拶 を 行う こと 、 困 徐 の 中 で の 施し 。」 
226 一 アブドゥッラー プン ウマ ル (彼ら に アッ ジラ 
ー の ご 満悦 あれ ) は 伝え る 。「 あ る 男 が 預言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に 『 ど の よう な イス ラ 
ー ム が 最も 優れ て いる の で し ょ うか ?.』 と 尋ね た 。 


@ 訳者 注 : ムスリム の 一 般 的 な 挨拶 の 言葉 「 ア ッ サ ラー ム アラ イク ム 
(あな た 方 に 平安 が あり ます よう )」 の こと 。 あ る い は それ に 続け て 
「 ワ ラ ハ マ トッ ゥ ッッ ラー( そ し て アッ ラー の ご 慈悲 を )」、 更 に 「 ワ バ 
ララ カー トゥ ッ フ (そし て アッ ラー の 祝福 を )」 と 付け 足せ ば 尚 良 いと さ 
れ ま す 。 そ し て 挨拶 を 受け た ムスリム は 、 そ れ と 同様 か それ より 良い 
サラ ー ム を 返す べき と され ます 。 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ た : 《 そ し 
て あな た 方 が 挨拶 を 受け た ら 、 そ れ よ り 良 い 挨 拶 を 返す か 、 あ る い は 
同じ 挨拶 を 返す の だ 。 実に アッ ラー は 全て の こと を 精算 され る お 方 で 
ある 。》 (女人 章 : 86) 
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預言 者 は 言っ た 。 『 食 事 を 施し 、 あ な た の 知り 合い に 
も 知ら な い 者 に も テース (挨拶 ) を する こと で あ 
為 。 由 

109. 不信 仰 者 が 挨拶 し た 時 の 返事 


.(G で を E め )-YYY 
サナ ヴ オ か カ 


「 啓 典 の 民 が あな た 方 に 挨拶 し た 時 に は 『 そ し て あ 
な た 方 の 上 に も 。』 と 返し な さい 。」 

110. ニワ トリ と ロバ の 鳴き 声 を 聞い た 時 の ドア ー 
228 一 「 あ な た 方 が 雄 凌 の 鳴き 声 を 聞い た ら ア ッ ラ ー 
に 彼 の 恩恵 を 求め な さい 。 雄 鶏 は 天使 を 見 た の だ か 
ら 。 そ し て ロバ の 鳴き 声 を 聞い た ら 、 ア ッ ラ ー に シ 
ャ イタ ー ン か ら の 助け を 求め な さい 。 ロ バ は シャ イ 
ター ン を 見 た の だ か ら 。」 

111. 夜 、 犬 の 嘱 え る 声 を 聞い た 時 の ドア ー 
229 一 「 あ な た 方 が 夜 、 犬 の 咲 え る 声 や ロバ の 鳴き 声 
を 聞い た ら ア ッ ラ ー に それ ら か ら の ご 加護 を 求め な 
さい 。 そ れ ら は あな た 方 に 見 えな いも の を 見 る の だ 
か ら 。」 

112. 悪口 を 言っ て し まっ た 者 へ の ドア ー 
(GU5 ka6 生 っ っ 多 は 5 4UD) -YY・ 
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アッ ラー フン マ ファ アイ ユマ ー ムウ ミニ ン サ 
バブ トゥ フフ ファ ジュ アル ザー リカ ラフ クル 
バタ ン イラ イカ ヤ ウ マ ルキ ヤー マ 。 

預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ 
Ce UZ タダ ダー よび 、 邊 が 上 目 を 言っ て し まっ た 信者 に 
関し て は 、 そ れ を 審判 の 日 に か れ が あな た に 近付く 
た め の 和 善行 と 換え て 下さ い 。」 

113. 誰か 他 の ムスリム を 褒め る 時 に 言う こと 

(tl と YY と と 46566 と 2D) 
アハ スイ プ ブ (ここ で 名 前 を 言う ) ワッ ラー フ ハス 
パーツ テー ザッ キー デデデ ッ テー 
アハ ダン アハ スィ ブフ (ここ で その 者 の 誉め られ 
る べき 性 質 を 言う )。 

「 誰 か を 誉め ず に は いら れ な い 時 に は こ う 言 いな さ 
い 。『 ア ッ ラ ー こ そ 真 の 裁定 を され る お 方 で あり 、 ア 
ッ ラ ー に 対し て 誰 の こと を 称え る つも り も あり ませ 
ん が 、 私 は 基 (名 前 を 言う ) を ^ (その 者 の 蒼 め ら 
れる べき 性 質 を 言う ) と 思い ます 。』」 
114. 誰か に 誉め られ た 時 に ムスリム が 言う こと 
ED の ッ EN はらい の 衝 し ゅ と ぼ Y で 4U0)-YYY 
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.(6 直人 し は 
ツタ クー ア ツマ テー トリ ナー ニー ビ マ ー 
グール ー シ 。 ジグ フィ ル サー マー 
ァ ラ ムー ン 。 ワ ジュ アル ニー ハイ ラン ミン マー 
ヤズ ン ヌ ー ン 。 
「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 ら が 言う こと に 関し て 私 を 答 め な 
いで 下さ い 。 そ し て 彼ら が 知ら な いこ と に 関し て 私 
を 御 表 し 下さ い 。 そ し て 私 を 、 彼 ら が 思っ て いる 以 
上 に 良い 者 と し て 下さ い 。」 
115. ハッ ジ ・ グ スジ 中 の を ケ ど ず ? の 仕方 
423061oL 導 3 359 避 省 当 て 2L)-YYY 
LGC5 みう (3L5 本 計 和 5 
ラッ パイ カッ ラー フン マ ラッ バイク 。 ラ ッ バ イカ 
ター シャ リー カカ ラ カ ジッ パイ ク グ 。 イ シン チル ハハ 
あみ グ 、 ウ ワン ニテ マタ 、 ラ カ ワウ ルム ルカ 、 ラ ー シシ 


ーー 


NI 
て 





① 訳者 注 ・「 ハ ッ ジ 」 と は ヒ ジュ ラ 暦 12 月 上 旬 に マッ カ で 行わ れる いわ 
ゆる 大 巡礼 の こと で 、 イ スラ ー ム の 5 柱 の 1 つ で す 。 一 方 「 ウ ムラ 」 
も や は り マ ッ カ 巡礼 で す が 、 特 定 の 時 期 は 定め られ て お ら ず 、 か つ 行 
われ る 宗教 儀式 も ハッ ジ に 比べ て 軽減 され て いま す 。 ウム ラ は ハナ フ 
ィ ー・ マ ー リ キー 学派 で スン ナ (推奨 行為 )、 シ シャー フィ イー・ ハ ン 
バリ ーー 学派 で は 義務 と され て いま す 。 ま た 「 タ ルビ ヤ 」 と は 巡礼 の 禁 
忌 状態 に ある 特定 の 時 期 に 念じ る こと を 推奨 、 あ る い は 義務 付け られ 
て いる (学派 に よっ て 相違 あり ) 一 連 の 言葉 の こと を 指し ます 。 
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ャ リー カ ラク 。 

「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の 御 許 に 馳せ 参じ まし た 。 あ 
な た の 御 許 に 馳せ 参じ まし た 。 あ な た に 並ぶ 者 は い 
ませ ん 。 讃 美 と 恩恵 と 主権 は 、 並 ぶ 者 無き あな た の 
物 で す 。」 

116. 黒石 の ある 桂 や に 来 た 時 の タク どー と 
234 一 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
は み グ プン 殿 の 周り を 膨 に 乗っ て ジー ンジ 》 し 、 黒 
石 の ある 柱 に 辿り 着く た びに 持っ て いた 物 で それ を 
指し まし 、 み タグ どー ルル を し た 。」 

117. プア エ メン 女 ? と 黒石 の ある 柱 の 間 の ドア ー 

(OB の 2 と 912 と GS 3 5g 2))-YYe 
グッ プ * ナ ー デー ディ ナー フィ イッ ドゥ ゅ テマ ヤー か 
の まま 。 の ジィ ルアー ビラ ディ ハテナ 。 ダ 寺 
ーー デー の シチー ル 。 


⑨ 訳者 注 : イス ラー ム 第 一 の 聖地 マッ カ の ハラ ー ム ・ モ スク の 中 心 に あ 
る カアバ 神殿 は 立方 体 に 近い 形 を し て お り 、 その 4 つの 角 に は 支柱 が 
あり ます が 、 各 々 の 支柱 に は 名 称 が あり ます 。「 黒 石 の ある 柱 」 は 文 
字 通 り 黒い 石 の は まっ て いる 柱 で 、 タ ワー フ (下記 訳者 注 参照 ) する 
と き の 出 発 点 で す 。 

@ 訳者 注 :「 タ ワー フ 」 は 巡礼 の 諸 義 務 行為 の 内 の 1 つ 。 ア ッ ラ ー を 劇 

放す る た め に カアバ 神殿 の 周囲 を 7 回 逆 時 計 回 り に る こと で す 。 

者 注 :・「 イ エメ ン 柱 」 と は 、 黒 石 の ある 柱 か ら タ ワー フ を 始め た と 

最後 に 通る 柱 。 
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「 私 た ちの 主 よ , 現世 で 私 た ち に 良き も の を 与え , 
また 来世 で も 良き も の を 与え た まえ 。 そ し て 業火 の 
懲 凡 か ら 私 た ち を 守り た まえ 。」 

118. ダフ ァ ー と マル ジン の 丘 ⑤ に 立っ た 時 の ドア ー 

eK 3 と 5 抽 2 は 15 あ ))- YY 

『 イ ン ナ ッ サ ファ ー ワル マル ワタ ミン シャ ア 
ーー り ケッ ツー。』 ア デ ダ タグ ウ ピッ マー パグ アデ ッ ラ ー ラ フラ 
相葉 。 

「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 婦 
ァ ー の 丘 に 近づい た 時 、 言 っ た 。『《 本 当 に ファ 
ーー と アル ジグ は 。 デ アッラー の み し る し の 内 の 1 つ で あ 
る 。》 私 は アッ ラー が それ で も っ て 始め られ た も の に 
ね お いて 、 始 め る 。』 

2 2 うす 1 9 うま 3 どう 人 | JI 2) 
35 て YY 科す 1 と 1 トレ (りあ 

(くみ 5 
テー ゴイ ジー ハ ゴイ ッ テ ッ ラー フ ハグ アァ ラー 
シャ リー カ ラフ 。 ラフ ルム ルク ワ ラフ ル ハ ム 





@ 訳者 注 :「 サ ファ ー と マル ワ の 丘 」 と は 、 全 長 約 400m の 回 廊 を 挟む 2 
つの 丘 。「 サ ファ ー の 丘 」 か ら 始 め て その 間 を 3 往復 半 す る こと は 「 サ 
アイ 」 と 呼ば れ 、 巡 礼 の 諸 義 務 行 為 の 内 の 1 つ で す 。 
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ドウ アワ ブリ デラ ー カッ リ シャ イイ シン カカ 
デイ ーー ダー ゴイ テー の イッ テッ ツー ア 区 み 
デメ プ 。 プリ ジャ サザ サジ サ ァ クウ リ ササ テク アア ゲ 
フ 、 ワ ハザマ ル ア ハ ザー バ ワ ハ ダ フ 。 

こう し て ダフ ァ ー の 丘 か ら 始 め 、 プン 殿 が 見 
妥 る どこ ろ ま で 上 る と キラ の 方 向 @ を き 。 ダ と 
ー が と タグ どー ルル の 言葉 @ を 唱え 、 言 っ た 。『 唯 一 の 
アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 か れ に 
並ぶ 何 も の も あり ませ ん 。 主権 は か れ に 属し 讃 美 も 
か れ に 属し ます 。 か れ は 全て に お いて 全能 で す 。 唯 
ー の アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は いま せん 。 
か れ は 約束 を 履行 し 、 そ の し も べべ を 勝利 させ 、( 背 信 
の ) 徒党 を 敗走 させ まし た 。』 

また マル アン の 括 で も 、 み デジ デ ァ ー の 緒 で し た 通り に 
つのだ 


① 訳者 注 : つま り カ アバ 神殿 の 方 向 。 
@ 訳者 注 ・「 タ ウ ヒ ー ド 」 の 言葉 と は 「 ア ッ ラ ー が 唯一 で あり 、 か れ に 
並ぶ や の は 何 も な い 」 と いう こと を 示す 言葉 を 念 唱 す る こと 。 最も 一 
般 的 な の は 「 ラ ー イラ ー ハ イッ ラッ ラー (アッ ラー 以外 に 真 に 崇 
拝 す べき も の は な し )」 と いう 言葉 。 
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119. アジ ファ マ の 日 の ドア ー 

1 お うら L 全 (人 。 ち 2 ら っ う |I 2))-YYY 
1(G5g ば 

ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワ ハ ダ フ ラー 

シャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム 

ド リア フレ デラ フー クッ リ シャ イイ シン カカ 

ディ ー ル 。 

「 唯 一 の アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な く 、 

か れ に 並ぶ 何 も の も あり ませ ん 。 主権 は か れ に 属し 

讃 美 も か れ に 属し ます 。 か れ は 全て に お いて 全能 で 

す 。」 

120. メス ズ ダ クジ ァ ? に お ける ズ ィ ク ル 

238 一 「 預 言 者 は ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 

スジ ー ( 彼 の 愛用 の 双 有 の 名 前 ) に 乗っ て スズ ダグ 

ン ァ に 着く と 、 キ デジ の 方 角 を 向い た (そし て ドア 





① 訳者 注 :「 ア ラフ ァ 」 と は ヒジ ュ ラ 暦 12 月 の 9 日 目 、 ハ ッ ジ の 巡礼 者 
た ち が 赴 く こ と を 義務 付け られ て いる マッ カ 近 郊 の 台地 。 こ の 日 この 
地 で アッ ラー を 念じ 、 タ ルビ ヤ を 唱え 、 祈り 、 犯 し た 罪 の 落 し を 名 う 
事 は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 「 ハ ッ ジ は ア 
ラフ ァ で ある 。」 と いう 言葉 が 示す 通り 、 ハ ッ ジ の メイ ン イ ベン ト 的 
意味 合い を 持っ て いま す 。 
訳者 注 ・「 ム ズ ダ リフ ァ 」 と は 、 ヒ ジュ ラ 暦 12 月 9 日 の 夜 を 過ごす こ 
と に な っ て いる マッ カ 近 郊 の 場所 。 
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こし 。 ググ て の 20 グル クール 6 ググ どー 0 言 
葉 @ を 唱え た )。 そ し て 空 が 明る く な る まで その まま 
立ち 続け 、 日 が 昇る 前 に 出発 し た 。」 

121. ジャ マテ ー ム ぅ の 投石 の 際 の タク ビー ル 
239 一 「8 つの ジャ マテ ー ム で 小石 を 投げ る た びに 多 
どー を 唱え る 。 そ し て 1 番目 と 2 番目 の ジマ 
ラー ム へ の 投石 の 後に 立ち 止ま り 、 キ プ ラ の 方 角 を 
向い て 両手 を 上 げ な が ら ド アー する 。 アマ タバ (3 番 
目 の ジ マター か ム ) の 投石 に 関し て も 同様 に タク ど 
ー ノ レル し な が ら 投 石 す る が 、 そ の 後 は 立ち 止ま ら ず 立 
ち 去 る 。」 

122. 敬 嘆 や 嬉し い 時 の ドア ー 
.(GMIoCC の )-Y ま ・ 
の グー 」 
「 ア デッラ ー に 称え あれ 。」 
(Si3D)-Y い 
アッ ラー フフ アク バル 。 


⑥ 訳者 注 ・「 タ ハリ ー ル 」 の 言葉 と は 「 タ ウ ヒ ー ド 」 の 言葉 と 同義 。163 
真 の 脚注 ② 参 照 の こと 。 
⑨ 訳者 注 : マッ カ 近 郊 の 巡礼 者 宿営 地 「 ミ ナー」 に ある 、 大小 中 3 本 の 
投石 塔 。 ヒ ジュ ラ 暦 12 月 10 日 に 最大 の 柱 に 7 個 、 そ し て 11、12、 
13 日 に は 各 柱 に 7 個 ず つの 小石 を 投石 する こと に な っ て いま す 。 
165 














「 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。」 

123. 嬉し い 事 が 起こ っ た 者 が する こと 
242 一 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
は 彼 に 嬉し い 事 が 起こ っ た 時 に は 、 祝 福 さ れ た 祭 高 
な る アッ ラー へ の 感謝 の た め に ジグ (平伏 礼 ) を 
Es 

124. 体 に 痛み を 感じ た 者 が 言う こと 

1(Ge も fe あと の 652D) (9 と)-YY 
「 体 の 痛み を 感じ た と ころ に 手 を 置き 、 こ う 言 いな 
さい : 
ビス ミッ ジー (X%3 回 )。 

『 ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。』 

そし て 次 の よう に 7 回 言い な さい : 

プ ゲー スル ピッ テー も ジジ アド ルケ ディ ビ ミン 
シャ ッ リ マー アジ ドゥ ワ ウ ハ ー ズ ィ ル 。 
『 私 は アッ ラー と か れ の カカ に お いて 、 私 が 出 い 、 
警戒 する と ころ の 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。』』」 
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125. 邪 視 (デア の や に よる 人 炎 難 を 恐れ る 者 の ドア ー 
244 一 「 あ な た 方 の 同胞 、 あ る い は 自分 、 あ る い は そ 
の 財産 に 羨望 を 感じ た 時 に は 、 彼 の た め に 祝福 を 祈 
りな さい 。 本 当 に 邪 視 は 真実 で ある か ら 。」 

126. 恐怖 に 見 舞 わ れ た 時 に 言う こと 

.(C⑭|YI4IY))-Y&o 
ゲー イア テー ハ イッ テッ ピア ー。 
「 ア ッ ラ テー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は あり ませ 
ん 。」 
127. 層 殺 時 に 言う こと 


Da)-Y 
ビス ミッ ラー ヒ ワッ ラー フ アク バル 。 ア ッ ラ ー 


デア ンマ エン カカ り ラク 。 アッ メッ テー アシ マヤ タカ 


ゃ 


// 


本 
Oo 


ノル 


ッ バ ル 

「 ア テッ ラー の 御名 に お いて 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り 。 
(4 UN 
す 。 ア デッラ ー よ 、 私 か ら (この 捧げ 物 を ) 受け 入れ 
トド ら きい 」 


① 訳者 注 : 邪 視 (アイ ン ) と は 、 始 みや 羨 思 な ど を も っ た 他人 の 視線 。 
本 人 の 意図 と は 関係 な く 、 それ に よっ て 視線 を 受け た 者 に 災難 や 悪事 
を も た ら す こと が あり ます 。 
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128. 悪魔 た らち の 策略 を 阻止 する ドア ー 


ン る まう 


しら 全う うほ lol aodS う YY 
SI Ui 6 
0 ら 2 いい 2 で 衝 の っ 2Nl3136 学 らら 
GO の っ の 衝 lg 者 4E5 
ナリ ウー 世 あ りー デイ タッ サー ビ WW ポーWW 
イッ ラプ ディ ー テー ユ ジ ャ ー te レン 
0 の ーッ ジテ ーー デル まん 吉 リ 
ea の v 世 寺 本 0 すず 疲 0699 の WP 
ツリ タル マー ギル オォ オル そ ナ ザッ ザ ササ ザー。 ツ 
0 レグ デー テル ジュ ディ ー ハ の ハー。 
ルリ マー ザク テア ブ ィ ル ア 7 ル 『 
kn が ネネ W テッ wU マー や の ルン ニー ミア 
wo。 が の ジャ ッ タッ フィ イク ニッ クラ イザ V W 
ナァ wm/k。 ザー キジ ギタ ダリ タッ リ デー》 
キン イッ ラー ダー リカ ン ヤ ト ッ ゥ ルク ビ ハ イ 
WW 
慈悲 深き お 方 よ 、 私 は 善人 で あろ うと 悪人 で あろ 
うと 超え る こと の 出来 な い ア ッ ラ ー の 完全 な る 御 言 
葉 の も と に 、 ア ッ ラ ー が 創造 し た 悪 、 天 か ら 下 り て 


くる も の に 起因 する 悪 、 を そこ に 上 昇 す る も の に 起因 
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ノル 


する 悪 、 大 地 に 創造 し た も の に 起因 する 悪 、 そ こ か 
ら 出現 する も の に 起因 する 悪 、 昼 夜 の 災難 の 悪 、 良 
きも の を も っ て ドア を ノッ ク す る 者 以外 の 全て の 来 
訪 者 の 悪 か ら の ご 加護 を 求め ます 。」 
129. 罪 の 赦し を 名 い 、 悔 悟 す る こと 

248 一 アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 
あれ ) は 言っ た 。「 ア ッ ラ ー に 響 っ て 、 本 当 に 私 は 一 
日 に 70 回 以上 アッ ラー に お 薇 し を 求め 、 か れ に 悔 悟 
尺 1 
249 一 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言っ た 。「 人 々 よ 、 ア ッ ラ ー に 人 悔 悟 し な さい 。 本当に 
私 は 一 日 に 100 回 の 悔 悟 を 行い ます 。」 

(GO 導く 41 信 II gl < | 2D)-Yo・ 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ 
5 

アス タグ フィ ルッ ラー ハル アズ イィ イー マッ ラズ ィ ー 
ラー イラ ー ハ イッ ラー フワ ル ハ イ ユ ルカ イ ュ ユ 
Pe の デー プ イオ テ イセ 。 

「『 私 は 永遠 に 生き 、 自 存 さ れる 、 か れ の 他 に 真 に 祭 
拝 す べき も の が 無い と ころ の 偉大 な アッ ラー に お 落 
し を 求め 、 彼 に 悔 惜しま す 。』 と 言っ た 者 は 、 例 え そ 
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の 者 が 敵 に 背 を 向け て 人 逃げ た 者 で あめ っ て も 、 ア ッ ラ 
ー が 彼 の 罪 を お 赤 し に な る で あろ う 。」 
251 一 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言っ た 。「 主 が し も べ に 最も お 近付き に な られ る の は 
真夜 中 の 終わ り で ある 。 だ か ら そ の 時 間 に ア ッ ラ ー 
We 上 肌 する の る と と が で き の の な ら 、 学 うし が きい 。」 
252 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言っ た 。「 し も で が 彼 の 主 に 最も 近付く の は 、 彼 が 婦 
ジ ダ (平伏 礼 ) し て いる 時 で ある 。 だ か ら そ の 時 に 
ド メ ーー 獲 和 由 し な きい 」 
258 一 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言っ た 。「 実 に 私 の 心 は 意 慢 に 謀 われ る 0。 そ し て 私 
は 一 日 100 回 アッ ラー に 攻 し を 求め る の だ 。」 
180、 メカ ピ ビーン シン 、 アハ の マー の 、 プ の アー ルム 、 
錠 ク どー の 徳 


. (Go @1O じ と う ))-Yo8 


ン 


8 


訳者 注 : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
非常 に 多く の ズ ィ ク ル や イ バ ー ダ (諸々 の 崇拝 行為 ) な ど を 自ら に 課 
し 、 ま た そこ に お いて 常 日 頃 か ら 厳 し く 自己 監視 し て いま し た 。 そ こ 
で それ ら を 不 注意 な どか ら 騙 っ て し まっ た 場合 に は 、 そ れ を 自ら の 基 
準 に お いて 罪 と 見 な し まし た 。 
@ 訳者 注 :・「 タ ハミ ー ド 」 と は 、「 ア ル ハ ム ド ッ リッ ラー (全て の 賞賛 は 
アッ ラー に こそ あれ )」 と 念 唱 す る こと で す 。 
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スプ ハー ナッ ラー ヒ ワ ピ ハ ム デ ィ ヒ 。(X100) 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ 
た 。「 一 日 100 回 『 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た に 賞賛 と 讃 美 
あれ 。』 と 唱え た 者 は 、 例え 彼 の 過ち が 海 の 泡 の 数 ほ 
ど あ っ た と し て も 、 そ れ を 虎 され る で あろ う 。」 
よう 1 うさ 身 半 作ら 281YI 4))-Yoo 
(OS 
ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワ ハ ダ フ ラー 
シャ リー カ ラフ 。 ラ フル ムル ク ワ ラフ ル ハ ム 
ドド リ フレ アデ クー ダグ ダッ リ シャ イイ シン カカ 
ディ ー ル 。(X10) 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ 
た 。「『 唯 一 の アッ ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は 
な く 、 か れ に 並ぶ 何 も の も いま せん 。 主 権 は か れ に 
属し 讃 美 も か れ に 属し ます 。 か れ は 全て に お いて 全 
人 能 で す 。』 と 10 回 言っ た 者 は 、4 人 の イス マー イー 
ル の 子 ら 9 を 解放 し た よう な も の だ 。」 
- (GE AI oOE う Aa 60oE> う )-Yo ヽ 
スプ ハー ナッ ラー ヒ ワ ビ ハム ディ ヒ 。 ス プ ハ 


③ 訳者 注 : イス マー イー ル の 子孫 で ある アラ ブ の 4 人 の 奴隷 の こと 。 
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7 

の こ に アッラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ 

。「 舌 に 人 こ お い て は 重く 、 慈悲 深 
和義 に な られ る 2 つの 言葉 は 、『 ア デッラ テー 
を 称え 感謝 し 、 偉大 な る アッ ラー を 称え ます 。』 で あ 
ら 。」 

(GO 02 く 9142 し る ポ え 2 あじ こう ))- YeY 

スプ ハー ナッ ラー。 ワ ル ハ ム ド ッ ゥ リッ ラー。 ワ ラ 
ーー ダー バー イッ テッ アー。 ザッ アテ アーツ アァ パパ 
ノレ 。 

預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ 
た 。 呈 アッ ラー よ 、 あ な た に 賞賛 と 讃 美 あ れ 。 ア ッ 
ラー 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は な し 。 ア デッラ ー は 
偉大 な り 。』 と 言う こと は 、 私 に と っ て 太陽 の 下 に あ 
る も の 全て より も 愛す べき も の だ 。」 
258 一 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 
言っ た 。 町 毎日 千 の 善行 を 積 あ こと の 出来 な い 者 が 
いよ うか ?』 す る と そこ に 座っ て いた ある 者 が 誠 ね 
た 。『 ど う や っ て 千 も の 善行 を 積む こと が 出来 る の で 
すか ?』 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
全 言 る た 。 [100 回 み プス ピー ング リス アヘ ムー チッ ラー | 
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と いう 言葉 ) を 言え ば 千 の 善行 が 書き 留め られ る か 、 
ある い は 千 の 過ち が 放免 され る 。 

(GR | lo と う ))-Y64 
スプ ハー ナッ ラー ヒル アズ ィ ー ミ ワ ビ ハ ム ディ 
本 

預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ 
た 。 偉大 な る アッ ラー を 称え ます 。 ア ッ ラ ー に 賞 
堆 あ れ 。』 と 言っ た 者 は 、 天国 に 彼 の た め の ナ ツメ ヤ 
シ の 木 が 植え られ る 。」 
.(GALYI 練 2d を さめ )-Y い 
ラー ハウ ラ ワ ラー クウ ワタ イッ ラー ビ 
デー 
預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ 
た 。「『 ア ブ ド ゥ ッッ ラー ブン カイ ス 、 お 前 に 天国 
で 最も 素晴らし い 財 宝 を 教え て や ろう か ?』 私 は 言 
っ た 。 『 は い 、 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 。』 預言 者 (後に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ た 。『 至 高 至 大 の ア 
ッ ラ ー の 他 に いか な る 威力 も 強大 な る も の も あり ま 
せん 。』』 と 唱え る こと だ 。」 
(GS く 914U 2 る 42 (31 SE と う )-Y い 
スプ ハー ナッ ラー。 ワ ル ハ ム ド ゥ リッ ラー。 ワ ラ 
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2 デー イッ デッラ テー。 ピッ マジ ー ズ チア ク ガバ 
ル 。 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ 
た 。「 ア デッラ ー が 最も 好ま れる 言葉 は 4 つ あ り 、 そ れ 
ら は 『 ア ッ ラ ー に 称え あれ 、 全 て の 讃 美 は アッ ラー 
に あり 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 真 に 崇拝 すべ きも の は 無し 、 
8 
か ら 始 め て も 害 は 無い 。」 
ある 4 け ら (1 Au は > 人 9 33 め )-Y 
Gly abSISS 339 と すさ ・ (ALJ つう る 9 じ と に う 

ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ ワ ハ ダ ブフ ラー 
の グン 。 ズル クタ デーブ イグ 2 の 7 ピー 
テー。 ワル ハ み ム ドゥ リッ テー ヒ 放 ス イィ イー ラー。 スズ 
の wm ナッ ルツ サー ラッ ビル デー ザー マー 
レラ ツ テー メリ リク ゴイ ッ ジ シー ビッ マー 
ヒル アズ ィ ー ズ イル ハ キ ー ム 。 

「 ベ ドウ ィ ン の ある 者 が アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラ 
ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に や っ て 来 て 言っ た 。 
『 私 が 言う べき 言葉 を 教え て 下さ い 。』 預言 者 は 言っ 
た 。『《 彼 に 並ぶ 者 無き 唯一 の お 方 アッ ラー 以外 に 真 
に 崇拝 すべ きも の は 無い 。 ア ッ ラ ー は 本 当 に 偉大 で 
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ある 。 ア ッ ラ ー に 限り な い 感 謝 を し ます 。 全 世界 の 
主 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。 至高 至 大 の アッ ラー の 他 に 
いか な る 威力 も 強大 な る も の も あり ませ ん 。》 と 言 
和 。 
1 お 5 ee 座 は 受 !600) 
アッ ラー フン マグ フィ ル リー、 ワ ル ハ ム ニ ー、 プ ゾ 
の ディ ラー、 ルズ ク ニー。 
その 男 は 言っ た 。『 そ れ ら は 私 の 主 の た め の 言 葉 で 
す 。 私 自身 の た め に は 何 を 言う べき で し ょ うか ?』 
預言 者 は 言っ た 。『《 ア ッ ラ テー よ 、 私 を 御 赤 し 下さ い 、 
私 に お 慈悲 を お か け 下 さい 、 私 を お 導き 下さ い 、 私 
に お 恵み を 与え て 下さ い 。》 と 言え 。』」 
1 お 5 asP2o う 5 は IEDDD-YY 
アッ ラー フン マダ ア ィ ル リー。 ワ ル ハ ム ニ ー。 ワ 
ディ ジー デー プ ィ ニー。 ルス メア ニーム 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は ある 
者 が 入信 する と 、 彼 に 礼拝 を 教 ん 、 そ れ か ら こ れ ら 
の 言葉 で 祈願 する こと を 命じ た 。「 ア ッ ラ ー よ 、 私 を 
御 赦 し 下さ い 、 私 に 慈悲 を お か け 下 さい 、 私 を お 導 
き 下 さい 、 私 を お 守り 下さ い 、 私 に 恵み を 与え て 下 
さい 。」 
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.(C ぬ UYI4IY)) (る 通 ))-YUX 
アル ハム ドゥ リッ ラー。 - 
ゲー パイ デー の バ パ イッ ダッ マー。 
「 最 も 良い ドア ー は 『 ア ッ ラ ー に 称え あれ 。』 で 、 最 
も 良い ズ ィ ク ル は 『 ア ッ ラ ー 以 外 に 真 に 崇拝 すべ き 
も の は 無し 。』 で ある 。」 
スン PTEJLSUS TKEY うこ Y1o 
-(G⑳ し IS の 5 
スプ ハー ナッ ラー。 ワ ル ハ ム ド ッ リッ ラー。 ワ ラ 
の に の の プッ アア タダ ターズ アデ の 
ル 。 ワ ラー ハウ ラ ワ ラー クウ ワタ イッ 
ーッ 本 ま デ ーー ョ 
「 来 世に 残る 報奨 高い 行い と は 、『 ア ッ ラ ー に 称え あ 
れ 。 全 て の 人 哲 堆 は アッ テー に あり 。 ア デア ッ テー 以外 に 
真 に 崇拝 すべ きも の は 無し 。 アッラー は 偉大 な り 。 
至高 至 大 の アッ ラー の 他 に いか な る 成 力も 強大 な る 
も の も な し 。』 と いう 言葉 で ある 。」 
181. 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) 
の タス どー ンジ の 仕方 
266 一 アデ アブドゥッラー ブン アム メル (彼ら に アッ ラ 
ー の ご 満悦 あれ ) は 言っ た 。「 私 は 預言 者 (後に アッ ラ 
176 


ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が 、 彼 の 右手 で タス どー ンジ 
を 数 える ⑤ の を 見 た 。」 
182. 善行 と 礼儀 の 集大成 か ら 

267 一 「 夜 の 帳 が 下り た ら 、 あな た 方 の 子供 た ち を 家 
に 入れ る の だ 。 シ ャ イタ ー ン た ち は そ の 時 に 散開 す 
る の で ある か ら 。 そ し て 暫く た っ た ら 彼 ら を 放っ て 
お く の だ 。 そ し て 扉 を 閉め 、 ア ッ ラ ー の 御名 を 唱え 
よ 。 シャイ ターン は 閉じ られ た 扉 を 開け る こと は な 
い の だ 。 ま た 水 入 れ の 袋 を 縛り 、 ア ッ ラ ー の 御名 を 
唱え よ 。 そ し て 何 か を 上 に 置く だ け で も 良い か ら あ 
な た 方 の 器 を 覆い 、 ア ッ ラ ー の 御名 を 唱え る の だ 。 
そし て 明か り を 消し な さい 。」 


雪 た らち の 疾 坊 考 ろ ハン マ だ と その 系 扉 、 その 胡 友 全 
て だ デ ッ テ ー の 交 導 と 芳 究 の あ ク すず ナク 。 




















⑨ 訳者 注 : 本 書 169 真 に ある よう な 特定 の 回 数 の ズ ィ ク ル を する 場合 、 
右手 の 指 を 使っ て 回 数 を 数 える の が 推奨 され た 行為 で す 。 
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